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研究要旨 

目的：日本人女性における健康とその社会的決定要因についてエビデンスを整理するた

めに、国内外の論文をレビューし、エビデンステーブルを作成すること。なお、健康の社

会的決定要因は、WHOの概念的枠組みに基づいて「構造的決定要因」と「中間決定要因」

に分け、その組み合わせによる健康との関連について検討を行った。 

方法：データベース PubMedを用い、検索式は 3つのカテゴリーの中での検索語の組み合

わせ(1:「構造的決定要因」、2:「中間決定要因」、3:「健康状態・栄養状態・QOL」)とし

た。「構造的決定要因」には、収入や学歴などの社会経済的状況(以下、「SES」という)に

関する検索語を含めた。「中間決定要因」には、心理社会的要因、行動的要因などの検索

語を含めた。「健康状態・栄養状態・QOL」には、1)健康(全般)、2)健康・栄養状態、3)加

齢に伴う心身の状況、4)婦人科疾患／婦人科がんに関する検索語を含めた。検索語の設定

においては MeSH の上位語を採用した。さらに、対象国(日本)、属性(女性)、年齢(19 歳

以上成人)、言語(英語又は日本語)、発行年(2000/1/1～2016/8/31)をフィルターとして設

定し、検索を行った。検索された 1,538件の内、表題、抄録、本文を精査し、採択基準を

満たす 41件を採択した。 

結果：41 件の内、成人期が 31 件(内、妊産婦 6 件)、高齢期 10 件(成人期との重複も含

む。内、65歳以上の高齢期のみ 5件)であった。どのライフステージにおいてもエンドポ

イントである健康・ウェルビーイングの指標は主観的な評価が多かった。成人期では主観

的健康度と SES との関連(15 件)が最も多く、その要因は、就業状況(5 件)や労働時間(4

件)等であった。一方、高齢期では、主観的健康度と SESとの関連(13件)が最も多く、そ

の要因は、学歴(4 件)や世帯収入(2件)等であった。なお、次いで多かったのは、成人期

は心理社会的要因(11 件)であり、その要因は、仕事関連のストレス(6件)等であった。高

齢期は社会的なつながり・ソーシャルキャピタル(9 件)との関連であり、その要因は、社

会的なつながり(6件)等であった。 

結論：日本人女性の健康の社会的決定要因としての構造的決定要因と中間決定要因のそ

れぞれに着目した研究について先行研究をレビューした結果、いずれのライフステージ

でもエンドポイントである健康・ウェルビーイングの指標は主観的な評価が多く、その関

連要因は、成人期では仕事関連のストレスが、高齢期では社会とのつながりが最も多く、

ライフステージごとの特徴がみられた。 
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Ａ．研究目的 

健 康 の 社 会 決 定 要 因 の 概 念 的 枠 組 み

(WHO,2010)によると、人々の健康やウェルビー

イングの公平性に影響する要因は、構造的決定

要因(社会経済的地位など)と中間決定要因(物

的環境、行動的要因、心理社会的要因など)に大

別される 1)。我が国における健康の社会的決定

要因に関する研究は、人々が置かれている状態

(すなわち、構造的決定要因)に関する研究が中

心であり、更に、ライフステージごとに変化す

る女性特有の医学的・社会学的課題と、それに

影響する健康の社会的決定要因(特に中間決定

要因)についての関連は明らかにされていない。 

そこで、本研究の目的は、健康の社会的決定

要因としての構造的決定要因(社会経済的状況

の指標(SES)(以下、「SES」という))と中間決定

要因(社会的なつながり、行動的要因、心理社会

的要因、物的環境など)のそれぞれに着目した研

究について、日本人女性に関するエビデンスを

整理するために、PubMed を用いて国内外の論文

をレビューし、エビデンステーブルを作成する

こととした。 

 

Ｂ．研究方法(図 1) 

1. データベース検索 

 PubMed を用いたデータベース検索を行っ

た。データベース検索は 3 つの検索式の組み合

わせで行った。1 つ目は、「構造的決定要因」

とした。2 つ目は「中間決定要因」として、1)

心理社会的要因、2)行動的要因、のキーワード

を組み合わせた。3 つ目は、「健康状態・栄養

状態・QOL」として、1)健康(全般)、2)健康・

栄養状態、3)加齢に伴う心身の状況、4)婦人科

疾患／婦人科がん、のキーワードを組み合わせ

た。検索語には統制語(MeSH)を用いた。MeSH

を用いることで、大量の論文の中から効率よく

適切な論文を検索することが可能となる。事前

に MeSH の階層構造を確認し、なるべく広く論

文を収集するために MeSH の上位語を採用し

た。1 つ目の検索式(「構造的決定要因」)と 3

つ目の検索式(「健康状態・栄養状態・QOL」)

の組み合わせ(検索式 1)、1 つ目の検索式(「構

造的決定要因」)と 2 つ目の検索式(「中間決定

要因」)の組み合わせ(検索式 2)で検索した。

論文を絞り込むために、対象国(日本)、属性

(女性)、年齢(19 歳以上成人)、言語(英語又は

日本語)、発行年(2000/1/1～2016/8/31)をフィ

ルターとして設定した(検索式は、図 1 参照)。

論文採択のプロセスにおいては、それぞれ 2 名

以上の研究者が協議し、合意形成を図った。 

2. 1 次スクリーニング 

データベース検索の結果、検索式 1 では 710

件、検索式 2 では 1,264 件抽出され、重複を除

く 1,538 件を 1 次スクリーニングの対象とし

た。1 次スクリーニングでは、タイトル及び抄

録から、本研究の目的に合致しない除外基準に

該当する 1,143 件を除外した。除外基準は次の

とおり。1)研究デザイン(介入研究、症例報告

(case study)、レビュー)、2)研究の目的(病因

(発症機序)の特定、明らかに決定要因について

検討していないもの、尺度開発(妥当性の検

討)、明らかに健康状態との関連を検討してい

ないもの)、3)研究の内容(明らかに健康の社会

的決定要因の重要な要素(教育、職業、収入、

SC、物理的環境、文化、政策など)が検討され

ていないもの、中間決定要因(行動と生物学的

要因)との関連を検討しているもの)、4)論文の

種類(質的研究、原著論文以外(総説、学会抄

録、レター、proceedings、報告書)、論文の言

語が英語／日本語以外)、5)対象者(ヒト以外、

日本人以外(海外に住む日系人を含む)、男性の

み、レズビアン、18 歳以下の子どもを評価対

象としたもの、施設入所者(入院患者も含む)、

慢性疾患と精神疾患(統合失調症など)の既往・

現病、障害のある者(成人後の脊椎損傷も含

む)、慢性疾患以外(結核、HIV などの感染症、

水俣病などの公害病、腎臓移植などの臓器移

植)、施設調査、アスリートなどの一般成人以

外。 
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3. 2 次スクリーニング 

 1 次スクリーニングで 1,143 件を除外し、残

りの 395件を 2次スクリーニングの対象とした。

2 次スクリーニングでは本文の方法及び結果を

精読し、本研究の目的に合わない 354 件を除外

した。除外基準は次のとおり。1) 独立変数とし

て構造的決定要因と中間決定要因を両方扱って

いないもの、2) エンドポイントが健康・ウェル

ビーイングでないもの、3)男女別に解析してい

ないもの、4) 1 次スクリーニングの除外基準に

該当するもの。2 次スクリーニングで 354 件を

除外し、残りの 41 件を全文精読の対象論文と

決定した。以上の論文採択のプロセスは図 1 の

とおり。 

4. エビデンステーブルの作成とバイアスチェ

ックについて(表 1) 

 全文精読の対象論文とした 41 件について、

エビデンステーブルを作成した(表 1)。また、

論文の質のバイアス評価は、 NIH(National 

Heart, Lung, and Blood Institute)によるア

セスメントツール(Quality Assessment Tool 

for Observational Cohort and Cross-

Sectional Studies)2)を用いて行い、採択した

論文の質に大きな偏りがないことを確認した。 

 

Ｃ．研究結果(表 2-3) 

 41 件の内、横断研究は 28 件、コホート研究

は 13 件であった。対象のライフステージは、成

人期が 31 件(内、妊産婦 6 件)、高齢期 10 件(成

人期との重複も含む)であった。高齢期 10 件の

内、65 歳以上の高齢期のみを対象とした論文は

5 件であった(表 2)。 

1)健康の指標 

 エンドポイントである健康・ウェルビーイン

グの指標をもとに、1)主観的健康度:精神的健康

感(心理的ストレス、精神的健康感)、うつ、主

観的健康感(健康の満足度、含む)、睡眠障害(不

眠症、睡眠の質、日中の眠気も含む)、身体的精

神的健康度(SF-36)、2)身体的健康度: 自覚症状

の有無(主訴、慢性症状)、死亡率、脳卒中の発

症率、肥満(BMI≧25)、月経関連疾患、要支援・

要介護、3)妊産婦の健康度:産後うつ、妊娠中の

体重増加、精神的健康感、マタニティブルース

に分けて、研究の動向を把握した(表 2)。その

結果、成人期で研究数が最も多かったのは精神

的健康感 8 件で、次いでうつ 7 件、総合的な主

観的健康感 6 件、自覚症状の有無 4 件及び産後

うつ 4 件であり、全体的に主観的な評価が多く

みられた。一方、客観的な評価では、全死亡率

3 件、脳卒中の発症率 3 件、肥満(BMI≧25)2 件

などがみられたが、いずれも少数であった。ま

た、高齢期で研究数が最も多かったのは精神的

健康感 3件、うつ 3件及び主観的健康感 3件で、

次いで自覚症状の有無 2 件、全死亡率 1 件及び

要支援・要介護 1 件と成人期と同様に主観的な

評価が多くみられた。妊産婦の健康度で研究数

が最も多かったのは産後うつ 4 件、次いで妊娠

中の体重増加 1 件、精神的健康感 1 件、マタニ

ティブルース 1 件であった(表 2)。 

2)ライフステージごとの関連要因の特徴 

上記で整理したエンドポイント(健康)ごとの

関連要因(構造的決定要因：「SES」と中間決定要

因：「社会的なつながり・ソーシャルキャピタル」、

「個人の行動」、「心理社会的要因」、「物的環境」)

について、要因別ののべ件数をライフステージ

別に整理した(表 3-1～表 3-3)。その結果、成人

期で研究数が多かったのは、主観的健康度と

「SES」(構造的決定要因)との関連 15 件であり、

次いで「心理社会的要因」(中間決定要因)との

関連 11 件であった。関連がみられた要因とし

ては、「SES」では、就業状況 5 件、労働時間 4

件、職種 3 件、交代勤務 1 件、介護時間 1 件、

貧困(負の関連)1 件であり、「心理社会的要因」

では、ストレス関係 6 件、仕事による家庭生活

への圧迫 2 件、家庭生活による仕事への圧迫 2

件、介護負担 1 件であった(表 3-1)。 

また、高齢期で研究数が多かったのは、主観

的健康度と「SES」(構造的決定要因)との関連 13

件及び「社会的なつながり・ソーシャルキャピ

タル」(中間決定要因)との関連 9 件であり、関
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連がみられた要因としては、「SES」では、学歴

関係 4 件、世帯収入関係 2 件、雇用契約 1 件、

夜勤 1 件、相対的貧困 2 件、相対的剥奪 2 件、

主観的社会的地位 1 件、であり、「社会的なつな

がり・ソーシャルキャピタル」では、娘との近

居や尊敬する人の存在等の社会とのつながり関

係 6 件、婚姻状況 2 件、等であった(表 3-2)。 

また、妊産婦で研究数が多かったのは、主観

的健康度と「社会的なつながり・ソーシャルキ

ャピタル」(中間決定要因)との関連 5 件及び「個

人の行動」(中間決定要因)4 件であり、関連が

みられた要因としては、「社会的なつながり・ソ

ーシャルキャピタル」では、子供の数(負の関

連)1 件、夫の協力(負の関連)1 件、相談できる

友人の存在(負の関連)2 件、夫/パートナーの年

齢 1 件であり、「個人の行動」では、身体的・精

神的疾患治療のための受診 2 件、不規則な食事

1 件、里帰り出産(負の関連)1 件であった(表 3-

3)。 

 

Ｄ．考察 

 本研究では、2000 年～2016 年 8 月までに

PubMed に収載された、日本人女性を対象とした、

健康の社会的決定要因としての構造的決定要因

(SES)と中間決定要因(社会的なつながり、行動

的要因、心理社会的要因、物的環境など)のそれ

ぞれに着目した研究について、国内外の論文を

レビューし、以下のことが明らかになった。 

 スクリーニング後に採択した 41 件の内、

2000 年～2010 年の 10 年間に発表された論文は

18 件(約 5 分の 2)に対し、2011 年～2016 年 8

月までに発表された論文は 23 件(約 5 分の 3)

と、WHO の枠組みが発表された 2010 年以降に

論文が増加傾向であることが示唆された。一

方、データベース検索で抽出された 1,538 件の

多くは、慢性疾患、精神疾患、感染症及び臓器

移植後の患者等を対象にしたものや、男女別に

解析していないもの(職域における研究では、

女性の対象者数が極端に少ないものも比較的多

かった)であり、健康な女性を対象とした研究

は今後の課題であることが示唆された。 

 また、41 件の内、成人期が 31 件(内、妊産

婦 6 件)、高齢期 10 件(成人期との重複も含

む。内、65 歳以上の高齢期のみ 5 件)であり、

成人期を対象に職域での研究が比較的多く見受

けられた。成人期で研究数が多かったのは、主

観的健康度と「SES」との関連 15 件であり、次

いで「心理社会的要因」(中間決定要因)との関

連 11 件であった。この主観的健康度との関連

がみられた中間決定要因 11 件は、5 件の研究

によるものであったが、5 件の研究の内、構造

的決定要因とは同時に関連がみられなかった研

究は、3 件 6),12),21)であった。具体的には、多

変量解析の結果、身体的・精神的健康度(SF-

36)は、職位及び労働時間(構造的決定要因)と

は関連がみられなかったが、仕事による家庭生

活への圧迫、家庭生活による仕事への圧迫、仕

事の裁量度及び仕事の要求度(中間決定要因)と

は関連がみられた 6)。また、多変量解析の結

果、うつ(CES-D)は、学歴、家計のゆとり(構造

的決定要因)とは関連がみられなかったが、職

場関係のストレス(仕事の量的負担、昇進不

安、職場内の圧迫、上司や同僚のサポートが低

い)や中小企業関係のストレス(健康関連の配慮

不足、社長との血縁関係有り)などの中間決定

要因とは関連がみられた 12)。また、多変量解

析の結果、うつ(CES-D)は、雇用形態、業種(構

造的決定要因)とは関連がみられなかったが、

仕事の裁量度及び仕事の適正感(中間決定要因)

とは関連がみられた 21)。 

これらの主観的健康感と関連がみられた中間

決定要因は、仕事関連のストレスが最も多かっ

た。ストレスと関連がみられたエンドポイント

としては、うつ 12),21)、身体的・精神的健康度

(SF-36)6)、脳卒中の発症率 16)、月経関連疾患

(月経周期の異常、月経痛)15)であった。近年、

仕事による強いストレスが原因で精神障害を発

病し、労災認定される労働者が増加傾向にあ

り、労働者のメンタルヘルス不調を未然に防止

することが益々重要な課題となっていることか
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ら、2015 年に、厚生労働省において心理的な

負担の程度を把握するための検査等のストレス

チェック制度が新たに創設された 44)。しか

し、その実施体制やスクリーニングの方法等に

ついては、課題が多い現状であるといわれてい

る 45)。今回のレビューにおいて職場のストレ

スと主観的健康度との関連が複数報告されてい

ることが明らかになったが、婚姻状況や職位等

によって関連の有無が男女で異なっている報告

も複数見受けられた 16),21)。今後、成人女性に

おけるより効果的な健康維持・増進対策の実現

においては、職位など構造的決定要因だけでな

く、婚姻状況から生じる家庭内の役割負担感や

ソーシャルサポートといった中間決定要因も含

めた複合的な関連構造の検討も重要であると考

える。 

次に、高齢期で研究数が多かったのは、主観

的健康度と「SES」(構造的決定要因)との関連

13 件及び「社会的なつながり・ソーシャルキ

ャピタル」(中間決定要因)との関連 9 件であっ

た。この主観的健康度との関連がみられた中間

決定要因 9 件は、6 件の研究によるものであっ

たが、6 件の研究の内、構造的決定要因とは同

時に関連がみられなかった研究は、1 件 30)であ

った。具体的には、多変量解析の結果、うつ

(CES-D)は、雇用状態及び年収(構造的決定要

因)とは関連がみられなかったが、自分以外の

介護者の存在及び自分が介護している被介護者

の認知機能障害度(中間決定要因)とは関連がみ

られた 30)。 

これらの主観的健康感と関連がみられた中間

決定要因は、社会的なつながりが最も多かっ

た。飯島らは、高齢者のフレイル(虚弱)の主な

要因とその重複に対する早期の気づきは、特に

初期の変化(第 1 段階)として、人とのつながり

の低下や孤食などの社会性の低下から始まり、

心理の問題にも関わる、とし、高齢期に入って

も健康を維持するための効果的な早期介入ポイ

ントとして、社会的孤立の防止策が重要である

と報告している 46),47)。今回のレビューでは、

尊敬する人がいない者はいる者に比較して健康

の満足度が低い 29)、自分以外の介護者の存在

がある者ほどうつ症状が低い 30)、ソーシャル

サポートネットワークが小さい者ほど精神的健

康度が低い 32)、娘との近居がない者はうつ症

状が高い 33)、ソーシャルサポートがない者は

あるものに比較して主観的健康感が低い 36)、

ソーシャルサポートがない者はあるものに比較

してうつ症状が高い 36)、などが報告されてい

たが、今後、高齢期における社会的孤立を発端

とするフレイル・ドミノ(飯島ら)予防のための

より効果的な対策のためには、栄養や身体活動

等の他の中間決定要因との複合的な関連構造に

ついてより丁寧な検討が重要であると考える。 

なお、本研究の限界点は、エンドポイントで

ある健康・ウェルビーイングとの関連におい

て、独立変数として構造的決定要因と中間決定

要因を両方扱っていないものは除外とした点で

ある。すなわち、独立変数として構造的決定要

因のみのもの及び中間決定要因のみのものは除

外とした(2 次スクリーニングで除外した 354

件中 137 件が該当)。従って、今後は、構造的

決定要因と中間決定要因との関連また、中間決

定要因と健康・ウェルビーイングとの関連を丁

寧にレビューし、中間決定要因が構造的決定要

因と健康・ウェルビーイングの間をどのように

媒介しているのか、その関連構造を明らかにす

ることが課題である。 

  

Ｅ．結論 

日本人女性の健康の社会的決定要因としての

構造的決定要因と中間決定要因のそれぞれに着

目した研究について先行研究をレビューした結

果、いずれのライフステージにおいてもエンド

ポイントである健康・ウェルビーイングの指標

は主観的な評価を用いているものが多く、その

関連要因としては、成人期では仕事関連のスト

レスが最も多く、高齢期では社会とのつながり

が最も多く、ライフステージごとの特徴がみら

れた。 
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データベース検索（PubMed)

検索式 抽出 重複
重複

除去後

検索式1

Search (((((Sociological Factors [MeSH] OR gender identity [MeSH])) AND (((((Health Status [MeSH] OR
Health [MeSH] OR quality of life [MeSH] OR Life Expectancy [MeSH] OR Health Equity [MeSH])) OR (Mortality,
premature [MeSH] OR chronic disease [MeSH] OR Cardiovascular Diseases [MeSH] OR Nutritional and
Metabolic Diseases [MeSH] OR body weight [MeSH] OR Body Mass Index [MeSH])) OR (Frail Elderly [MeSH]
OR Sarcopenia [MeSH] OR osteoporosis [MeSH] OR Activities of Daily Living [MeSH])) OR (Ovarian Diseases
[MeSH] OR Menstruation Disturbances [MeSH] OR Breast Neoplasms [MeSH])))) AND Japan [MeSH]) AND
(Female [MeSH] OR women [MeSH]) Filters: Publication date from 2000/01/01 to 2016/08/31; English;
Japanese; Adult: 19+ years Sort by: PublicationDate

710

検索式2

Search (((((Sociological Factors [MeSH] OR gender identity [MeSH])) AND (((psychology, social [MeSH] OR
stress, psychological [MeSH] OR Adaptation, Psychological[MeSH] OR Psychology, Industrial [MeSH])) OR
(eating [MeSH] OR diet [MeSH] OR Alcohol Drinking [MeSH] OR tobacco use [MeSH] OR tobacco use
cessation [MeSH] OR Exercise [MeSH])))) AND Japan [MeSH]) AND (Female [MeSH] OR women [MeSH])
Filters: Publication date from 2000/01/01 to 2016/08/31; English; Japanese; Adult: 19+ years Sort by:
PublicationDate

1264

↓

1538件

↓

除外計

1143件
↓

↓

395件

↓

除外計

354件
↓

↓

41件

最終採択論文

図1　　論文採択のフローチャート

436 1538

１次スクリーニング（標題及び抄録の精査）

（除外基準）
1．研究デザイン：　介入研究、症例報告（case study）、レビュー
2．研究の目的：　病因（発症機序）の特定、明らかに決定要因について検討していないもの、尺度開発（妥当性の検討）、明らかに健康状態
との関連を検討していないもの
3. 研究の内容：　明らかに健康の社会的決定要因の重要な要素（教育、職業、収入、SC、物理的環境、文化、政策など）が検討されていな
い、中間決定要因（行動と生物学的要因）との関連を検討している、
4．論文の種類： 質的研究、原著論文以外（総説、学会抄録、レター、proceedings、報告書）、論文の言語が英語／日本語以外
5．対象者： ヒト以外、日本人以外（海外に住む日系人を含む）、男性のみ、レズビアン、18歳以下の子どもを評価対象としたもの、施設入所
者（入院患者も含む）、慢性疾患と精神疾患（統合失調症など）の既往・現病、障害のある者（成人後の脊椎損傷も含む）、慢性疾患以外（結
核、HIVなどの感染症、水俣病などの公害病、腎臓移植などの臓器移植）、施設調査、アスリートなどの一般成人以外

２次スクリーニング（本文の精読）

(除外基準)
1．独立変数として構造的決定要因（SES）と中間決定要因を両方扱っていないもの
2．エンドポイントが健康・ウェルビーイングでないもの
3．男女別に解析していないもの
4. 1次スクリーニングの除外基準に該当するもの
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,
各

地
区

を
2
8
ブ

ロ
ッ

ク
に

分
割

し
,無

作
為

に
1
名

ず
つ

計
2
8
名

を
抽

出
。

計
2
,8

0
0
名

を
調

査
対

象
者

と
し

た
。

全
国

,
1
9
9
7
年

9
月

横
断

研
究

郵
送

法
（
2
週

間
以

内
に

返
送

が
な

け
れ

ば
督

促
を

2
回

し
た

）

自
記

式
質

問
紙

調
査

睡
眠

の
質

（
日

本
語

版
P
it
ts

bu
rg

h
 S

le
e
p

Q
u
al

it
y 

In
de

x:
 P

S
Q

I）
,精

神
健

康
度

（
G

e
n
e
ra

l
H

e
al

th
 Q

u
e
st

io
n
n
ai

re
:

G
H

Q
1
2
）
, 
年

齢
; 
性

; 
婚

姻
状

況
; 
教

育
歴

; 
就

業
;

睡
眠

習
慣

; 
睡

眠
障

害

年
齢

(2
0
-
3
9
歳

,
4
0
-
5
9
歳

, 
6
0
歳

以
上

）
, 
婚

姻
状

況
（
既

婚
, 
離

別
, 
死

別
, 
未

婚
)，

教
育

歴
（
高

卒
未

満
, 
高

卒
, 
そ

れ
以

上
）
,

就
業

(就
業

有
り

,
無

し
)

全
て

の
独

立
変

数
（
多

変
量

解
析

）
入

眠
が

困
難

（
D

IS
),

睡
眠

途
中

で
の

覚
醒

(D
M

S
),

睡
眠

の
質

が
悪

い
（
P
Q

S
）

・
D

IS
: 
配

偶
者

と
死

別
し

た
女

性
は

既
婚

女
性

に
比

べ
て

リ
ス

ク
が

高
く

（
O

R
 1

.6
7
）
,無

職
の

女
性

は
有

職
者

に
比

べ
て

リ
ス

ク
が

高
い

（
O

R
1
.5

8
）

・
D

M
S
: 
4
0
-
5
9
歳

女
性

は
2
0
-
3
9
歳

女
性

に
比

べ
て

リ
ス

ク
が

低
く
（
O

R
0
.5

7
）
,既

婚
女

性
に

比
べ

て
死

別
女

性
は

リ
ス

ク
が

高
く
（
O

R
1
.6

5
）
未

婚
女

性
は

リ
ス

ク
が

低
い

（
O

R
0
.3

9
）
,無

職
の

女
性

は
有

職
者

に
比

べ
て

リ
ス

ク
が

高
い

（
O

R
 1

.6
0
）

・
P
Q

S
: 
2
0
-
3
9
歳

に
比

べ
て

4
0
-
5
9
歳

（
O

R
 0

.6
3
）
と

6
0
歳

以
上

（
O

R
0
.5

0
)で

リ
ス

ク
が

低
い

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

・
H

M
U

:　
2
0
-
3
9
歳

に
比

べ
て

4
0
-
5
9
歳

（
O

R
 8

.2
6
）
と

6
0
歳

以
上

(O
R

1
0
.7

)で
リ

ス
ク

が
高

く
,既

婚
女

性
に

比
べ

て
死

別
（
O

R
 2

.1
2
）
と

未
婚

（
O

R
 2

.8
4
）
で

高
い

。

・
就

業
の

有
無

は
,他

の
変

数
（
教

育
歴

や
婚

姻
状

況
等

）
を

調
整

し
て

も
,D

IS
と

D
M

S
の

リ
ス

ク
を

高
め

て
い

た
。

な
お

,こ
の

関
連

は
女

性
の

み
で

確
認

さ
れ

た
。

・
就

業

4
O

h
ta

 A
, 
e
t 

al
.

(2
0
0
1
)

成
人

期
4
0
-
6
9
歳

男
女

1
1
,5

6
5

名
（
男

性
5
,6

3
0
名

,女
性

5
,9

3
5
名

）
を

5
年

間
追

跡
し

,そ
の

間
3
0
4
名

（
男

性
2
0
1
名

,女
性

1
0
3
名

）
が

死
亡

し
た

。

ベ
ー

ス
ラ

イ
ン

調
査

は
子

持
村

役
場

及
び

伊
勢

崎
市

役
所

を
通

じ
て

対
象

年
齢

の
住

民
全

員
に

配
布

さ
れ

,子
持

村
は

4
,5

0
1
名

（
回

収
率

9
2
.3

%
）
,伊

勢
崎

市
は

7
,0

6
4
名

（
回

収
率

9
1
.1

%
）
が

回
答

し
た

。
両

地
域

合
わ

せ
た

回
収

率
は

9
1
.6

%
で

あ
っ

た
。

群
馬

県
子

持
村

（
1
9
9
2
年

9
月

）
と

群
馬

県
伊

勢
崎

市
（
1
9
9
3
年

8
月

）

前
向

き
コ

ホ
ー

ト
研

究

留
め

置
き

法
自

記
式

質
問

紙
調

査

社
会

人
口

学
的

要
因

（
性

,
年

齢
, 
最

も
長

く
働

い
た

職
業

, 
婚

姻
状

況
, 
教

育
歴

）
,

主
観

的
健

康
感

, 
既

往
歴

,
健

診
受

診
の

有
無

, 
自

己
申

告
に

よ
る

体
重

及
び

身
長

か
ら

算
出

し
た

B
M

I, 
体

重
歴

（
3
0
歳

代
）
, 
ラ

イ
フ

ス
タ

イ
ル

(喫
煙

, 
飲

酒
, 
身

体
活

動
, 
睡

眠
時

間
, 
間

食
習

慣
, 
朝

食
欠

食
),
 ソ

ー
シ

ャ
ル

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

, 
身

体
的

・
精

神
的

状
態

（
東

大
ヘ

ル
ス

イ
ン

デ
ッ

ク
ス

; 
T
H

I）

年
齢

, 
B

M
I, 

喫
煙

,
飲

酒
, 
身

体
活

動
,

睡
眠

時
間

, 
間

食
習

慣
, 
朝

食
欠

食
,

体
重

歴
, 
主

観
的

健
康

感
, 
既

往
歴

,
健

診
受

診
歴

, 
職

業
, 
婚

姻
状

態
, 
教

育
歴

全
て

の
独

立
変

数
（
多

変
量

解
析

）
死

亡
率

（
全

死
亡

,
が

ん
, 
心

疾
患

, 
脳

血
管

疾
患

, 
そ

の
他

)

・
年

齢
が

上
が

る
と

リ
ス

ク
が

あ
が

り
（
R
R
 1

.0
6
）
,ま

た
3
0
歳

代
の

体
重

歴
が

や
せ

に
対

し
て

肥
満

（
R
R
 2

.7
5
）
の

者
で

高
か

っ
た

。
・
一

方
で

,現
在

の
B

M
Iが

1
9
未

満
に

対
し

て
1
9
-
2
2
（
R
R
 0

.4
1
）
・
2
2
-
2
5

（
R
R
 0

.2
8
）
・
2
5
-
2
7
（
R
R
 0

.3
9
）
,睡

眠
時

間
が

7
-
8
時

間
に

比
べ

て
7
時

間
未

満
（
R
R
 0

.4
0
）
,健

診
受

診
歴

が
な

い
者

に
対

し
て

あ
る

者
（
R
R
 0

.4
6
）

で
リ

ス
ク

は
低

か
っ

た
。

・
5
年

後
の

女
性

の
死

亡
率

と
中

間
決

定
要

因
（
睡

眠
時

間
,健

診
受

診
歴

）
に

は
関

連
は

み
ら

れ
た

が
,S

E
S
（
職

業
,教

育
歴

）
及

び
婚

姻
状

況
に

は
関

連
は

見
ら

れ
な

か
っ

た
。

な
お

,婚
姻

状
況

は
男

性
で

は
関

連
が

み
ら

れ
た

。

・
睡

眠
時

間
・
健

診
受

診
歴

5
D

o
i 
Y
, 
e
t 

al
.

(2
0
0
3
)

成
人

期
全

国
規

模
の

電
気

通
信

会
社

で
,神

奈
川

県
内

あ
る

2
2
事

業
所

の
社

員
5
,5

7
2
名

を
対

象
と

し
,5

,0
7
2
名

か
ら

回
答

を
得

た
（
回

収
率

9
1
.0

%
）
。

フ
ル

タ
イ

ム
以

外
の

者
,

ラ
イ

ン
で

働
く
者

,交
替

勤
務

者
,性

・
年

齢
の

未
回

答
者

を
除

く
,4

,7
2
2
名

（
男

性
3
,9

0
9
名

, 
女

性
8
1
3
名

)を
解

析
対

象
者

と
し

た
。

対
象

者
の

設
定

理
由

と
し

て
,1

）
対

象
者

の
抽

出
理

由
と

し
て

,フ
ル

タ
イ

ム
で

働
く
ホ

ワ
イ

ト
カ

ラ
ー

の
男

女
で

,同
一

業
種

で
あ

り
,雇

用
主

は
大

都
市

圏
に

あ
り

,職
務

環
境

が
よ

く
管

理
さ

れ
て

い
る

こ
と

,2
) 
同

一
職

場
内

に
一

定
数

の
男

女
が

お
り

,男
女

差
の

検
討

が
で

き
る

こ
と

,3
）
産

業
医

や
管

理
部

門
が

研
究

に
関

心
を

示
し

,本
社

と
神

奈
川

県
の

事
業

所
の

労
働

組
合

よ
り

許
可

が
得

ら
れ

た
こ

と
。

調
査

票
は

,各
事

業
所

の
担

当
者

を
通

じ
て

配
布

・
回

収
さ

れ
,研

究
者

に
ま

と
め

て
返

送
さ

れ
た

。

神
奈

川
県

内
の

複
数

箇
所

,
1
9
9
9
年

1
2
月

か
ら

2
0
0
0
年

1
月

横
断

研
究

留
め

置
き

法
自

記
式

質
問

紙
調

査

性
,年

齢
,教

育
歴

,職
種

,婚
姻

状
況

,居
住

形
態

（
独

居
,

子
育

て
や

介
護

, 
介

助
が

必
要

な
者

と
の

同
居

）
,睡

眠
習

慣
,眠

気
の

評
価

（
E
pw

o
rt

h
 s

le
e
pi

n
e
ss

sc
al

e
: 
E
S
S
）
, 
睡

眠
の

質
（
日

本
語

版
P
it
ts

bu
rg

h
S
le

e
p 

Q
u
al

it
y 

In
de

x:
P
S
Q

I）
,う

つ
病

自
己

評
価

尺
度

（
C

E
S
-
D

）
, 
主

観
的

健
康

感
, 
現

病
歴

・
既

往
歴

（
身

体
的

・
精

神
的

疾
患

）
,

喫
煙

,飲
酒

,カ
フ

ェ
イ

ン
入

り
飲

料

年
齢

,婚
姻

状
況

,
居

住
形

態
,睡

眠
時

間
,睡

眠
の

質
,

睡
眠

習
慣

,入
眠

困
難

や
睡

眠
途

中
で

の
覚

醒
（
D

IM
S
）
,い

び
き

,
う

つ
,喘

息
,消

化
性

潰
瘍

,筋
肉

・
関

節
痛

全
て

の
独

立
変

数
（
多

変
量

解
析

）
日

中
の

過
度

の
傾

眠
(E

xc
e
ss

iv
e

da
yt

im
e

sl
e
e
pi

n
e
ss

)

・
睡

眠
時

間
が

7
時

間
以

上
の

者
に

比
べ

て
6
時

間
未

満
（
O

R
 4

.1
1
）
で

リ
ス

ク
が

高
く
,う

つ
病

ス
コ

ア
が

1
6
点

未
満

者
に

比
べ

て
1
6
点

以
上

（
O

R
2
.2

5
）
で

リ
ス

ク
が

高
か

っ
た

・
女

性
で

は
,日

中
の

過
度

の
傾

眠
と

中
間

決
定

要
因

（
睡

眠
時

間
）
の

み
関

連
が

見
ら

れ
た

が
,S

E
S
や

婚
姻

状
況

と
関

連
は

見
ら

れ
な

か
っ

た
。

な
お

,男
性

で
は

,婚
姻

状
況

,睡
眠

時
間

,睡
眠

習
慣

,う
つ

の
4
項

目
で

有
意

な
関

連
が

示
さ

れ
た

。

・
睡

眠
時

間

6
S
e
ki

n
e
 M

, 
e
t

al
.

(2
0
0
6
)

成
人

期
調

査
に

協
力

し
た

地
方

自
治

体
公

務
員

2
0
歳

～
6
5
歳

の
有

志
者

で
,郵

送
法

に
よ

る
調

査
票

に
回

答
し

た
4
,2

7
2
名

（
回

答
率

7
9
.2

%
）
の

内
,未

記
入

の
あ

っ
た

者
を

除
い

た
3
,7

8
7
名

（
男

性
2
,5

2
5

名
,女

性
1
,2

6
2
名

）
を

解
析

対
象

者
と

し
た

。

日
本

公
務

員
研

究
。

日
本

国
内

の
地

方
自

治
体

に
勤

務
す

る
公

務
員

の
内

,有
志

者
：
主

に
事

務
職

,専
門

的
・
技

術
職

（
技

術
者

,教
員

,医
療

従
事

者
）
,オ

フ
ィ

ス
・
サ

ポ
ー

ト
・
ス

タ
ッ

フ
（
保

護
関

係
,デ

ー
タ

通
信

関
係

,
輸

送
関

係
）
か

ら
構

成
。

※
サ

ン
プ

リ
ン

グ
の

具
体

的
方

法
は

記
載

な
し

日
本

国
内

（
西

日
本

）
,

2
0
0
3
年

1
月

と
2

月

横
断

研
究

郵
送

法
（
各

地
方

自
治

体
の

人
事

課
を

通
し

て
配

布
,回

収
し

た
）

自
記

式
質

問
紙

調
査

年
齢

,職
位

,仕
事

の
裁

量
度

（
自

分
で

決
め

ら
れ

る
こ

と
）
,仕

事
の

要
求

度
（
や

ら
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
こ

と
）
,

仕
事

の
支

援
度

（
周

囲
か

ら
助

け
て

も
ら

え
る

こ
と

）
,

労
働

時
間

,家
庭

で
の

役
割

（
婚

姻
状

況
,子

供
の

有
無

）
,仕

事
に

よ
る

家
庭

生
活

へ
の

圧
迫

,家
庭

生
活

に
よ

る
仕

事
へ

の
圧

迫
,長

年
の

病
気

（
既

往
歴

）
,身

体
的

・
精

神
的

健
康

度
（
S
F
-
3
6
）

年
齢

,職
位

,仕
事

の
裁

量
度

（
自

分
で

決
め

ら
れ

る
こ

と
）
,仕

事
の

要
求

度
（
や

ら
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
こ

と
）
,

仕
事

の
支

援
度

（
周

囲
か

ら
助

け
て

も
ら

え
る

こ
と

）
,

労
働

時
間

,家
庭

で
の

役
割

（
婚

姻
状

況
,子

供
の

有
無

）
,仕

事
に

よ
る

家
庭

生
活

へ
の

圧
迫

,家
庭

生
活

に
よ

る
仕

事
へ

の
圧

迫
,長

年
の

病
気

（
既

往
歴

）

全
て

の
独

立
変

数
（
多

変
量

解
析

）
身

体
的

・
精

神
的

健
康

度
（
S
F
-
3
6
）

・
身

体
的

・
精

神
的

健
康

度
の

低
さ

は
,職

位
と

は
関

連
が

み
ら

れ
な

か
っ

た
。

（
身

体
的

健
康

度
）

・
仕

事
に

よ
る

家
庭

生
活

へ
の

圧
迫

が
高

い
女

性
は

低
い

女
性

に
比

べ
て

リ
ス

ク
が

高
い

（
O

R
 2

.1
0
)

・
家

庭
生

活
に

よ
る

仕
事

へ
の

圧
迫

が
中

等
度

の
女

性
は

低
い

女
性

に
比

べ
て

リ
ス

ク
が

高
い

（
O

R
 1

.5
4
)

（
精

神
的

健
康

度
）

・
仕

事
の

裁
量

度
が

低
い

女
性

は
高

い
女

性
に

比
べ

て
リ

ス
ク

が
高

い
（
O

R
 2

.1
3
)

・
仕

事
の

要
求

度
が

高
い

女
性

は
低

い
女

性
に

比
べ

て
リ

ス
ク

が
高

い
（
O

R
 1

.9
2
)

・
仕

事
に

よ
る

家
庭

生
活

へ
の

圧
迫

が
高

い
女

性
は

低
い

女
性

に
比

べ
て

リ
ス

ク
が

高
い

（
O

R
 1

.9
3
)

・
家

庭
生

活
に

よ
る

仕
事

へ
の

圧
迫

が
中

等
度

の
女

性
は

低
い

女
性

に
比

べ
て

リ
ス

ク
が

高
い

（
O

R
 4

.1
6
)

・
女

性
で

は
,職

位
と

身
体

的
・
精

神
的

健
康

度
の

間
に

関
連

は
見

ら
れ

な
か

っ
た

。
し

か
し

,仕
事

と
家

庭
要

因
で

調
整

す
る

と
,身

体
的

・
精

神
的

健
康

度
の

リ
ス

ク
は

,
低

い
職

位
の

者
が

高
い

職
位

の
者

と
比

較
し

て
高

ま
っ

た
（
身

体
的

健
康

度
:O

R
 3

.1
0
→

O
R
 3

.3
2
,　

精
神

的
健

康
度

:O
R
 1

.0
2
→

O
R
 1

.6
1
）
。

・
ま

た
,仕

事
に

よ
る

家
庭

生
活

へ
の

圧
迫

,家
庭

生
活

に
よ

る
仕

事
へ

の
圧

迫
及

び
長

年
の

病
気

は
,身

体
的

健
康

度
と

関
連

が
み

ら
れ

,仕
事

に
よ

る
家

庭
生

活
へ

の
圧

迫
,家

庭
生

活
に

よ
る

仕
事

へ
の

圧
迫

は
精

神
的

健
康

度
と

関
連

が
み

ら
れ

た
。

・
仕

事
に

よ
る

家
庭

生
活

へ
の

圧
迫

・
家

庭
生

活
に

よ
る

仕
事

へ
の

圧
迫

（
以

下
,精

神
的

健
康

度
の

み
関

連
）

・
仕

事
の

裁
量

度
（
負

の
関

連
）

・
仕

事
の

要
求

度

表
1
　

日
本

人
女

性
の

健
康

・
ウ

ェ
ル

ビ
ー

イ
ン

グ
と

健
康

の
社

会
的

決
定

要
因

と
し

て
の

構
造

的
決

定
要

因
（
S
E
S
）
と

中
間

決
定

要
因

（
社

会
的

な
つ

な
が

り
、

行
動

的
要

因
、

心
理

社
会

的
要

因
、

物
的

環
境

な
ど

）
と

の
関

連
に

つ
い

て
の

研
究

対
象

結
果

変
数

方
法

成
人

期

-22-
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(2
0
0
6
)

成
人

期
調

査
に

協
力

し
た

地
方

自
治

体
公

務
員

2
0
歳

～
6
5
歳

の
有

志
者

で
,郵

送
法

に
よ

る
調

査
票

に
回

答
し

た
4
,2

7
2
名

（
回

答
率

7
9
.2

%
）
の

内
,未

記
入

の
あ

っ
た

者
を

除
い

た
3
,5

5
6
名

（
男

性
2
,3

9
7

名
,女

性
1
,1

5
9
名

）
を

解
析

対
象

者
と

し
た

。

日
本

公
務

員
研

究
。

日
本

国
内

の
地

方
自

治
体

に
勤

務
す

る
公

務
員

の
内

,有
志

者
：
主

に
事

務
職

,専
門

的
・
技

術
職

（
技

術
者

,教
員

,医
療

従
事

者
）
,オ

フ
ィ

ス
・
サ

ポ
ー

ト
・
ス

タ
ッ

フ
（
保

護
関

係
,デ

ー
タ

通
信

関
係

,
輸

送
関

係
）
か

ら
構

成
。

※
サ

ン
プ

リ
ン

グ
の

具
体

的
方

法
は

記
載

な
し

日
本

国
内

（
西

日
本

）
,

2
0
0
3
年

1
月

と
2

月

横
断

研
究

郵
送

法
（
各

地
方

自
治

体
の

人
事

課
を

通
し

て
配

布
,回

収
し

た
）

自
記

式
質

問
紙

調
査

年
齢

,職
位

,仕
事

の
裁

量
度

（
自

分
で

決
め

ら
れ

る
こ

と
）
,仕

事
の

要
求

度
（
や

ら
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
こ

と
）
,

仕
事

の
支

援
度

（
周

囲
か

ら
助

け
て

も
ら

え
る

こ
と

）
,

労
働

時
間

,交
代

勤
務

, 家
庭

で
の

役
割

（
婚

姻
状

況
,

子
供

の
有

無
）
,仕

事
に

よ
る

家
庭

生
活

へ
の

圧
迫

,家
庭

生
活

に
よ

る
仕

事
へ

の
圧

迫
,長

年
の

病
気

（
既

往
歴

）
,睡

眠
の

質
（
P
it
ts

bu
rg

h
 S

le
e
p

Q
u
al

it
y 

In
de

x 
:P

S
Q

I）

モ
デ

ル
1
:年

齢
,職

位 モ
デ

ル
2
:モ

デ
ル

1
+
仕

事
の

裁
量

度
（
自

分
で

決
め

ら
れ

る
こ

と
）
,仕

事
の

要
求

度
（
や

ら
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
こ

と
）
,仕

事
の

支
援

度
（
周

囲
か

ら
助

け
て

も
ら

え
る

こ
と

）
,労

働
時

間
,交

代
勤

務
モ

デ
ル

3
:モ

デ
ル

2
+
家

庭
で

の
役

割
（
婚

姻
状

況
,子

供
の

有
無

）
,仕

事
に

よ
る

家
庭

生
活

へ
の

圧
迫

,家
庭

生
活

に
よ

る
仕

事
へ

の
圧

迫
モ

デ
ル

4
:モ

デ
ル

3
+
長

年
の

病
気

（
既

往
歴

）

全
て

の
独

立
変

数
（
多

変
量

解
析

）
睡

眠
の

質
(P

S
Q

I)
・
睡

眠
の

質
の

低
さ

は
,い

ず
れ

の
モ

デ
ル

に
お

い
て

も
職

位
と

は
関

連
が

み
ら

れ
な

か
っ

た
。

（
全

て
の

変
数

調
整

後
も

関
連

が
み

ら
れ

た
も

の
）

・
仕

事
の

裁
量

度
（
自

分
で

決
め

ら
れ

る
こ

と
）
が

低
い

女
性

は
高

い
女

性
よ

り
も

リ
ス

ク
が

高
い

（
O

R
 2

.0
2
）

・
労

働
時

間
が

短
い

又
は

長
い

女
性

は
中

等
度

(7
時

間
～

9
時

間
)の

女
性

に
比

べ
て

リ
ス

ク
が

高
い

（
7
時

間
未

満
:O

R
 2

.1
2
, 
1
1
時

間
よ

り
多

い
:O

R
2
.0

2
)

・
交

代
勤

務
有

り
の

者
は

無
し

の
者

に
比

べ
て

リ
ス

ク
が

高
い

（
O

R
 1

.5
1
)

・
既

婚
で

子
有

り
は

未
婚

で
子

無
し

に
比

べ
て

リ
ス

ク
が

低
い

(O
R
 0

.6
2
)

・
仕

事
に

よ
る

家
庭

生
活

へ
の

圧
迫

が
高

い
女

性
は

低
い

女
性

に
比

べ
て

リ
ス

ク
が

高
い

（
O

R
 2

.2
8
)

・
家

庭
生

活
に

よ
る

仕
事

へ
の

圧
迫

が
高

い
女

性
は

低
い

女
性

に
比

べ
て

リ
ス

ク
が

高
い

（
O

R
 1

.6
9
)

(モ
デ

ル
3
で

関
連

が
消

え
た

も
の

）
・
仕

事
の

要
求

度
（
や

ら
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
こ

と
）
が

高
い

女
性

は
低

い
女

性
に

比
べ

て
リ

ス
ク

が
高

い
（
O

R
 1

.6
3
）

（
モ

デ
ル

4
で

関
連

が
消

え
た

も
の

）
・
家

庭
で

の
役

割
（
既

婚
で

子
供

無
し

は
未

婚
で

子
供

無
し

に
比

べ
て

リ
ス

ク
が

低
い

（
O

R
 0

.6
7
）

・
女

性
で

は
,い

ず
れ

の
モ

デ
ル

に
お

い
て

も
職

位
と

睡
眠

の
質

の
間

に
関

連
は

見
ら

れ
な

か
っ

た
。

・
仕

事
関

連
要

因
（
仕

事
の

裁
量

度
低

い
,労

働
時

間
7

時
間

未
満

,労
働

時
間

1
1
時

間
超

,交
代

勤
務

有
）
,家

庭
環

境
要

因
（
仕

事
に

よ
る

家
庭

生
活

へ
の

圧
迫

高
,家

庭
生

活
に

よ
る

仕
事

へ
の

圧
迫

が
高

）
は

全
て

の
変

数
調

整
後

も
睡

眠
の

質
の

低
さ

と
関

連
が

み
ら

れ
た

。
・
既

婚
で

子
有

り
は

全
て

の
変

数
調

整
後

も
睡

眠
の

質
の

低
さ

と
負

の
関

連
が

み
ら

れ
た

。
・
仕

事
の

要
求

度
高

は
,家

庭
環

境
要

因
で

調
整

す
る

と
関

連
が

み
ら

れ
な

く
な

っ
た

。
・
既

婚
で

子
無

し
は

,長
年

の
病

気
で

調
整

す
る

と
関

連
（
負

の
関

連
）
が

み
ら

れ
な

く
な

っ
た

。
・
ま

た
,男

性
と

比
較

し
て

女
性

の
睡

眠
の

質
の

低
さ

は
1
.7

5
倍

だ
っ

た
が

,こ
れ

を
仕

事
と

家
庭

環
境

要
因

で
調

整
す

る
と

1
.0

4
倍

に
縮

小
し

た
。

・
仕

事
と

家
庭

環
境

要
因

は
,睡

眠
の

質
と

関
連

が
み

ら
れ

た
。

・
仕

事
の

裁
量

度
（
低

・
中

>
高

）
・
労

働
時

間
（
長

・
短

＞
中

）
・
交

代
勤

務
有

・
家

庭
で

の
役

割
（
既

婚
子

有
り

<
未

婚
子

無
し

）
・
仕

事
に

よ
る

家
庭

生
活

へ
の

圧
迫

・
家

庭
生

活
に

よ
る

仕
事

へ
の

圧
迫
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0
7
)

成
人

期
各

国
に

お
い

て
,6

つ
の

郵
便

番
号

区
域

か
ら

ラ
ン

ダ
ム

に
抽

出
し

た
1
,5

0
0
名

（
計

3
,0

0
0
名

）
の

内
,回

答
の

得
ら

れ
た

4
0
歳

～
6
0
歳

の
1
,7

3
4

名
を

解
析

対
象

者
と

し
た

。
女

性
,4

6
歳

以
上

,居
住

し
て

い
る

国
の

言
語

を
理

解
で

き
る

,者
以

外
は

除
外

し
た

。

各
国

に
お

い
て

,6
つ

の
郵

便
番

号
区

域
か

ら
ラ

ン
ダ

ム
に

1
,5

0
0
名

（
計

3
,0

0
0
名

）
を

抽
出

し
た

。

オ
ー

ス
ト

ラ
リ

ア
（
ク

イ
ー

ン
ズ

ラ
ン

ド
）
,日

本
（
長

野
）
,

2
0
0
1
年

—
2
0
0
2

年

横
断

研
究

記
載

な
し

自
記

式
質

問
紙

調
査

食
物

摂
取

状
況

（
植

物
エ

ス
ト

ロ
ゲ

ン
摂

取
量

）
,B

M
I,

喫
煙

状
況

,飲
酒

状
況

,身
体

活
動

,年
齢

,学
歴

,収
入

,
婚

姻
状

況
,雇

用
状

況
,閉

経
状

況
,更

年
期

障
害

の
種

類
（
T
h
e
 G

re
e
n
e

C
lim

at
ic

 S
c
al

e
）
,健

康
関

連
Q

O
L
（
S
F
-
3
6
）

食
物

摂
取

状
況

,B
M

I,喫
煙

状
況

,飲
酒

状
況

,身
体

活
動

,年
齢

,学
歴

,収
入

,婚
姻

状
況

,雇
用

状
況

,閉
経

状
況

,更
年

期
障

害
の

種
類

全
て

の
独

立
変

数
（
多

変
量

解
析

）
身

体
機

能
,全

体
的

健
康

感
（
S
F
-
3
6
の

下
位

尺
度

）

（
身

体
機

能
）

・
飲

酒
(β

 0
.0

7
),
身

体
活

動
(β

 0
.1

5
)は

正
の

関
連

,年
齢

(β
-
0
.0

9
),
雇

用
状

況
（
働

い
て

い
る

)は
負

の
関

連
が

見
ら

れ
た

（
身

体
機

能
）

・
飲

酒
,身

体
活

動
は

正
の

関
連

,年
齢

,雇
用

状
況

（
フ

ル
タ

イ
ム

,パ
ー

ト
タ

イ
ム

）
は

負
の

関
連

が
見

ら
れ

た
な

お
,オ

ー
ス

ト
ラ

リ
ア

人
に

お
け

る
結

果
も

ほ
ぼ

同
様

で
あ

っ
た

。

（
身

体
機

能
）

・
飲

酒
・
身

体
活

動
・
年

齢
（
負

の
関

連
）

・
雇

用
状

況
（
働

い
て

い
る

＜
働

い
て

い
な

い
）
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(2
0
0
7
)

成
人

期
製

鉄
会

社
に

勤
務

す
る

1
8
歳

～
6
0
歳

の
定

期
健

康
診

断
を

受
診

し
た

男
性

5
,5

8
2
名

,女
性

4
8
4
名

を
対

象
に

質
問

紙
調

査
を

実
施

し
（
回

答
率

1
0
0
％

) ,
回

答
に

不
備

の
な

か
っ

た
男

性
4
,9

3
4
名

,
女

性
4
1
2
名

を
解

析
対

象
者

と
し

た
。

製
鉄

会
社

に
勤

務
す

る
1
8
歳

～
6
0
歳

の
定

期
健

康
診

断
を

受
診

し
た

男
性

5
,5

8
2
名

,女
性

4
8
4
名

を
対

象
と

し
た

。

日
本

,
2
0
0
年

7
月

～
1
2
月

横
断

研
究

集
合

法
自

記
式

質
問

紙
調

査

蓄
積

的
疲

労
徴

候
イ

ン
デ

ッ
ク

ス
（
C

F
S
I)
,年

齢
,婚

姻
状

況
,職

種
,勤

務
形

態
（
日

勤
・
夜

勤
）
,休

日
日

数
/
月

,勤
務

時
間

/
日

,飲
酒

習
慣

,喫
煙

習
慣

,運
動

習
慣

,揚
げ

物
摂

取
習

慣
,甘

い
も

の
の

摂
取

習
慣

,塩
辛

い
も

の
の

摂
取

習
慣

,家
族

構
成

年
齢

,婚
姻

状
況

,
職

種
,勤

務
形

態
（
日

勤
・
夜

勤
）
,飲

酒
習

慣
,喫

煙
習

慣
,運

動
習

慣
,揚

げ
物

摂
取

習
慣

,
甘

い
も

の
の

摂
取

習
慣

,塩
辛

い
も

の
の

摂
取

習
慣

,家
族

構
成

全
て

の
独

立
変

数
（
多

変
量

解
析

）
蓄

積
的

疲
労

徴
候

イ
ン

デ
ッ

ク
ス

（
C

F
S
I）

の
8
特

性
:

「
意

欲
の

低
下

」
,

「
一

般
的

疲
労

」
,

「
身

体
不

調
」
,「

イ
ラ

イ
ラ

感
」
,「

労
働

意
欲

の
低

下
」
,

「
不

安
感

」
,「

抑
う

つ
感

」
,「

慢
性

疲
労

」

・
未

婚
者

は
既

婚
者

に
比

較
し

て
「
意

欲
の

低
下

」
(O

R
 2

.0
3
),
「
労

働
意

欲
の

低
下

」
（
O

R
 3

.1
3
)の

リ
ス

ク
が

高
い

。
・
年

齢
が

高
い

者
は

低
い

者
に

比
較

し
て

「
身

体
不

調
」
（
O

R
 0

.9
6
),
「
イ

ラ
イ

ラ
感

」
（
O

R
 0

.9
6
),
「
抑

う
つ

感
」
（
O

R
 0

.9
4
)の

リ
ス

ク
が

低
い

。
・
労

働
時

間
が

長
い

者
は

低
い

者
に

比
較

し
て

「
イ

ラ
イ

ラ
感

」
（
O

R
 1

.4
7
),

「
抑

う
つ

感
」
（
O

R
 1

.4
8
),
「
慢

性
疲

労
」
）
（
O

R
1
.5

7
）
の

リ
ス

ク
が

高
い

。
・
運

動
習

慣
の

な
い

者
は

, あ
る

者
に

対
し

て
,「

意
欲

の
低

下
」
（
O

R
2
.2

5
）
,

「
労

働
意

欲
の

低
下

」
（
O

R
2
.3

4
）
,「

不
安

感
」
（
O

R
2
.9

7
）
の

リ
ス

ク
が

高
い

。
・
甘

い
も

の
の

摂
取

習
慣

の
あ

る
者

は
,「

意
欲

の
低

下
」
（
O

R
2
.1

8
）
,「

不
安

感
」
（
O

R
2
.4

5
）
,「

慢
性

疲
労

」
（
O

R
2
.5

4
）
の

リ
ス

ク
が

高
い

。
・
塩

辛
い

も
の

の
摂

取
習

慣
が

あ
る

者
は

,「
イ

ラ
イ

ラ
感

」
(O

R
 2

.8
0
)の

リ
ス

ク
が

高
い

。
・
一

人
暮

ら
し

の
者

は
家

族
と

同
居

の
者

に
比

較
し

て
「
意

欲
の

低
下

」
（
O

R
0
.2

1
）
「
イ

ラ
イ

ラ
感

」
（
O

R
 0

.1
0
),
「
抑

う
つ

感
」
（
O

R
 0

.1
7
),
 「

慢
性

疲
労

」
(O

R
 0

.0
8
)の

リ
ス

ク
が

低
い

。

・
男

女
共

に
,未

婚
者

は
既

婚
者

に
比

較
し

て
蓄

積
的

疲
労

兆
候

の
リ

ス
ク

は
高

か
っ

た
が

,女
性

は
男

性
に

比
べ

て
有

意
に

リ
ス

ク
の

高
い

疲
労

兆
候

項
目

数
が

少
な

か
っ

た
（
女

性
2
項

目
,男

性
:5

項
目

）
。

・
ま

た
,男

女
共

に
,一

人
暮

ら
し

の
者

は
家

族
と

同
居

の
者

に
比

較
し

て
蓄

積
的

疲
労

兆
候

の
リ

ス
ク

は
低

か
っ

た
が

, 女
性

は
男

性
に

比
べ

て
リ

ス
ク

の
低

い
疲

労
兆

候
項

目
数

が
多

か
っ

た
（
男

性
:1

項
目

,女
性

3
項

目
）
。

・
婚

姻
状

況
（
未

婚
者

＜
既

婚
者

）
・
年

齢
（
負

の
関

連
）

・
労

働
時

間
・
運

動
習

慣
無

し
・
甘

い
も

の
摂

取
習

慣
・
塩

辛
い

も
の

摂
取

習
慣

・
家

族
構

成
（
一

人
暮

ら
し

＜
家

族
と

同
居

）
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(2
0
0
8
)

成
人

期
J
ap

an
 P

u
bl

ic
 H

e
al

th
C

e
n
te

r-
ba

se
d(

J
P
H

C
)S

tu
dy

C
o
h
o
rt

Ⅰ
の

対
象

者
で

あ
る

4
0
歳

～
5
9
歳

の
女

性
2
7
,3

8
9
名

か
ら

脳
卒

中
,心

疾
患

の
既

往
歴

が
あ

る
者

,学
歴

の
回

答
に

不
備

の
あ

る
者

を
除

外
し

,残
り

の
2
0
,5

4
3
名

を
解

析
対

象
者

と
し

た
（
回

答
率

8
2
.1

％
）

J
ap

an
 P

u
bl

ic
 H

e
al

th
C

e
n
te

r-
ba

se
d(

J
P
H

C
)S

tu
dy

C
o
h
o
rt

 Ⅰ
と

し
て

実
施

し
た

も
の

。

全
国

4
5
都

道
府

県
,

ベ
ー

ス
ラ

イ
ン

調
査

：
1
9
9
0
年

フ
ォ

ロ
ー

ア
ッ

プ
調

査
：
1
2
年

後
（
2
0
0
2
年

）

前
向

き
コ

ホ
ー

ト
研

究

J
ap

an
 P

u
bl

ic
H

e
al

th
C

e
n
te

r-
ba

se
d(

J
P
H

C
)

S
tu

dy
C

o
h
o
rt

 Ⅰ
と

し
て

実
施

し
た

も
の

。

自
記

式
質

問
紙

調
査

年
齢

,学
歴

,婚
姻

状
況

,就
業

状
況

,家
庭

で
の

役
割

の
数

（
同

居
家

族
の

カ
テ

ゴ
リ

ー
数

:夫
,両

親
,子

供
,そ

の
他

と
し

,0
＝

独
居

,1
＝

1
つ

,複
数

＝
2
つ

以
上

）
,ス

ト
レ

ス
の

度
合

い
,喫

煙
状

況
,飲

酒
量

,身
体

活
動

,体
型

（
B

M
I）

,高
血

圧
,既

往
歴

,閉
経

の
有

無

学
歴

,
家

庭
で

の
役

割
の

数

年
齢

,地
域

,ス
ト

レ
ス

の
度

合
い

,婚
姻

状
況

,喫
煙

状
況

,飲
酒

量
,身

体
活

動
,B

M
I,高

血
圧

,糖
尿

病
歴

,閉
経

の
有

無

脳
卒

中
の

発
症

率
・
総

脳
卒

中
の

発
症

率
は

,高
卒

に
比

べ
て

中
卒

の
女

性
は

リ
ス

ク
が

高
い

（
O

R
 1

.4
9
)

・
く
も

膜
下

出
血

の
発

症
率

は
,高

卒
に

比
べ

て
中

卒
と

大
卒

の
女

性
は

リ
ス

ク
が

高
い

（
O

R
 2

.2
0
,O

R
 2

.2
1
)

虚
血

性
脳

卒
中

の
発

症
率

は
,高

卒
に

比
べ

て
中

卒
と

女
性

は
リ

ス
ク

が
高

い
（
O

R
 1

.6
6
)

（
O

R
は

全
て

の
調

整
変

数
で

調
整

し
た

場
合

の
数

値
を

記
載

し
た

）
・
総

脳
卒

中
の

発
症

率
と

学
歴

の
関

連
（
年

齢
と

地
域

を
調

整
）
は

,働
い

て
い

て
家

庭
で

の
役

割
が

1
つ

の
女

性
に

お
い

て
,U

字
型

の
関

連
が

み
ら

れ
た

（
O

R
:高

卒
を

1
と

し
,中

卒
1
.3

7
,大

卒
 2

.6
0
）
。

働
い

て
い

て
家

庭
で

の
役

割
が

無
い

女
性

,家
庭

で
の

役
割

が
複

数
の

女
性

に
お

い
て

は
関

連
は

み
ら

れ
な

か
っ

た
,

・
総

脳
卒

中
の

発
症

率
と

学
歴

の
関

連
は

,主
に

働
い

て
い

て
家

庭
で

の
役

割
が

1
つ

の
女

性
に

お
い

て
,U

字
型

の
関

連
が

み
ら

れ
た

（
O

R
:高

卒
を

1
と

し
,中

卒
1
.3

7
,大

卒
 2

.6
0
）
。

・
ま

た
,高

学
歴

（
大

卒
）
の

女
性

で
家

庭
で

の
役

割
が

1
つ

の
女

性
の

リ
ス

ク
(O

R
 2

.6
0
)は

,家
庭

で
の

役
割

が
複

数
に

な
る

と
関

連
が

み
ら

れ
な

く
な

っ
た

。

・
学

歴
・
家

庭
で

の
役

割

成
人

期

-23-
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(2
0
0
8
)

成
人

期
調

査
に

協
力

し
た

地
方

自
治

体
公

務
員

有
志

者
で

,郵
送

法
に

よ
る

調
査

票
に

回
答

し
た

2
,2

1
3
名

（
回

答
率

8
8
%
）
の

内
,未

記
入

の
あ

っ
た

者
を

除
い

た
1
,1

1
1
名

（
男

性
8
0
4
名

,女
性

3
0
7
名

）
（
4
5
歳

～
5
9
歳

）
を

解
析

対
象

者
と

し
た

。

日
本

公
務

員
研

究
。

日
本

国
内

の
地

方
自

治
体

に
勤

務
す

る
公

務
員

の
内

,有
志

者
※

サ
ン

プ
リ

ン
グ

の
具

体
的

方
法

は
記

載
な

し

日
本

国
内

（
西

日
本

）
,

1
9
9
8
年

-
1
9
9
9

年

横
断

研
究

郵
送

法
（
各

地
方

自
治

体
の

を
通

し
て

配
布

,回
収

し
た

）

自
記

式
質

問
紙

調
査

年
齢

,社
会

・
経

済
的

地
位

（
職

種
）
,婚

姻
状

況
,仕

事
の

ス
ト

レ
ス

,労
働

時
間

,肥
満

仕
事

の
ス

ト
レ

ス
,

労
働

時
間

年
齢

,社
会

・
経

済
的

地
位

（
職

種
）
,

婚
姻

状
況

,仕
事

の
ス

ト
レ

ス
,労

働
時

間

肥
満

（
B

M
I>

2
5
）

・
肥

満
は

,仕
事

の
ス

ト
レ

ス
及

び
労

働
時

間
と

の
有

意
な

関
連

は
み

ら
れ

な
か

っ
た

が
,仕

事
の

ス
ト

レ
ス

が
高

い
女

性
は

低
い

女
性

よ
り

も
肥

満
の

リ
ス

ク
が

高
く
（
O

R
 1

.6
7
）
,長

時
間

労
働

（
週

4
0
時

間
以

上
）
の

女
性

は
4
0

時
間

未
満

の
女

性
よ

り
も

リ
ス

ク
が

低
い

（
O

R
 0

.8
5
）

・
女

性
で

は
,肥

満
と

仕
事

の
ス

ト
レ

ス
及

び
労

働
時

間
と

の
関

連
は

み
ら

れ
な

か
っ

た
。

・
な

お
,男

性
で

も
有

意
な

関
連

は
み

ら
れ

な
か

っ
た

が
,

仕
事

の
ス

ト
レ

ス
が

高
い

男
性

は
低

い
男

性
よ

り
も

肥
満

の
リ

ス
ク

が
低

く
（
O

R
 0

.8
4
）
,女

性
と

逆
の

結
果

で
あ

っ
た

。

無
し

12
Ik

e
da

 T
, 
e
t 

al
.

(2
0
0
9
)

成
人

期
調

査
に

同
意

の
と

れ
た

2
4
8
社

の
正

社
員

2
,5

9
1

名
を

調
査

対
象

者
と

し
,2

4
4
社

・
2
,3

0
2
名

（
8
8
.9

％
）
か

ら
回

答
を

得
た

。
2
,2

5
4
名

（
男

性
1
,5

1
6
名

,女
性

7
3
8
名

）
を

解
析

対
象

者
と

し
た

。
平

均
年

齢
は

,男
性

4
4
.9

歳
±

1
3
.5

歳
, 
女

性
4
5
.5

±
1
3
.7

歳
で

あ
っ

た
。

埼
玉

県
八

潮
市

内
に

あ
る

従
業

員
1
人

～
1
5
8
名

規
模

の
中

小
企

業
を

業
種

ご
と

に
重

み
付

け
し

て
無

作
為

に
2
0
％

（
3
5
0

社
・
3
,5

1
4
名

）
）
を

抽
出

し
,電

話
連

絡
に

て
同

意
の

と
れ

た
2
4
8
社

の
正

社
員

2
,5

9
1
名

を
調

査
対

象
者

と
し

,2
4
4
社

・
2
,3

0
2

名
（
8
8
.9

％
）
か

ら
回

答
を

得
た

。

埼
玉

県
八

潮
市

,
2
0
0
2
年

8
月

～
1
2
月

横
断

研
究

留
め

置
き

法
自

記
式

質
問

紙
調

査

個
人

要
因

：
年

齢
,教

育
歴

,
家

計
の

ゆ
と

り
状

況
,婚

姻
状

況
,

生
活

習
慣

：
飲

酒
習

慣
,喫

煙
状

況
,睡

眠
時

間
仕

事
関

連
の

ス
ト

レ
ッ

サ
―

：
量

的
負

担
,仕

事
の

裁
量

,ス
キ

ル
不

足
,転

職
意

識
,昇

進
不

安
,職

場
内

の
圧

迫
,上

司
や

同
僚

か
ら

の
サ

ポ
ー

ト
,家

族
か

ら
の

サ
ポ

ー
ト

中
小

企
業

関
連

の
ス

ト
レ

ッ
サ

―
：
同

年
代

の
有

無
,将

来
へ

の
不

安
,健

康
関

連
の

不
安

,社
長

と
の

血
縁

関
係

の
有

無
う

つ
症

状
（
C

E
S
-
D

）

（
モ

デ
ル

1
）
個

人
要

因
（
モ

デ
ル

2
）
モ

デ
ル

1
＋

生
活

習
慣

（
モ

デ
ル

3
）
モ

デ
ル

2
＋

仕
事

関
連

の
ス

ト
レ

ッ
サ

―
（
モ

デ
ル

4
）
モ

デ
ル

3
＋

中
小

企
業

関
連

の
ス

ト
レ

ッ
サ

―

全
て

の
独

立
変

数
（
多

変
量

解
析

）
（
モ

デ
ル

1
）
個

人
要

因
（
モ

デ
ル

2
）
モ

デ
ル

1
＋

生
活

習
慣

（
モ

デ
ル

3
）
モ

デ
ル

2
＋

仕
事

関
連

の
ス

ト
レ

ッ
サ

―
（
モ

デ
ル

4
）
モ

デ
ル

3
＋

中
小

企
業

関
連

の
ス

ト
レ

ッ
サ

―

う
つ

（
C

E
S
-
D

）
（
モ

デ
ル

1
）

・
年

齢
,教

育
歴

,家
計

の
ゆ

と
り

状
況

が
低

い
ほ

ど
,う

つ
症

状
ス

コ
ア

は
高

い
。

（
モ

デ
ル

2
）

・
年

齢
,教

育
歴

が
低

い
ほ

ど
,う

つ
症

状
ス

コ
ア

は
高

い
。

(モ
デ

ル
3
）

・
年

齢
,教

育
歴

が
低

い
,仕

事
の

量
的

負
担

,昇
進

不
安

,職
場

内
の

圧
迫

が
強

い
,上

司
や

同
僚

の
サ

ポ
ー

ト
が

低
い

ほ
ど

,う
つ

症
状

ス
コ

ア
が

高
い

。
（
モ

デ
ル

4
）

・
年

齢
が

低
い

,仕
事

の
量

的
負

担
,昇

進
不

安
,職

場
内

の
圧

迫
が

強
い

,
上

司
や

同
僚

の
サ

ポ
ー

ト
が

低
い

,健
康

関
連

の
配

慮
不

足
,社

長
と

の
血

縁
関

係
有

り
の

者
ほ

ど
,う

つ
症

状
ス

コ
ア

が
高

い
。

・
仕

事
の

量
的

負
担

,　
昇

進
不

安
,職

場
内

の
圧

迫
が

強
い

,上
司

や
同

僚
の

サ
ポ

ー
ト

が
低

い
,健

康
関

連
の

配
慮

不
足

,社
長

と
の

血
縁

関
係

有
り

の
者

ほ
ど

,う
つ

症
状

ス
コ

ア
が

高
か

っ
た

。
・
ま

た
,,男

性
で

も
同

様
の

傾
向

が
み

ら
れ

た
が

,上
司

や
同

僚
の

サ
ポ

ー
ト

と
は

関
連

が
み

ら
れ

な
か

っ
た

。

・
職

場
関

連
の

ス
ト

レ
ッ

サ
―

（
仕

事
の

量
的

負
担

,　
昇

進
不

安
,職

場
内

の
圧

迫
,上

司
や

同
僚

の
サ

ポ
ー

ト
低

い
）

・
中

小
企

業
関

連
の

ス
ト

レ
ッ

サ
―

（
健

康
関

連
の

配
慮

不
足

,社
長

と
の

血
縁

関
係

有
り

）
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F
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t
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. 
(2

0
1
0
)

成
人

期
秋

田
県

の
公

共
・
民

間
会

社
に

勤
め

る
2
1
4
5
名

の
従

業
員

を
対

象
と

し
,

調
査

に
協

力
し

た
人

の
う

ち
回

答
に

漏
れ

の
な

か
っ

た
1
7
0
9
名

（
男

性
6
9
6
名

,女
性

1
0
1
3
名

）
を

解
析

対
象

者
と

し
た

。

秋
田

産
業

保
健

総
合

支
援

セ
ン

タ
ー

の
精

神
保

健
調

査
の

一
部

デ
ー

タ
を

2
次

利
用

　
秋

田
県

の
公

共
・
民

間
会

社
か

ら
ラ

ン
ダ

ム
に

抽
出

し
,そ

の
う

ち
研

究
に

同
意

し
て

く
れ

た
1
5
社

の
従

業
員

2
1
4
5
名

を
対

象
と

し
た

。

秋
田

県
,

2
0
0
7
年

9
月

～
1
0
月

横
断

研
究

集
合

法
（
具

体
的

な
記

載
な

し
）

自
記

式
質

問
紙

調
査

心
理

的
ス

ト
レ

ス
（
K
6
）
,性

別
,年

齢
,最

高
学

歴
,職

種
,

雇
用

状
況

,管
理

職
か

ど
う

か
,一

日
当

た
り

の
労

働
時

間

性
別

,年
齢

,最
高

学
歴

,職
種

,雇
用

状
況

,管
理

職
か

ど
う

か
,一

日
当

た
り

の
労

働
時

間

全
て

の
独

立
変

数
心

理
的

ス
ト

レ
ス

（
K
6
）

・
5
0
歳

未
満

の
方

が
心

理
的

ス
ト

レ
ス

リ
ス

ク
が

高
い

（
O

R
=
2
.6

：
 ≤

2
9

歳
,O

R
=
2
.2

：
3
0
-
3
9
歳

,O
R
=
2
.1

：
4
0
-
4
9
歳

）
・
事

務
員

は
,そ

の
他

の
職

種
に

比
べ

て
心

理
的

ス
ト

レ
ス

リ
ス

ク
が

低
い

（
O

R
=
0
.4

, 
p<

0
.0

5
) 
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
 ・

一
日

の
労

働
時

間
が

8
時

間
以

下
の

場
合

,心
理

的
ス

ト
レ

ス
リ

ス
ク

が
低

い
（
O

R
=
0
.7

,
p<

0
.0

5
)

・
年

齢
（
5
0
歳

未
満

）
,職

種
（
事

務
職

）
で

あ
る

者
は

心
理

的
ス

ト
レ

ス
リ

ス
ク

が
高

く
,1

日
の

労
働

時
間

（
8
時

間
以

下
）
の

者
は

心
理

的
ス

ト
レ

ス
リ

ス
ク

が
低

か
っ

た
。

・
男

性
で

は
,年

齢
（
3
0
歳

代
）
の

み
心

理
的

リ
ス

ク
が

高
く
,女

性
と

異
な

る
結

果
で

あ
っ

た
。

・
な

お
,男

女
を

一
緒

に
解

析
し

た
場

合
も

,5
0
歳

未
満

の
方

が
心

理
的

ス
ト

レ
ス

の
リ

ス
ク

が
高

い
。

・
職

種
（
事

務
職

）
・
労

働
時

間
（
8
時

間
未

満
）
:

（
負

の
関

連
）
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In

o
u
e
 A

. 
e
t

al
. 
(2

0
1
0
)

成
人

期
関

東
と

中
部

地
域

の
企

業
９

社
に

勤
め

る
従

業
員

2
5
1
0
4
名

（
男

性
2
1
2
4
8
名

,女
性

3
7
4
5
名

,
性

別
不

明
1
1
1
名

,回
収

率
8
5
%
）
が

調
査

に
参

加
（
そ

の
う

ち
５

社
は

従
業

員
全

て
,２

社
は

健
康

診
断

を
受

け
た

者
の

み
,１

社
は

男
性

で
健

康
診

断
を

受
け

た
者

の
み

,１
社

は
管

理
職

の
み

が
対

象
）
そ

の
う

ち
,回

答
に

漏
れ

の
あ

る
も

の
,性

別
が

不
明

の
も

の
を

除
外

し
,

最
終

的
に

2
0
3
1
3
名

（
男

性
1
7
3
9
0
名

,女
性

2
9
2
3

名
）
を

解
析

対
象

者
と

し
た

。

関
東

と
中

部
地

域
の

9
社

（
軽

金
属

・
電

気
・
鉄

鋼
・
重

工
業

・
車

・
車

部
品

）
を

対
象

と
し

た
。

関
東

と
中

部
地

域
,

1
9
9
6
年

4
月

～
1
9
9
8
年

8
月

横
断

研
究

記
載

な
し

自
記

式
質

問
紙

調
査

職
場

で
の

対
人

葛
藤

（
N

at
io

n
al

 I
n
st

it
u
te

 f
o
r

O
c
c
u
pa

ti
o
n
al

 S
af

e
ty

an
d 

H
e
al

th
 G

e
n
e
ri
c
 J

o
b

S
tr

e
ss

 Q
u
e
st

io
n
n
ai

r,
N

IO
S
H

-
G

J
S
Q

尺
度

）
,グ

ル
ー

プ
内

対
人

葛
藤

,グ
ル

ー
プ

間
対

人
葛

藤
,う

つ
の

程
度

（
C

e
n
te

r 
fo

r
E
pi

de
m

io
lo

gi
c
 s

tu
di

e
s

D
e
pr

e
ss

io
n
, 
C

E
S
-
D

尺
度

）
,社

会
経

済
レ

ベ
ル

:S
E
S
（
教

育
年

数
,職

業
）
,職

場
で

の
サ

ポ
ー

ト
（
N

IO
S
H

-
G

J
S
Q

ソ
ー

シ
ャ

ル
サ

ポ
ー

ト
尺

度
）
,年

齢
,

性
別

,婚
姻

,前
月

の
残

業
時

間
,慢

性
的

健
康

問
題

,
喫

煙
状

況
,飲

酒
状

況
,身

体
活

動
状

況

職
場

で
の

対
人

葛
藤

（
グ

ル
ー

プ
内

の
対

人
葛

藤
,グ

ル
ー

プ
間

の
対

人
葛

藤
）

1
．

年
齢

2
．

1
.+

婚
姻

,前
月

の
残

業
時

間
,慢

性
的

健
康

問
題

,
喫

煙
状

況
,飲

酒
状

況
,身

体
活

動
状

況
,

3
．

2
.+

上
司

の
サ

ポ
ー

ト
,同

僚
の

サ
ポ

ー
ト

う
つ

（
C

E
S
-
D

）
（
グ

ル
ー

プ
内

の
対

人
葛

藤
）

・
調

整
変

数
1
.～

3
.い

ず
れ

に
お

い
て

も
,S

E
S
に

関
わ

ら
ず

,対
人

問
題

葛
藤

が
大

き
い

ほ
ど

,う
つ

の
程

度
も

高
い

。
し

か
し

,う
つ

の
程

度
に

対
し

て
,

対
人

葛
藤

ス
コ

ア
と

S
E
S
レ

ベ
ル

の
相

互
作

用
は

な
い

。

（
グ

ル
ー

プ
間

の
対

人
葛

藤
）

・
調

整
変

数
1
.～

3
.い

ず
れ

に
お

い
て

も
,S

E
S
に

関
わ

ら
ず

,対
人

問
題

葛
藤

が
大

き
い

ほ
ど

, う
つ

の
程

度
も

高
い

。
し

か
し

,う
つ

の
程

度
に

対
し

て
,

対
人

葛
藤

ス
コ

ア
と

S
E
S
レ

ベ
ル

の
相

互
作

用
は

な
い

。

・
グ

ル
ー

プ
内

,グ
ル

ー
プ

間
い

ず
れ

に
お

い
て

も
,全

て
の

変
数

調
整

後
も

,S
E
S
に

関
わ

ら
ず

,対
人

葛
藤

が
大

き
い

ほ
ど

,う
つ

の
程

度
も

高
い

。
し

か
し

,う
つ

の
程

度
に

対
し

て
,対

人
葛

藤
ス

コ
ア

と
S
E
S
レ

ベ
ル

の
相

互
作

用
は

み
ら

れ
な

か
っ

た
。

・
男

性
で

は
,職

場
で

の
対

人
葛

藤
が

高
い

者
ほ

ど
う

つ
症

状
が

高
く
,女

性
と

同
様

の
結

果
で

あ
っ

た
が

,S
E
S
と

の
相

互
作

用
に

つ
い

て
は

,グ
ル

ー
プ

間
の

対
人

葛
藤

ス
コ

ア
と

相
互

作
用

が
み

ら
れ

,女
性

と
異

な
る

結
果

で
あ

っ
た

。

無
し
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h
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 e
t

al
. 
(2

0
1
1
)

成
人

期
全

国
か

ら
抽

出
さ

れ
た

1
4
7
0
社

に
勤

め
る

女
性

従
業

員
8
1
5
0
名

の
対

象
者

の
う

ち
,2

1
6
6
名

（
回

収
率

2
6
.6

%
）
が

調
査

に
協

力
し

,解
析

対
象

者
と

し
た

（
2
0
～

6
0
代

）
。

帝
国

デ
ー

タ
バ

ン
ク

に
収

載
さ

れ
て

い
る

9
2
0
0
0
0
社

の
う

ち
,1

4
7
0

社
を

抽
出

し
た

（
1
6
0
社

は
産

業
保

健
推

進
調

査
委

員
会

に
属

し
,そ

の
他

1
3
1
0
社

は
従

業
員

3
0
0

名
以

上
で

女
性

従
業

員
が

3
0
%
以

上
の

企
業

）
。

そ
れ

ぞ
れ

の
企

業
の

ヘ
ル

ス
ケ

ア
ス

タ
ッ

フ
に

質
問

票
を

送
付

し
,5

-
1
0
名

の
女

性
従

業
員

に
回

答
を

依
頼

し
た

。

全
国

,
調

査
時

期
は

記
載

な
し

横
断

研
究

留
め

置
き

法
自

記
式

質
問

紙
調

査
法

年
齢

,身
長

,体
重

,妊
娠

・
出

産
回

数
,喫

煙
・
飲

酒
状

況
,睡

眠
パ

タ
ー

ン
,企

業
規

模
,職

場
の

女
性

従
業

員
の

割
合

,就
業

時
間

,雇
用

状
態

,シ
フ

ト
の

有
無

,職
種

,
座

位
の

仕
事

か
ど

う
か

,職
場

環
境

,ス
ト

レ
ス

,月
経

周
期

の
異

常
の

有
無

,月
経

痛
の

有
無

ス
ト

レ
ス

,た
ば

こ
の

匂
い

（
間

接
喫

煙
）
,年

齢
,B

M
I,喫

煙
習

慣
,睡

眠
時

間
,職

場
の

高
温

多
湿

環
境

,出
産

回
数

,飲
酒

習
慣

（
エ

ン
ド

ポ
イ

ン
ト

と
単

相
関

で
関

連
が

み
ら

れ
た

変
数

を
独

立
変

数
と

し
た

）

全
て

の
独

立
変

数
（
多

変
量

解
析

）
月

経
周

期
の

異
常

の
有

無
月

経
痛

の
有

無

（
月

経
周

期
の

異
常

）
・
タ

バ
コ

の
匂

い
を

感
じ

て
い

る
者

(O
R
 .
1
7
4
),
ス

ト
レ

ス
を

感
じ

て
い

る
者

（
O

R
 1

.5
1
),
喫

煙
習

慣
の

あ
る

者
(O

R
 2

.2
2
)ほ

ど
リ

ス
ク

が
高

く
,年

齢
（
O

R
 0

.9
5
)が

高
い

者
ほ

ど
リ

ス
ク

が
低

い
。

（
月

経
痛

）
・
職

場
が

高
温

多
湿

環
境

（
O

R
 0

.6
9
),
年

齢
（
O

R
 0

.9
4
)が

高
い

,出
産

回
数

（
O

R
 0

.7
0
)が

多
い

ほ
ど

リ
ス

ク
が

低
く
,ス

ト
レ

ス
（
O

R
 1

.4
6
)が

高
い

ほ
ど

リ
ス

ク
が

高
い

。

（
月

経
周

期
の

異
常

）
・
リ

ス
ク

を
高

め
る

要
因

と
し

て
は

,タ
バ

コ
の

匂
い

,ス
ト

レ
ス

,喫
煙

習
慣

で
あ

り
,リ

ス
ク

を
低

め
る

要
因

と
し

て
は

,年
齢

で
あ

っ
た

。

（
月

経
痛

）
・
リ

ス
ク

を
高

め
る

要
因

と
し

て
は

,ス
ト

レ
ス

で
あ

り
,リ

ス
ク

を
低

め
る

要
因

と
し

て
は

,職
場

が
高

温
多

湿
環

境
,年

齢
,出

産
回

数
で

あ
っ

た
。

（
月

経
周

期
の

異
常

）
・
タ

バ
コ

の
匂

い
・
ス

ト
レ

ス
・
喫

煙
習

慣
・
年

齢
（
負

の
関

連
）

（
月

経
痛

）
・
ス

ト
レ

ス
・
職

場
が

高
温

多
湿

環
境

（
負

の
関

連
）

・
年

齢
（
負

の
関

連
）

・
出

産
回

数
（
負

の
関

連
）

成
人

期

-24-
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(2

0
1
1
)

成
人

期
調

査
に

参
加

を
同

意
し

た
1
2
地

域
で

心
疾

患
ス

ク
リ

ー
ニ

ン
グ

検
査

を
受

け
た

者
の

う
ち

,1
2
4
9
0

名
（
回

収
率

6
5
.4

%
）
が

参
加

に
同

意
。

最
終

的
に

,ベ
ー

ス
ラ

イ
ン

の
時

点
で

6
5
歳

以
下

で
あ

り
,

心
疾

患
の

既
往

歴
の

な
い

6
5
5
3
名

（
男

性
3
1
9
0

名
,女

性
3
3
6
3
名

,1
8
-
6
5

歳
）
を

解
析

対
象

者
と

し
た

。

地
方

自
治

体
に

よ
る

心
疾

患
の

ス
ク

リ
ー

ニ
ン

グ
検

査
の

参
加

者
を

対
象

と
し

た
。

全
国

の
1
2
地

域
が

参
加

に
同

意
。

全
国

,
1
9
9
2
年

～
1
9
9
5
年

（
ベ

ー
ス

ラ
イ

ン
）
1
1

年
間

の
フ

ォ
ロ

ー
ア

ッ
プ

前
向

き
コ

ホ
ー

ト
研

究

集
合

法
＋

面
接

又
は

電
話

/
郵

送
（
脳

卒
中

）

自
記

式
質

問
紙

調
査

法
+

イ
ン

タ
ビ

ュ
ー

脳
卒

中
の

有
無

（
一

過
性

脳
虚

血
発

作
は

除
く
）
,職

業
分

類
,仕

事
上

の
ス

ト
レ

ス
（
ka

ra
se

k7
s 

de
m

an
d-

c
o
n
tr

o
l 
m

o
de

l)
,年

齢
,学

歴
,喫

煙
状

況
,飲

酒
,身

体
活

動
レ

ベ
ル

仕
事

上
の

ス
ト

レ
ス

,職
業

分
類

（
職

種
,役

職
）

年
齢

,学
歴

,喫
煙

状
況

,飲
酒

,身
体

活
動

レ
ベ

ル
,調

査
地

域

脳
卒

中
の

発
症

率
・
ホ

ワ
イ

ト
カ

ラ
ー

（
職

種
）
に

お
い

て
,仕

事
上

の
ス

ト
レ

ス
が

高
い

者
は

低
い

者
に

比
べ

て
リ

ス
ク

が
高

い
（
O

R
 5

.6
)。

・
管

理
職

（
役

職
）
に

お
い

て
,仕

事
上

の
ス

ト
レ

ス
が

高
い

者
は

低
い

者
に

比
べ

て
リ

ス
ク

が
高

い
（
O

R
 5

.3
)。

・
ホ

ワ
イ

ト
カ

ラ
ー

及
び

管
理

職
に

お
い

て
,仕

事
上

の
ス

ト
レ

ス
が

高
い

者
は

低
い

者
に

比
べ

て
脳

卒
中

の
発

症
リ

ス
ク

が
高

か
っ

た
。

・
一

方
,男

性
で

は
,ブ

ル
ー

カ
ラ

ー
及

び
非

管
理

職
に

お
い

て
,仕

事
上

の
ス

ト
レ

ス
が

高
い

者
は

低
い

者
に

比
べ

て
脳

卒
中

の
発

症
リ

ス
ク

が
高

く
,女

性
と

は
異

な
る

結
果

で
あ

っ
た

。

・
職

業
分

類
（
ホ

ワ
イ

ト
カ

ラ
ー

,管
理

職
）

・
仕

事
上

の
ス

ト
レ

ス
（
高

い
）
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(2

0
1
2
)

成
人

期
国

民
生

活
基

礎
調

査
の

対
象

者
中

,1
8
-
6
5
歳

の
就

業
者

で
あ

る
2
3
1
7
8
8

人
（
2
0
0
1
年

）
,2

0
1
9
1
6

人
（
2
0
0
4
年

）
,2

0
7
3
9
8

人
（
2
0
0
7
年

）
が

対
象

。
平

均
年

齢
：
4
1
歳

（
男

）
4
0
歳

（
女

）
-
2
0
0
1
年

,4
2

歳
（
男

）
4
1
歳

（
女

）
-

2
0
0
4
年

,4
2
歳

（
男

女
共

）
-
2
0
0
7
年

国
民

生
活

基
礎

調
査

の
デ

ー
タ

を
２

次
利

用
層

化
無

作
為

抽
出

に
よ

り
2
4
7
2
7
8
世

帯
（
2
0
0
1

年
）
,2

2
0
9
4
8
世

帯
（
2
0
0
4
年

）
,2

3
0
5
9
6
世

帯
（
2
0
0
7
年

）
が

対
象

。
年

収
と

貯
蓄

に
関

し
て

の
デ

ー
タ

は
そ

の
う

ち
1
3
%
が

無
作

為
に

抽
出

さ
れ

,そ
れ

ぞ
れ

3
1
8
7
1

世
帯

（
2
0
0
1
年

）
,2

5
6
2
1

世
帯

（
2
0
0
4
年

）
,2

4
5
7
8

世
帯

（
2
0
0
7
年

）
が

回
答

し
た

。

全
国

,
2
0
0
1
年

,2
0
0
4

年
,2

0
0
7
年

横
断

研
究

調
査

員
が

配
布

し
た

調
査

票
に

世
帯

員
が

自
ら

記
入

し
,後

日
,調

査
員

が
回

収
し

た
。

自
記

式
質

問
紙

調
査

法

主
観

的
健

康
感

,主
観

的
症

状
,受

診
の

有
無

（
医

師
,

マ
ッ

サ
ー

ジ
,鍼

な
ど

を
含

む
）
,雇

用
状

態
,年

齢
,調

査
年

（
2
0
0
1
年

,2
0
0
4

年
,2

0
0
7
年

）
,出

生
年

,婚
姻

,家
庭

に
子

供
が

い
る

か
ど

う
か

,世
帯

収
入

M
o
de

lA
: 
個

人
の

特
徴

（
世

帯
年

収
以

外
の

全
変

数
）

M
o
de

lB
:

M
o
de

lA
+
世

帯
年

収 M
o
de

lC
:

M
o
de

lB
-
非

正
規

雇
用

M
o
de

lX
:

M
o
de

lB
-
正

規
雇

用

各
モ

デ
ル

ご
と

の
全

独
立

変
数

主
観

的
健

康
感

,
主

観
的

症
状

（
主

観
的

健
康

感
）

・
M

o
de

lA
: 
期

間
雇

用
（
偏

相
関

係
数

:0
.0

6
1
）
,離

婚
（
0
.0

2
9
）
,家

庭
に

子
供

が
い

る
（
0
.1

0
2
）
年

齢
が

高
い

(4
9
歳

～
5
5
歳

）
こ

と
は

主
観

的
健

康
感

と
正

の
関

連
が

み
ら

れ
た

（
4
9
歳

:0
.0

8
5
, 
5
2
歳

:0
.1

5
6
, 
5
5
歳

:0
.2

4
1
, 
5
8

歳
:0

.1
4
3
）
。

ま
た

,年
齢

が
若

い
（
1
9
歳

～
3
1
歳

）
こ

と
は

負
の

関
連

が
み

ら
れ

た
(偏

相
関

係
数

1
9
歳

:-
0
.0

2
8
,　

2
2
歳

:-
0
.0

9
9
,2

5
歳

:-
0
.1

6
1
,2

8
歳

:-
0
.1

5
0
,3

1
歳

:-
0
.0

7
4
)　

。
・
M

o
de

lB
: 
年

齢
が

若
い

（
1
9
歳

:-
0
.4

0
4
）
こ

と
は

主
観

的
健

康
感

と
負

の
関

連
が

み
ら

れ
,年

齢
が

高
い

（
4
6
歳

:0
.2

6
3
, 
,5

5
歳

:0
.2

1
1
）
こ

と
は

正
の

関
連

が
み

ら
れ

た
。

・
M

o
de

lC
:年

齢
（
4
6
歳

:0
.2

7
6
）
は

正
の

関
連

が
み

ら
れ

た
。

・
M

o
de

lX
: 
年

齢
（
5
5
歳

:0
.5

1
4
）
は

正
の

関
連

が
み

ら
れ

た
。

※
以

上
,出

生
年

も
同

様
の

関
連

が
み

ら
れ

た
。

（
主

観
的

症
状

）
・
年

齢
に

つ
い

て
は

,主
観

的
健

康
感

と
ほ

ぼ
同

様
の

傾
向

が
み

ら
れ

た
が

,期
間

雇
用

及
び

離
婚

は
,世

帯
年

収
を

調
整

後
も

正
の

関
連

が
残

っ
た

:
期

間
雇

用
:M

o
de

lA
(0

.1
2
0
),
M

o
de

lB
(0

.1
0
4
)

離
婚

:M
o
de

lA
(0

.0
7
5
),
M

o
de

lB
(0

.1
1
5
)。

ま
た

,未
婚

は
,負

の
関

連
が

み
ら

れ
（
-
0
.0

4
4
）
,世

帯
年

収
調

整
後

は
関

連
が

み
ら

れ
な

く
な

っ
た

。
※

以
上

,出
生

年
も

同
様

の
関

連
が

み
ら

れ
た

。

（
主

観
的

健
康

感
）

・
雇

用
状

況
（
期

間
雇

用
）
,婚

姻
状

況
（
離

婚
し

て
い

る
）
,

家
庭

に
子

供
が

い
る

,年
齢

が
高

い
（
4
9
歳

～
5
5
歳

）
こ

と
は

,主
観

的
健

康
感

と
正

の
関

連
が

み
ら

れ
た

が
,世

帯
収

入
を

調
整

す
る

と
関

連
は

み
ら

れ
な

く
な

っ
た

。
・
年

齢
が

若
い

（
1
9
歳

～
3
1
歳

）
こ

と
は

負
の

関
連

が
み

ら
れ

,年
収

調
整

後
は

1
9
歳

の
み

関
連

が
残

っ
た

。
・
男

性
で

も
女

性
と

ほ
ぼ

同
様

の
関

連
が

み
ら

れ
た

が
,

婚
姻

状
況

（
離

婚
し

て
い

る
）
は

,世
帯

収
入

を
調

整
後

も
関

連
が

残
っ

た
。

年
齢

が
若

い
（
1
9
歳

～
2
8
歳

）
こ

と
は

負
の

関
連

が
み

ら
れ

,年
齢

調
整

後
は

,2
2
歳

の
み

関
連

が
残

っ
た

。
（
主

観
的

症
状

）
・
年

齢
（
若

い
）
こ

と
は

主
観

的
症

状
と

負
の

関
連

が
み

ら
れ

,雇
用

状
況

（
期

間
雇

用
）
,婚

姻
状

況
（
離

婚
）
は

,正
の

関
連

が
み

ら
れ

,世
帯

収
入

調
整

後
も

関
連

が
残

っ
た

。
ま

た
,婚

姻
状

況
（
未

婚
）
は

,負
の

関
連

が
み

ら
れ

た
が

,世
帯

収
入

調
整

後
は

,関
連

が
み

ら
れ

な
く
な

っ
た

。
・
一

方
,男

性
で

は
,雇

用
状

況
（
期

間
雇

用
）
と

正
の

関
連

が
み

ら
れ

,婚
姻

状
況

（
離

婚
,未

婚
）
と

負
の

関
連

が
み

ら
れ

,期
間

雇
用

及
び

未
婚

は
,世

帯
収

入
調

整
後

も
関

連
が

残
っ

た
。

（
主

観
的

健
康

感
）

・
雇

用
状

況
（
期

間
雇

用
）

・
婚

姻
状

況
（
離

婚
）

・
家

庭
に

子
供

が
い

る
・
年

齢
が

高
い

（
4
9
歳

～
5
5

歳
）

・
年

齢
が

若
い

（
1
9
歳

～
3
1

歳
）
:（

負
の

関
連

）

（
主

観
的

症
状

）
・
雇

用
状

況
（
期

間
雇

用
）

・
婚

姻
状

況
（
離

婚
）

・
婚

姻
状

況
（
未

婚
）
:負

の
関

連 ・
年

齢
が

高
い

（
4
9
歳

～
6
4

歳
）

・
年

齢
が

若
い

（
1
9
歳

～
2
8

歳
）
:（

負
の

関
連

）
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0
1
3
)

成
人

期
二

つ
の

調
査

デ
ー

タ
を

合
わ

せ
,全

国
5
0
2
0
9
人

の
国

民
健

康
・
栄

養
調

査
対

象
者

の
う

ち
,4

9
5
0
9
人

を
が

国
民

生
活

基
礎

調
査

の
デ

ー
タ

と
リ

ン
ク

し
た

。
そ

の
後

,3
9
歳

未
満

,6
5
歳

以
上

の
者

,世
帯

支
出

や
そ

の
他

の
デ

ー
タ

が
無

い
者

を
除

外
し

,6
3
2
6
名

（
男

性
2
6
6
4
名

,女
性

3
6
6
2
名

）
を

解
析

対
象

者
と

し
た

。

国
民

生
活

基
礎

調
査

と
国

民
健

康
栄

養
調

査
の

デ
ー

タ
を

2
次

利
用

国
民

生
活

基
礎

調
査

に
よ

り
無

作
為

に
抽

出
さ

れ
た

1
6
1
3
7
8
4
人

,ま
た

,
国

民
健

康
・
栄

養
調

査
に

よ
り

無
作

為
に

抽
出

さ
れ

た
5
0
2
0
9
人

が
対

象
（
2
0
0
3
-
2
0
0
7
年

の
合

計
人

数
）

全
国

,
2
0
0
3
－

2
0
0
7

年

横
断

研
究

留
め

置
き

法
（
調

査
員

が
配

布
し

た
調

査
票

に
世

帯
員

が
自

ら
記

入
し

,後
日

,調
査

員
が

回
収

し
た

）
集

合
法

（
身

体
状

況
調

査
）

自
記

式
質

問
紙

調
査

法

B
M

I,血
圧

,血
液

検
査

（
T
G

, 
H

D
L
-
C

, 
F
B

S
,

H
bA

1
C

）
,喫

煙
状

況
,食

事
記

録
（
１

日
）
,肥

満
,高

血
圧

,脂
質

異
常

症
,糖

尿
病

,
複

数
の

リ
ス

ク
フ

ァ
ク

タ
ー

の
有

無
,世

帯
支

出
（
O

E
C

D
の

計
算

方
法

に
よ

る
）

世
帯

支
出

,
婚

姻
,年

齢
全

て
の

独
立

変
数

肥
満

,高
血

圧
,脂

質
異

常
症

,糖
尿

病
,複

数
の

リ
ス

ク
フ

ァ
ク

タ
ー

の
有

無

・
世

帯
支

出
が

低
い

者
は

高
い

者
に

比
べ

て
下

記
の

ア
ウ

ト
カ

ム
の

リ
ス

ク
が

高
い

: 
肥

満
（
O

R
 1

.6
9
),
　

,高
血

圧
　

(O
R
1
.3

9
),
空

腹
時

血
糖

高
(O

R
1
.7

1
),
複

数
の

リ
ス

ク
フ

ァ
ク

タ
ー

有
(O

R
 1

.6
9
)。

・
既

婚
者

は
未

婚
者

に
比

べ
て

下
記

の
ア

ウ
ト

カ
ム

の
リ

ス
ク

が
高

い
: 
肥

満
（
O

R
=
1
.2

7
,高

血
圧

（
O

R
=
1
.2

6
）
,複

数
の

リ
ス

ク
フ

ァ
ク

タ
ー

有
（
O

R
=
1
.4

2
）

・
世

帯
支

出
が

低
い

者
は

高
い

者
に

比
べ

て
肥

満
,高

血
圧

,空
腹

時
血

糖
高

,複
数

の
リ

ス
ク

フ
ァ

ク
タ

ー
有

の
リ

ス
ク

が
高

く
,既

婚
者

は
未

婚
者

に
比

べ
て

肥
満

,高
血

圧
,複

数
の

リ
ス

ク
フ

ァ
ク

タ
ー

有
の

リ
ス

ク
が

高
い

。
・
一

方
,男

性
で

は
世

帯
支

出
,婚

姻
状

況
い

ず
れ

も
関

連
が

み
ら

れ
る

循
環

器
疾

患
の

リ
ス

ク
は

無
か

っ
た

。

（
肥

満
,高

血
圧

,空
腹

時
血

糖
高

,複
数

の
リ

ス
ク

フ
ァ

ク
タ

ー
有

）
・
世

帯
支

出
（
低

い
）
:

（
肥

満
,高

血
圧

,複
数

の
リ

ス
ク

フ
ァ

ク
タ

ー
有

）
・
婚

姻
状

況
（
既

婚
）

19
F
u
sh

im
i 
M

 e
t

al
. 
(2

0
1
3
)

成
人

期
秋

田
県

の
公

共
・
民

間
会

社
に

勤
務

す
る

2
9
7
6

人
中

,2
6
8
4
人

（
回

収
率

9
0
.2

%
）
が

回
答

し
た

。
そ

の
う

ち
,回

答
に

漏
れ

の
な

か
っ

た
2
2
2
0
人

（
7
4
.6

%
,男

性
1
0
6
9
人

,
女

性
1
1
5
1
人

）
を

解
析

対
象

者
と

し
た

。

北
日

本
産

業
保

健
推

進
セ

ン
タ

ー
共

同
調

査
研

究
（
N

O
C

S
-
M

H
）
の

デ
ー

タ
を

２
次

利
用

秋
田

県
の

公
共

・
民

間
会

社
を

無
作

為
に

抽
出

し
,2

0
社

が
研

究
協

力
に

同
意

。
調

査
票

を
協

力
企

業
を

通
し

て
,従

業
員

に
配

布
（
2
9
7
6
人

）
。

秋
田

県
,

2
0
0
7
年

1
月

～
2
月

横
断

研
究

集
合

法
（
具

体
的

な
記

載
な

し
）

自
記

式
質

問
紙

調
査

法

う
つ

症
状

（
C

E
S
-
D

）
,年

齢
,性

別
,学

歴
,職

種
,雇

用
契

約
,管

理
職

,勤
務

時
間

,
睡

眠
時

間
,喫

煙
習

慣
,飲

酒
習

慣

年
齢

,性
別

,学
歴

,
職

種
,雇

用
契

約
,

管
理

職
,勤

務
時

間
,睡

眠
時

間
,喫

煙
習

慣
,飲

酒
習

慣

全
て

の
独

立
変

数
う

つ
（
C

E
S
-
D

)
・
年

齢
が

5
0
歳

よ
り

上
の

者
は

2
9
歳

よ
り

下
の

者
に

比
較

し
て

リ
ス

ク
が

低
い

(O
R
 0

.5
7
)

・
職

種
が

専
門

職
の

者
は

事
務

/
行

政
職

の
者

に
比

較
し

て
リ

ス
ク

が
高

い
(O

R
 1

.6
5
)

・
労

働
時

間
が

8
時

間
を

超
え

る
者

は
8
時

間
以

内
の

者
に

比
較

し
て

リ
ス

ク
が

高
い

（
O

R
 1

.3
7
)

・
非

喫
煙

者
は

喫
煙

者
に

比
較

し
て

リ
ス

ク
が

低
い

(O
R
 0

.5
6
)

・
年

齢
が

5
0
歳

よ
り

上
で

あ
る

こ
と

,非
喫

煙
者

で
あ

る
こ

と
と

負
の

関
連

が
み

ら
れ

,職
種

が
専

門
職

,労
働

時
間

が
8
時

間
を

超
え

る
こ

と
と

正
の

関
連

が
み

ら
れ

た
。

・
男

性
に

お
い

て
は

,職
種

と
労

働
時

間
で

は
関

連
が

み
ら

れ
ず

,睡
眠

時
間

が
7
時

間
又

は
8
時

間
の

者
が

6
時

間
未

満
の

者
に

比
較

し
て

リ
ス

ク
が

低
く
,女

性
と

異
な

る
結

果
で

あ
っ

た
。

ま
た

,年
齢

が
5
0
歳

よ
り

上
,非

喫
煙

は
女

性
と

同
様

に
負

の
関

連
が

み
ら

れ
た

。

・
年

齢
（
5
0
歳

よ
り

上
）
:（

負
の

関
連

）
・
喫

煙
習

慣
（
非

喫
煙

）
:（

負
の

関
連

）
・
職

種
（
専

門
職

）
・
労

働
時

間
（
8
時

間
超

）

20
K
ac

h
i 
Y
 e

t 
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.
(2

0
1
3
)

成
人

期
全

国
の

国
民

生
活

基
礎

調
査

対
象

者
の

う
ち

,2
0
-
5
9
歳

の
労

働
者

世
代

に
限

定
。

最
終

的
な

サ
ン

プ
ル

サ
イ

ズ
は

5
4
7
8
6
人

（
1
9
8
6
年

）
～

2
4
8
8
4
人

（
2
0
0
7
年

）

国
民

生
活

基
礎

調
査

デ
ー

タ
を

２
次

利
用

層
化

無
作

為
抽

出
に

よ
り

,お
よ

そ
2
8
0
0
0
0
世

帯
が

毎
年

抽
出

さ
れ

た
。

そ
の

う
ち

年
収

や
貯

蓄
に

関
す

る
調

査
が

行
わ

れ
た

の
は

,毎
年

4
0
0
0
0

世
帯

。
回

収
率

は
6
1
-

9
1
%
。

全
国

,
1
9
8
6
-
2
0
0
7
年

横
断

研
究

調
査

員
が

配
布

し
た

調
査

票
に

世
帯

員
が

自
ら

記
入

し
,後

日
,調

査
員

が
回

収
し

た
。

自
記

式
質

問
紙

調
査

主
観

的
健

康
観

,世
帯

収
入

（
世

帯
人

数
で

調
整

）
,

年
齢

,婚
姻

,世
帯

収
入

源
（
一

人
,複

数
人

）
,職

業
,所

得
格

差
（
ジ

ニ
係

数
）
,所

得
関

連
健

康
格

差
（
C

o
n
c
e
n
tr

at
io

n
 I
n
de

x
C

I）

年
齢

,婚
姻

,世
帯

収
入

源
（
一

人
,複

数
人

）
,職

業
,主

観
的

健
康

感
（
S
R
H

)

全
て

の
独

立
変

数
主

観
的

健
康

感
（
S
R
H

)
【
1
9
8
6
年

】
・
4
0
代

（
0
.0

6
0
）
・
5
0
代

（
0
.0

9
7
）
は

2
0
代

に
比

べ
て

,離
婚

者
（
0
.0

3
9
）
は

既
婚

者
に

比
べ

て
,家

計
収

入
源

が
一

人
（
0
.0

2
5
）
の

者
は

複
数

の
者

に
比

べ
て

,主
婦

（
0
.0

2
0
）
,失

業
状

態
（
0
.0

8
6
）
の

者
は

正
規

雇
用

の
者

に
比

べ
て

主
観

的
健

康
感

が
低

い
。

・
企

業
執

行
部

（
-
0
.0

4
9
)の

者
は

正
規

雇
用

の
者

に
比

べ
て

主
観

的
健

康
感

が
高

い
。

【
2
0
0
7
年

】
・
4
0
代

（
0
.0

4
4
）
・
5
0
代

（
0
.0

8
2
）
は

2
0
代

に
比

べ
て

,未
婚

者
（
0
.0

2
4
）
・
離

婚
者

（
0
.0

5
1
）
は

既
婚

者
に

比
べ

て
,主

婦
（
0
.0

4
3
）
・
失

業
状

態
（
0
.1

4
9
）

の
者

は
正

規
雇

用
に

比
べ

て
主

観
的

健
康

感
が

高
い

。

1
9
8
6
年

,2
0
0
7
年

い
ず

れ
に

お
い

て
も

,年
齢

（
4
0
代

・
5
0

代
）
,離

婚
,主

婦
,失

業
状

態
が

関
連

し
て

い
た

。
男

性
に

お
い

て
も

ほ
ぼ

同
様

の
結

果
で

あ
っ

た
。

年
齢

（
4
0
代

,5
0
代

）
離

婚
主

婦
失

業
状

態

成
人

期

-25-
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(2
0
1
3
)

成
人

期
調

査
協

力
に

同
意

の
得

ら
れ

た
青

森
県

内
の

7
6
4
社

に
勤

務
す

る
4
0

歳
～

6
0
歳

の
従

業
員

1
8
,6

6
1
名

に
自

記
入

式
質

問
紙

調
査

を
実

施
し

,9
,2

0
5
名

か
ら

回
答

を
得

た
。

内
,有

効
回

答
の

得
ら

れ
た

5
,8

7
8
名

(男
性

3
,6

3
1
名

,女
性

2
,2

4
7

名
）
を

解
析

対
象

者
と

し
た

（
3
1
.5

％
)。

青
森

県
内

の
企

業
を

無
作

為
に

抽
出

し
,同

意
の

得
ら

れ
た

7
6
4
社

に
勤

務
す

る
4
0
歳

～
6
0
歳

の
従

業
員

1
8
,6

6
1
名

を
調

査
対

象
者

と
し

た
。

青
森

県
,2

0
0
4
年

横
断

研
究

郵
送

法
自

記
式

質
問

紙
調

査

年
齢

,婚
姻

状
況

,世
帯

構
成

,習
慣

的
な

飲
酒

,喫
煙

習
慣

,不
眠

,ス
ト

レ
ス

軽
減

テ
ク

ニ
ッ

ク
,雇

用
形

態
,業

種
,勤

務
年

数
,仕

事
関

連
の

ス
ト

レ
ス

（
B

J
S
Q

)：
仕

事
の

量
,仕

事
の

裁
量

感
,

同
僚

や
上

司
の

圧
迫

感
,

仕
事

の
適

正
感

う
つ

症
状

（
C

E
S
-
D

1
9
）
,自

殺
の

意
図

年
齢

,婚
姻

状
況

,
世

帯
構

成
,習

慣
的

な
飲

酒
,喫

煙
習

慣
,不

眠
,ス

ト
レ

ス
軽

減
テ

ク
ニ

ッ
ク

,雇
用

形
態

,業
種

,勤
務

年
数

,仕
事

関
連

の
ス

ト
レ

ス
（
B

J
S
Q

)：
仕

事
の

量
,仕

事
の

裁
量

感
,同

僚
や

上
司

の
圧

迫
感

,仕
事

の
適

正
感

全
て

の
独

立
変

数
（
多

変
量

解
析

）
う

つ
（
C

E
S
-
D

1
9
）

・
年

齢
が

高
い

者
（
5
0
‐
6
0
）
は

,低
い

者
（
4
0
‐
4
9
）
に

比
較

し
て

リ
ス

ク
が

低
い

（
O

R
 0

.6
7
）

・
喫

煙
者

は
非

喫
煙

者
と

比
べ

て
リ

ス
ク

が
高

い
（
O

R
1
.3

3
）

・
不

眠
を

や
や

感
じ

る
者

（
O

R
4
.3

5
）
と

強
く
感

じ
る

者
（
O

R
 1

5
.6

2
）

は
,全

く
感

じ
な

い
者

と
比

較
し

て
リ

ス
ク

が
高

い
。

・
ス

ト
レ

ス
軽

減
テ

ク
ニ

ッ
ク

が
な

い
者

は
あ

る
者

に
比

較
し

て
リ

ス
ク

が
高

い
（
O

R
 2

.6
3
）

・
仕

事
の

裁
量

感
が

低
い

者
は

高
い

者
に

比
較

し
て

リ
ス

ク
が

高
い

（
O

R
 1

.2
8
 ）

・
仕

事
の

適
正

感
が

低
い

者
は

高
い

者
に

比
較

し
て

リ
ス

ク
が

高
い

（
O

R
 1

.3
2
）

・
年

齢
は

負
の

関
連

が
み

ら
れ

た
（
年

齢
が

高
い

者
（
5
0

‐
6
0
）
は

,低
い

者
（
4
0
‐
4
9
）
に

比
較

し
て

リ
ス

ク
が

低
い

）
。

・
喫

煙
,不

眠
の

自
覚

有
り

,ス
ト

レ
ス

軽
減

テ
ク

ニ
ッ

ク
無

し
,仕

事
の

裁
量

感
低

い
,仕

事
の

適
正

感
低

い
,は

正
の

関
連

が
み

ら
れ

た
。

・
な

お
,男

性
は

,女
性

と
異

な
り

,婚
姻

状
況

（
未

婚
者

と
未

亡
人

・
離

婚
者

）
,世

帯
状

況
（
単

身
）
,喫

煙
習

慣
,業

種
（
輸

送
業

）
,同

僚
や

上
司

の
圧

迫
も

リ
ス

ク
と

関
連

し
て

い
た

。

年
齢

（
負

の
関

連
）

・
喫

煙
習

慣
有

り
・
ス

ト
レ

ス
軽

減
テ

ク
ニ

ッ
ク

な
し ・
仕

事
関

連
の

ス
ト

レ
ス

（
仕

事
の

裁
量

感
低

い
,仕

事
の

適
正

感
低

い
）

22
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(2
0
1
4
)

成
人

期
J
ap

an
 P

u
bl

ic
 H

e
al

th
C

e
n
te

r-
ba

se
d(

J
P
H

C
)S

tu
dy

C
o
h
o
rt

 Ⅰ
の

ベ
ー

ス
ラ

イ
ン

調
査

（
1
9
9
0
年

）
の

対
象

者
で

あ
る

4
0
歳

～
5
9
歳

6
1
5
9
5
名

の
う

ち
,5

0
2
4
5
名

が
質

問
票

に
回

答
し

た
（
回

答
率

8
2
%
）

。
そ

の
内

,条
件

を
満

た
す

（
脳

卒
中

発
症

率
の

デ
ー

タ
が

な
い

者
,外

国
人

,転
居

し
た

者
は

除
く
）

女
性

2
1
,5

9
9
名

か
ら

職
業

,学
歴

の
回

答
に

不
備

の
あ

っ
た

者
,働

い
て

い
な

い
者

を
除

外
し

,残
り

の
1
4
,7

4
2
名

を
解

析
対

象
者

と
し

た
。

J
ap

an
 P

u
bl

ic
 H

e
al

th
C

e
n
te

r-
ba

se
d(

J
P
H

C
)S

tu
dy

C
o
h
o
rt

 Ⅰ
と

し
て

実
施

し
た

も
の

。
1
9
9
年

（
ベ

ー
ス

ラ
イ

ン
）
に

4
0
歳

～
5
9

歳
の

6
1
,5

9
5
名

を
対

象
に

調
査

を
実

施
し

た
。

全
国

4
5
都

道
府

県
,ベ

ー
ス

ラ
イ

ン
：
1
9
9
0
年

フ
ォ

ロ
ー

ア
ッ

プ
：
2
0
年

後
（
2
0
1
0
年

）

前
向

き
コ

ホ
ー

ト
研

究

J
ap

an
 P

u
bl

ic
H

e
al

th
 C

e
n
te

r-
ba

se
d(

J
P
H

C
)S

tu
dy

 C
o
h
o
rt

 Ⅰ
と

し
て

実
施

し
た

も
の

。

自
記

式
質

問
紙

調
査

年
齢

,性
別

,身
長

,体
重

,婚
姻

状
況

,ス
ト

レ
ス

度
（
主

観
）
,喫

煙
状

況
,身

体
活

動
時

間
,飲

酒
,状

況
既

往
歴

（
高

血
圧

,糖
尿

病
,脂

質
異

常
症

）
,学

歴
,職

種

社
会

経
済

的
地

位
の

矛
盾

ス
コ

ア
（
学

歴
ス

コ
ア

:1
点

～
4
点

か
ら

職
業

ス
コ

ア
:1

点
～

4
点

を
引

い
た

点
数

）
適

切
地

位
:－

１
,0

,
＋

1
過

学
歴

:＋
2
,＋

3
不

足
学

歴
:－

2
,－

3 学
歴

,職
種

年
齢

,婚
姻

状
況

,
地

域
,学

歴
,職

種
,B

M
I,喫

煙
状

況
,飲

酒
状

況
,身

体
活

動
,ス

ト
レ

ス
,

既
往

歴
（
高

血
圧

,
糖

尿
病

,脂
質

異
常

症
）

脳
卒

中
の

発
症

率
・
全

て
の

変
数

を
調

整
後

も
高

卒
の

女
性

は
中

卒
の

者
に

比
較

し
て

リ
ス

ク
が

高
く
（
O

R
 0

.7
3
),
サ

ー
ビ

ス
・
営

業
職

の
女

性
は

専
門

的
・

管
理

的
職

業
の

女
性

に
比

べ
て

リ
ス

ク
が

高
い

（
O

R
1
.7

8
）

・
モ

デ
ル

1
（
年

齢
,婚

姻
状

況
,地

域
,学

歴
,を

調
整

）
で

は
,「

過
学

歴
」

の
女

性
は

「
適

切
地

位
」
の

女
性

に
比

較
し

て
リ

ス
ク

が
高

い
（
O

R
2
.0

6
)。

モ
デ

ル
2
（
モ

デ
ル

1
＋

B
M

I,喫
煙

状
況

,飲
酒

状
況

,身
体

活
動

,ス
ト

レ
ス

,既
往

歴
（
高

血
圧

,糖
尿

病
,脂

質
異

常
症

）
）
で

も
リ

ス
ク

は
大

き
く
変

わ
ら

な
い

（
O

R
 2

.2
3
)。

・
高

学
歴

（
大

卒
）
の

女
性

に
お

い
て

,専
門

的
・
管

理
的

職
業

(O
R
 1

)
に

比
べ

て
サ

ー
ビ

ス
・
営

業
職

(O
R
 3

.2
1
)と

肉
体

労
働

職
(O

R
 3

.4
7
)

の
女

性
は

,リ
ス

ク
が

高
い

。
・
高

卒
の

女
性

に
お

い
て

,大
卒

の
専

門
的

・
管

理
的

職
業

の
者

に
比

べ
て

,サ
ー

ビ
ス

・
営

業
職

（
O

R
2
.0

2
）
は

リ
ス

ク
が

高
い

。
・
中

卒
の

女
性

に
お

い
て

,大
卒

の
専

門
的

・
管

理
的

職
業

の
者

に
比

べ
て

,オ
フ

ィ
ス

ワ
ー

ク
（
O

R
2
.9

1
）
,サ

ー
ビ

ス
・
営

業
職

（
O

R
3
.0

0
）
,肉

体
労

働
職

（
O

R
2
.4

4
）
は

リ
ス

ク
が

高
い

・
「
過

学
歴

」
の

女
性

は
「
適

切
地

位
」
の

女
性

に
比

較
し

て
リ

ス
ク

が
高

い
（
O

R
 2

.0
6
)。

特
に

,高
学

歴
（
大

卒
）
の

女
性

に
お

い
て

,専
門

的
・
管

理
的

職
業

(O
R
 1

)に
比

べ
て

サ
ー

ビ
ス

・
営

業
職

(O
R
 3

.2
1
)と

肉
体

労
働

職
(O

R
3
.4

7
)の

女
性

は
,リ

ス
ク

が
高

い
。

・
社

会
経

済
的

地
位

の
矛

盾
・
学

歴
・
職

種

23
K
ac
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(2
0
1
4
)

成
人

期
国

民
生

活
基

礎
調

査
の

対
象

者
の

内
,1

8
歳

～
5
9
歳

の
勤

労
者

を
対

象
と

し
,有

効
回

答
の

得
ら

れ
た

1
4
5
,9

1
2
名

（
男

性
8
1
,4

4
1
名

・
女

性
6
4
,4

7
1

名
）
を

解
析

対
象

者
と

し
た

。

2
0
1
0
年

国
民

生
活

基
礎

調
査

（
厚

生
労

働
省

）
の

デ
ー

タ
を

2
次

利
用

全
国

の
世

帯
及

び
世

帯
員

を
対

象
と

し
,世

帯
票

及
び

健
康

票
に

つ
い

て
は

,国
勢

調
査

区
か

ら
層

化
無

作
為

抽
出

し
た

5
,5

1
0
地

区
内

の
す

べ
て

の
世

帯
(2

8
9
,3

6
3
世

帯
)

を
,所

得
票

・
貯

蓄
票

に
つ

い
て

は
,前

記
の

5
,5

1
0
地

区
に

設
定

さ
れ

た
単

位
区

か
ら

層
化

無
作

為
抽

出
し

た
世

帯
(3

5
,9

7
1
世

帯
)を

調
査

客
体

と
し

た
。

 た
だ

し
,

世
帯

に
不

在
の

者
は

調
査

の
対

象
か

ら
除

外
し

た
。

全
国

,2
0
1
0
年

横
断

研
究

調
査

員
が

配
布

し
た

調
査

票
に

世
帯

員
が

自
ら

記
入

し
,

後
日

,調
査

員
が

回
収

し
た

。

自
記

式
質

問
紙

調
査

年
齢

,婚
姻

状
況

,労
働

時
間

,世
帯

構
成

,雇
用

の
種

類
,主

観
的

健
康

感
,相

対
的

貧
困

率

世
帯

構
成

,
雇

用
の

種
類

,
年

齢
,

労
働

時
間

主
観

的
健

康
感

・
雇

用
の

種
類

及
び

世
帯

構
成

は
,主

観
的

健
康

感
に

対
し

て
有

意
な

相
互

作
用

を
示

し
（
p<

0
.0

0
1
),
非

正
規

雇
用

で
片

親
と

同
居

し
て

い
る

者
の

リ
ス

ク
が

高
か

っ
た

（
O

R
 1

.6
3
)。

・
女

性
で

は
,雇

用
の

種
類

及
び

世
帯

構
成

は
,主

観
的

健
康

感
に

対
し

て
有

意
な

相
互

作
用

を
示

し
,非

正
規

雇
用

で
片

親
と

同
居

し
て

い
る

者
の

リ
ス

ク
が

高
か

っ
た

が
,男

性
で

は
関

連
が

み
ら

れ
な

か
っ

た
。

・
雇

用
の

種
類

（
非

正
規

雇
用

）
＋

世
帯

構
成

（
片

親
と

同
居

）

24
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(2
0
1
4
)

成
人

期
第

１
回

調
査

（
2
0
0
5
年

）
か

ら
第

6
回

(2
0
1
0
年

)調
査

ま
で

継
続

的
に

有
効

回
答

の
得

ら
れ

た
2
6
,5

2
2
名

（
男

性
1
2
,6

4
6

名
,女

性
1
3
,8

7
6
名

）
の

デ
ー

タ
を

全
て

プ
ー

ル
し

た
も

の
（
5
0
歳

～
6
4
歳

,
の

べ
総

数
1
3
7
4
9
0
名

分
）
を

解
析

対
象

者
と

し
た

。

2
0
0
5
年

～
2
0
1
0
年

中
高

年
縦

断
調

査
（
厚

生
労

働
省

）
の

デ
ー

タ
を

2
次

利
用

2
0
0
5
年

（
平

成
1
7
年

）
1
0

月
末

現
在

で
5
0
～

5
9
歳

で
あ

っ
た

全
国

の
男

女
を

対
象

と
し

,以
降

,前
回

調
査

又
は

前
々

回
調

査
に

お
い

て
協

力
を

得
ら

れ
た

者
を

対
象

と
し

た
。

全
国

,2
0
0
5
年

～
2
0
1
0
年

の
毎

年
1
回

1
1
月

第
1
水

曜
日

コ
ホ

ー
ト

研
究

厚
生

労
働

省
か

ら
郵

送
さ

れ
た

調
査

票
に

被
調

査
者

が
自

ら
記

入
し

,郵
送

に
よ

り
厚

生
労

働
省

に
提

出

自
記

式
質

問
紙

調
査

年
齢

,世
帯

収
入

,精
神

的
健

康
度

（
K
6
),
介

護
負

担
,

貧
困

,雇
用

状
況

,身
体

活
動

,配
偶

者
,同

居
者

,社
会

的
活

動

介
護

負
担

,貧
困

,
雇

用
状

況
,身

体
活

動
,配

偶
者

,同
居

者
,社

会
的

活
動

全
て

の
独

立
変

数
（
多

変
量

解
析

）
精

神
的

健
康

度
（
K
6
)

・
家

族
の

介
護

を
負

担
し

て
い

る
者

は
負

担
し

て
い

な
い

者
に

比
較

し
て

リ
ス

ク
が

高
い

（
O

R
 1

.5
8
)。

・
貧

困
な

者
は

貧
困

で
な

い
者

に
比

較
し

て
リ

ス
ク

が
高

い
（
O

R
1
.0

9
)。

・
義

母
と

同
居

し
て

い
る

者
は

し
て

い
な

い
者

に
比

較
し

て
リ

ス
ク

が
高

い
（
O

R
 1

.4
7
)。

・
男

性
に

お
い

て
も

,女
性

と
同

様
に

家
族

の
介

護
と

貧
困

は
関

連
が

み
ら

れ
た

が
,義

母
と

の
同

居
と

は
関

連
が

み
ら

れ
な

か
っ

た
。

・
ま

た
,配

偶
者

が
い

な
い

者
は

い
る

者
に

比
較

し
て

リ
ス

ク
が

高
か

っ
た

(O
R
1
.4

6
)が

,女
性

で
は

こ
の

関
連

は
み

ら
れ

な
か

っ
た

。

・
介

護
負

担
（
負

の
関

連
）

・
貧

困
（
負

の
関

連
）

・
義

母
と

の
同

居
（
負

の
関

連
）

成
人

期

-26-
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(2
0
1
5
)

成
人

期
対

象
者

で
あ

る
4
0
歳

～
7
9
歳

の
女

性
6
4
,1

9
0
名

（
ベ

ー
ス

ラ
イ

ン
時

）
か

ら
職

業
と

学
歴

に
回

答
の

な
か

っ
た

者
を

除
い

た
4
8
,1

6
0
名

の
内

,ベ
ー

ス
ラ

イ
ン

時
に

が
ん

や
循

環
器

疾
患

の
有

病
者

,雇
用

形
態

,学
歴

,婚
姻

状
況

等
の

回
答

に
不

備
の

あ
っ

た
者

,働
い

て
い

な
い

者
,6

0
歳

以
上

の
者

を
除

外
し

,残
り

の
1
6
,6

9
2

名
を

解
析

対
象

者
と

し
た

。

J
ap

an
 C

o
lla

bo
ra

ti
ve

C
o
h
o
rt

 S
tu

dy
の

対
象

で
あ

っ
た

全
国

4
5
都

道
府

県
に

居
住

す
る

男
性

4
6
,3

9
5
名

,　
女

性
6
4
,1

9
0
名

を
調

査
対

象
者

と
し

た
。

全
国

4
5
都

道
府

県
,

ベ
ー

ス
ラ

イ
ン

：
1
9
8
9
年

フ
ォ

ロ
ー

ア
ッ

プ
：
2
0
年

後
(2

0
0
9
年

)
（
1
9
9
9
年

ま
で

,2
0
0
3
年

ま
で

,2
0
0
8
年

ま
で

の
フ

ォ
ロ

ー
ア

ッ
プ

だ
っ

た
都

道
府

県
あ

り
）

前
向

き
コ

ホ
ー

ト
研

究

記
載

な
し

自
記

式
質

問
紙

調
査

雇
用

形
態

,年
齢

,既
往

歴
,

居
住

地
,学

歴
,婚

姻
状

況
,

子
供

の
数

,総
死

亡
率

雇
用

形
態

(フ
ル

タ
イ

ム
,パ

ー
ト

タ
イ

ム
,自

営
業

),
年

齢
（
4
0
-
4
9
,5

0
-
5
9
),

学
歴

（
1
5
年

未
満

,1
6
-
1
8
年

,1
9

年
以

上
）
,ベ

ー
ス

ラ
イ

ン
時

の
既

往
歴

（
有

,無
:高

血
圧

,糖
尿

病
,腎

疾
患

,肝
疾

患
, 胆

石
又

は
胆

嚢
疾

患
,

胃
又

は
十

二
指

腸
潰

瘍
,結

核
又

は
胸

膜
炎

）
,子

供
の

数
（
有

,無
）

モ
デ

ル
1
年

齢
,地

域 モ
デ

ル
2
:モ

デ
ル

1
+
学

歴
,ベ

ー
ス

ラ
イ

ン
時

の
既

往
歴

,
婚

姻
状

況
,子

供
の

数
モ

デ
ル

3
:モ

デ
ル

2
+
フ

ル
タ

イ
ム

雇
用

（
荷

重
調

整
）

総
死

亡
率

1
)雇

用
形

態
と

総
死

亡
率

と
の

関
連

（
モ

デ
ル

2
）

・
パ

ー
ト

タ
イ

ム
従

業
員

と
自

営
業

者
の

総
死

亡
率

の
ハ

ザ
ー

ド
比

(H
R
)

は
,そ

れ
ぞ

れ
1
.4

8
と

1
.4

4
と

,フ
ル

タ
イ

ム
従

業
員

に
比

べ
て

総
死

亡
率

の
リ

ス
ク

が
高

い
。

フ
ル

タ
イ

ム
雇

用
で

荷
重

調
整

し
た

結
果

（
m

o
de

l3
）

・
パ

ー
ト

タ
イ

ム
従

業
員

と
自

営
業

者
の

総
死

亡
率

の
ハ

ザ
ー

ド
比

(H
R
)

は
,そ

れ
ぞ

れ
1
.3

6
と

1
.3

3
と

,フ
ル

タ
イ

ム
従

業
員

に
比

べ
て

総
死

亡
率

の
リ

ス
ク

が
高

い
。

・
学

歴
が

高
い

者
は

低
い

者
に

比
べ

て
リ

ス
ク

が
低

い
（
H

R
 0

.7
8
)。

・
ベ

ー
ス

ラ
イ

ン
時

に
既

往
歴

が
あ

っ
た

者
は

無
か

っ
た

者
に

比
べ

て
リ

ス
ク

が
高

い
(H

R
1
.4

4
)。

・
未

婚
者

は
既

婚
者

に
比

べ
て

リ
ス

ク
が

高
い

(H
R
2
.0

2
)。

2
)学

歴
別

雇
用

形
態

と
総

死
亡

率
と

の
関

連
・
低

学
歴

パ
ー

ト
タ

イ
ム

従
業

員
(H

R
 1

.7
7
)は

,高
学

歴
パ

ー
ト

タ
イ

ム
従

業
員

(H
R
 1

.3
3
)に

比
べ

て
総

死
亡

率
の

ハ
ザ

ー
ド

比
が

高
い

（
有

意
な

相
互

作
用

ｐ
＝

0
.0

4
）
。

・
中

年
期

の
女

性
に

お
い

て
,パ

ー
ト

タ
イ

ム
従

業
員

は
フ

ル
タ

イ
ム

従
業

員
に

比
べ

て
総

死
亡

率
の

リ
ス

ク
が

高
い

。
・
学

歴
別

に
み

る
と

,低
学

歴
パ

ー
ト

タ
イ

ム
従

業
員

は
,

高
学

歴
パ

ー
ト

タ
イ

ム
従

業
員

に
比

べ
て

総
死

亡
率

の
リ

ス
ク

が
高

い
。

・
雇

用
形

態
（
パ

ー
ト

タ
イ

ム
＞

フ
ル

タ
イ

ム
）

・
学

歴
（
低

＞
高

）

26
K
o
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i
Y
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(2

0
1
5
)

成
人

期
回

答
の

あ
っ

た
6
2
4
1
7
8

名
の

う
ち

,主
観

的
症

状
に

回
答

し
,2

0
-
3
9
歳

の
1
3
6
,8

4
9
名

を
対

象
者

と
し

た
。

厚
生

労
働

省
が

2
0
0
7
年

に
実

施
し

た
「
国

民
生

活
基

礎
調

査
」
の

デ
ー

タ
の

2
次

利
用

。

全
国

,2
0
0
7
年

横
断

研
究

調
査

員
が

配
布

し
た

調
査

票
に

世
帯

員
が

自
ら

記
入

し
,後

日
,調

査
員

が
回

収
し

た
。

自
記

式
質

問
紙

調
査

年
齢

,性
別

,就
労

状
態

,配
偶

者
の

有
無

,喫
煙

の
有

無
,精

神
的

健
康

状
態

(K
6
),
聴

覚
障

害

聴
覚

障
害

年
齢

,
性

別
就

労
状

態
,

配
偶

者
の

有
無

,
喫

煙
の

有
無

,
精

神
的

健
康

状
態

(K
6
)

・
聴

覚
障

害
が

あ
る

女
性

は
聴

覚
障

害
が

な
い

女
性

に
比

較
し

て
,配

偶
者

が
い

な
い

（
O

R
 1

.3
4
5
）
,喫

煙
し

て
い

る
（
O

R
 1

.8
3
9
）
,精

神
的

健
康

状
態

が
悪

い
（
O

R
 4

.8
5
0
）
オ

ッ
ズ

比
割

合
が

高
い

。

・
聴

覚
障

害
は

,,配
偶

者
が

い
な

い
,喫

煙
,精

神
的

健
康

状
態

が
悪

い
こ

と
と

関
連

が
み

ら
れ

た
。

・
一

方
,男

性
で

は
,就

労
し

て
い

る
,精

神
的

健
康

状
態

が
悪

い
,配

偶
者

が
い

る
こ

と
と

関
連

が
み

ら
れ

,喫
煙

と
は

関
連

が
み

ら
れ

な
か

っ
た

。

・
聴

覚
障

害

27
O

sh
io

 T
.

(2
0
1
5
)

成
人

期
第

１
回

調
査

（
2
0
0
5
年

）
か

ら
第

6
回

(2
0
1
0
年

)調
査

ま
で

継
続

的
に

有
効

回
答

の
得

ら
れ

た
う

ち
,9

,1
9
2
名

（
男

性
3
,5

8
5

名
,女

性
5
,6

0
7
名

）
の

デ
ー

タ
を

全
て

プ
ー

ル
し

た
も

の
（
5
0
歳

～
6
4
歳

）
を

解
析

対
象

者
と

し
た

。

2
0
0
5
年

～
2
0
1
0
年

中
高

年
縦

断
調

査
（
厚

生
労

働
省

）
の

デ
ー

タ
を

2
次

利
用

2
0
0
5
年

（
平

成
1
7
年

）
1
0

月
末

現
在

で
5
0
～

5
9
歳

で
あ

っ
た

全
国

の
男

女
を

対
象

と
し

,以
降

,前
回

調
査

又
は

前
々

回
調

査
に

お
い

て
協

力
を

得
ら

れ
た

者
を

対
象

と
し

た
。

全
国

,2
0
0
5
年

～
2
0
1
0
年

の
毎

年
1
回

1
1
月

第
1
水

曜
日

コ
ホ

ー
ト

研
究

厚
生

労
働

省
か

ら
郵

送
さ

れ
た

調
査

票
に

被
調

査
者

が
自

ら
記

入
し

,郵
送

に
よ

り
厚

生
労

働
省

に
提

出

自
記

式
質

問
紙

調
査

年
齢

,婚
姻

状
況

,学
歴

,世
帯

収
入

,就
労

状
況

,介
護

従
事

年
数

,介
護

時
間

/
週

,
被

介
護

者
と

の
同

居
,配

偶
者

の
介

護
,義

両
親

の
介

護
,そ

の
他

の
家

族
の

介
護

,精
神

的
健

康
度

（
K
6
)

(モ
デ

ル
2
）

介
護

従
事

年
数

,
就

労
状

況
,介

護
従

事
開

始
時

の
精

神
的

健
康

度
(K

6
)

（
モ

デ
ル

3
）

モ
デ

ル
2
+
介

護
時

間
/
週

,被
介

護
者

と
の

同
居

,配
偶

者
の

介
護

,義
両

親
の

介
護

, そ
の

他
の

家
族

の
介

護
（
モ

デ
ル

4
）

モ
デ

ル
3
+
介

護
従

事
年

数
と

の
交

互
作

用
（
介

護
時

間
/

週
,被

介
護

者
と

の
同

居
,配

偶
者

の
介

護
,義

両
親

の
介

護
,そ

の
他

の
家

族
の

介
護

,就
労

状
況

）

年
齢

,
婚

姻
状

況
,

学
歴

,
世

帯
収

入
,

就
労

状
況

,
調

査
年

精
神

的
健

康
度

（
K
6
)

（
モ

デ
ル

2
）

介
護

従
事

年
数

 0
.2

3
, 
介

護
開

始
時

の
精

神
的

健
康

度
(K

6
) 
0
.8

9

（
モ

デ
ル

3
）

介
護

従
事

年
数

 0
.2

2
, 
介

護
時

間
(週

1
4
時

間
を

上
回

る
）
 0

.2
4
, 
介

護
開

始
時

の
精

神
的

健
康

度
(K

6
) 
0
.8

8

(モ
デ

ル
4
）

介
護

従
事

年
数

×
介

護
時

間
/
週

 0
.1

9
介

護
従

事
年

数
×

被
介

護
者

と
の

同
居

 0
.2

2
介

護
従

事
年

数
×

配
偶

者
の

介
護

 0
.5

9
介

護
従

事
年

数
×

就
労

状
況

 0
.2

2
介

護
時

間
/
週

 0
.1

7
介

護
従

事
開

始
時

の
精

神
的

健
康

度
　

(K
6
) 
0
.8

8

・
男

性
で

は
,女

性
と

異
な

り
,い

ず
れ

の
モ

デ
ル

に
お

い
て

も
介

護
開

始
時

の
精

神
的

健
康

度
(K

6
) 
以

外
は

関
連

が
み

ら
れ

な
か

っ
た

。

・
介

護
従

事
年

数
×

介
護

時
間

/
週

・
介

護
従

事
年

数
×

被
介

護
者

と
の

同
居

・
介

護
従

事
年

数
×

配
偶

者
の

介
護

・
介

護
従

事
年

数
×

就
労

状
況 ・
介

護
時

間
/
週

28
H

ay
as

ak
a 

Y
,

e
t 

al
.

(2
0
0
7
)

成
人

期
～

高
齢

期

新
潟

県
内

に
勤

務
す

る
女

性
医

師
（
新

潟
県

医
師

会
登

録
者

3
6
4
名

,未
登

録
者

2
2
3
名

)の
内

,連
絡

の
取

れ
た

5
8
7
名

に
調

査
票

を
郵

送
し

,回
答

の
あ

っ
た

3
6
7
名

(2
0
歳

代
～

7
0
歳

代
）
を

解
析

対
象

者
と

し
た

。

新
潟

県
内

の
女

性
医

師
を

網
羅

的
に

抽
出

（
新

潟
県

医
師

会
登

録
者

3
6
4
名

,未
登

録
者

2
2
3

名
）
し

た
。

新
潟

県
,2

0
0
6
年

9
月

横
断

研
究

郵
送

法
自

記
式

質
問

紙
調

査

年
齢

,婚
姻

状
況

,専
門

科
,

勤
務

す
る

医
療

機
関

の
種

類
,役

職
,雇

用
形

態
,労

働
時

間
,夜

勤
の

有
無

,精
神

的
健

康
度

（
G

H
Q

‐
3
0
）

モ
デ

ル
1
（
年

齢
,

勤
務

す
る

医
療

機
関

の
種

類
,役

職
,

労
働

時
間

,夜
勤

の
有

無
）

モ
デ

ル
2
（
モ

デ
ル

1
か

ら
年

齢
除

く
）

全
て

の
独

立
変

数
（
多

変
量

解
析

,s
te

p-
w

is
e
法

）

精
神

的
健

康
度

（
G

H
Q

‐
3
0
）

（
モ

デ
ル

1
）

年
齢

が
若

い
（
回

帰
係

数
:P

ar
am

e
te

r 
E
st

im
at

e
 -

0
.0

0
2
9
8
）
,夜

勤
有

り
（
回

帰
係

数
:0

.6
8
2
）
,離

婚
し

て
い

る
（
回

帰
係

数
:1

.5
0
）
の

者
は

,精
神

的
健

康
度

が
低

い
。

（
モ

デ
ル

2
）

夜
勤

有
り

（
回

帰
係

数
:0

.6
7
0
）
,離

婚
し

て
い

る
（
回

帰
係

数
:1

.5
0
）
,非

常
勤

医
師

（
回

帰
係

数
:0

.8
0
7
）
,長

時
間

労
働

（
＞

5
0
時

間
/
週

）
（
回

帰
係

数
:0

.6
3
5
）
の

者
は

精
神

的
健

康
度

が
低

い
。

・
夜

勤
は

,年
齢

調
整

の
有

無
に

関
わ

ら
ず

,女
性

医
師

の
精

神
的

健
康

度
の

低
さ

と
関

連
し

て
い

た
。

・
夜

勤
・
離

婚

29
T
su

n
o
da

 H
,

e
t 

al
.

(2
0
0
8
)

成
人

期
～

高
齢

期

2
0
歳

以
上

の
1
,2

0
0
名

を
対

象
と

し
,ト

レ
ー

ニ
ン

グ
を

受
け

た
調

査
者

に
よ

る
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー
に

よ
る

調
査

を
実

施
し

,有
効

回
答

の
得

ら
れ

た
7
8
5
名

（
男

性
3
7
2
名

,女
性

4
1
3

名
）
を

解
析

対
象

者
と

し
た

。
対

象
者

の
年

齢
は

,2
0
歳

～
8
6
歳

（
平

均
5
3
.9

±
1
6
.1

)で
あ

っ
た

。

全
国

か
ら

国
勢

調
査

の
人

口
で

重
み

付
け

し
て

,
無

作
為

に
1
2
0
地

区
を

抽
出

。
そ

の
後

,各
地

区
の

住
民

台
帳

か
ら

無
作

為
に

2
0
歳

以
上

の
者

を
1
0
名

ず
つ

（
1
,2

0
0
名

）
抽

出
し

た
。

日
本

,2
0
0
4
年

1
1
月

1
8
日

～
1
2
月

7
日

横
断

研
究

面
接

法
自

記
式

質
問

紙
調

査

年
齢

,性
別

,教
育

歴
,ソ

ー
シ

ャ
ル

キ
ャ

ピ
タ

ル
,不

安
感

,迷
信

依
存

,信
仰

心
,ス

ピ
リ

チ
ュ

ア
ル

依
存

,健
康

の
満

足
度

,自
覚

症
状

の
有

無

年
齢

,
性

別
,

教
育

歴
,

ソ
ー

シ
ャ

ル
キ

ャ
ピ

タ
ル

,
不

安
感

,
迷

信
依

存
,

信
仰

心
,

ス
ピ

リ
チ

ュ
ア

ル
依

存

全
て

の
独

立
変

数
（
多

変
量

解
析

,s
te

p-
w

is
e
法

）

健
康

の
満

足
度

,
自

覚
症

状
の

有
無

（
健

康
の

満
足

度
）

・
世

帯
収

入
の

低
い

者
は

高
い

者
に

比
較

し
て

リ
ス

ク
が

高
い

（
O

R
 4

.0
9
)

・
尊

敬
す

る
人

が
い

な
い

者
は

い
る

者
に

比
較

し
て

リ
ス

ク
が

高
い

（
O

R
2
.3

0
）

・
不

安
感

が
あ

る
者

は
な

い
者

に
比

較
し

て
リ

ス
ク

が
高

い
（
O

R
 2

.4
2
)

・
迷

信
を

気
に

す
る

者
は

気
に

し
な

い
者

に
比

較
し

て
リ

ス
ク

が
高

い
（
O

R
2
.4

2
)

（
自

覚
症

状
の

有
無

）
・
互

恵
主

義
で

な
い

者
は

互
恵

主
義

の
者

に
比

較
し

て
リ

ス
ク

が
高

い
（
O

R
 1

. 8
7
)

・
不

安
感

が
あ

る
者

は
な

い
者

に
比

較
し

て
リ

ス
ク

が
高

い
（
O

R
 2

.1
0
)

・
男

女
共

に
,不

安
感

が
あ

る
者

は
な

い
者

に
比

較
し

て
リ

ス
ク

が
高

か
っ

た
。

・
ま

た
,女

性
で

は
,世

帯
収

入
の

低
い

者
と

迷
信

を
気

に
す

る
者

が
健

康
の

満
足

度
の

リ
ス

ク
が

高
か

っ
た

（
男

性
で

は
関

連
は

見
ら

れ
な

か
っ

た
）
の

に
対

し
,男

性
で

は
,

信
仰

心
を

重
要

視
す

る
者

が
自

覚
症

状
の

リ
ス

ク
が

高
か

っ
た

（
女

性
で

は
関

連
は

み
ら

れ
な

か
っ

た
）
。

・
世

帯
収

入
・
ソ

ー
シ

ャ
ル

キ
ャ

ピ
タ

ル
（
尊

敬
す

る
人

が
い

る
）

・
心

理
社

会
的

要
因

（
不

安
感

あ
り

,迷
信

を
気

に
す

る
,

互
恵

主
義

で
な

い
）

高
齢

期
（
成

人
期

と
の

重
複

含
む

）

成
人

期

-27-
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S
u
gi

u
ra

 K
 e

t
al

. 
(2

0
0
9
)

成
人

期
～

高
齢

期

大
阪

府
東

大
阪

市
の

2
0
2
0
人

を
対

象
と

し
,回

収
率

は
6
3
.7

%
（
1
2
8
7

人
）
。

そ
の

う
ち

,介
護

者
と

一
緒

に
暮

ら
し

て
い

る
9
4
7
名

の
う

ち
,デ

ー
タ

の
漏

れ
が

あ
る

者
,家

族
以

外
の

介
護

者
,施

設
で

介
護

さ
れ

て
い

る
者

を
除

い
た

の
ち

,高
齢

の
介

護
者

3
0
8
名

（
夫

1
3
5
人

,妻
1
7
3
名

）
が

解
析

対
象

（
配

偶
者

を
介

護
し

て
い

る
も

の
）
。

夫
の

平
均

年
齢

は
7
3
.6

歳
,妻

の
平

均
年

齢
は

7
0
.2

歳
。

東
大

阪
市

で
訪

問
介

護
/
デ

イ
サ

ー
ビ

ス
を

利
用

し
て

い
る

高
齢

者
の

家
族

,ま
た

は
介

護
保

険
を

利
用

し
て

一
人

暮
ら

し
を

し
て

い
る

高
齢

者
の

う
ち

2
0
2
0
人

（
全

体
の

3
0
％

）
を

介
護

度
別

に
ラ

ン
ダ

ム
に

抽
出

。

大
阪

府
東

大
阪

市
,2

0
0
2
年

8
月

～
9
月

横
断

研
究

郵
送

法
自

記
式

質
問

紙
調

査

介
護

者
・
非

介
護

者
の

年
齢

,雇
用

状
態

,年
収

,家
族

へ
の

経
済

的
依

存
,居

住
環

境
,介

護
度

（
A

D
L
の

指
標

と
し

て
）
,認

知
機

能
,介

護
量

（
A

D
L
 a

n
d

In
st

ru
m

e
n
ta

l 
A

c
ti
vi

ti
e
s

o
f 
D

ai
ly

 L
iv

in
g 

(I
A

D
L
)

c
ar

e
 a

ss
is

ta
n
c
e

sc
al

e
s）

,介
護

期
間

,介
護

者
の

コ
ー

ピ
ン

グ
方

法
（
S
u
gi

u
ra

 e
t 

al
.の

尺
度

の
一

部
を

利
用

）
,在

宅
介

護
サ

ー
ビ

ス
の

利
用

,介
護

者
の

う
つ

状
態

（
th

e
 R

ad
lo

ff
1
2
-
it
e
m

 C
e
n
te

r 
fo

r
E
pi

de
m

io
lo

gi
c
al

S
tu

di
e
s 

–
 D

e
pr

e
ss

io
n

(C
E
S
-
D

) 
sc

al
e
）

介
護

者
の

年
齢

,
雇

用
状

態
,年

収
,

家
族

へ
の

経
済

的
依

存
,居

住
環

境
,

居
住

環
境

,介
護

度
（
A

D
L
の

指
標

と
し

て
）
,認

知
機

能
,介

護
量

（
A

D
L

an
d

In
st

ru
m

e
n
ta

l
A

c
ti
vi

ti
e
s

o
f 
D

ai
ly

 L
iv

in
g

(I
A

D
L
) 
c
ar

e
as

si
st

an
c
e

sc
al

e
s）

,介
護

期
間

,介
護

者
の

コ
ー

ピ
ン

グ
方

法
（
S
u
gi

u
ra

 e
t 

al
.

の
尺

度
の

一
部

を
利

用
）
,在

宅
介

護
サ

ー
ビ

ス
の

利
用

全
て

の
独

立
変

数
介

護
者

の
う

つ
(C

E
S
-
D

)
・
被

介
護

者
の

認
知

機
能

障
害

ス
コ

ア
が

高
い

者
ほ

ど
C

E
S
-
D

ス
コ

ア
が

高
い

(標
準

化
係

数
0
.2

0
5
)

・
自

分
以

外
の

介
護

者
の

存
在

が
あ

る
者

ほ
ど

C
E
S
-
D

ス
コ

ア
が

低
い

(標
準

化
係

数
-
0
.1

8
0
)

・
被

介
護

者
の

認
知

機
能

障
害

ス
コ

ア
が

高
い

こ
と

,自
分

以
外

の
介

護
者

の
存

在
が

な
い

こ
と

が
う

つ
状

態
の

重
さ

と
関

連
し

て
い

た
。

・
一

方
,男

性
で

は
,世

帯
構

成
（
子

供
と

同
居

し
て

い
な

い
）
,就

労
状

況
（
働

い
て

い
な

い
）
,A

D
L
及

び
IA

D
L
の

ケ
ア

を
し

て
い

る
こ

と
,介

護
期

間
が

短
い

,よ
り

高
い

w
ill

in
g

c
o
m

m
it
m

e
n
tを

示
す

こ
と

,介
護

サ
ー

ビ
ス

と
し

て
シ

ョ
ー

ト
ス

テ
イ

を
利

用
し

て
い

る
こ

と
,が

う
つ

状
態

の
重

さ
と

関
連

し
て

お
り

,女
性

と
異

な
る

関
連

が
み

ら
れ

た
。

・
被

介
護

者
の

認
知

機
能

障
害

ス
コ

ア
・
自

分
以

外
の

介
護

者
の

存
在

（
な

し
）

31
In

o
u
e
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 e
t 
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.

(2
0
1
0
)

成
人

期
～

高
齢

期

全
国

の
2
8
7
8
0
7
世

帯
の

対
象

者
の

う
ち

,2
3
0
5
9
6

世
帯

が
質

問
紙

調
査

に
参

加
（
8
0
.1

%
 回

収
率

）
。

,調
査

員
が

5
4
4
0

地
域

の
う

ち
ラ

ン
ダ

ム
に

抽
出

さ
れ

た
2
0
0
0
地

域
（
3
6
2
8
5
世

帯
）
を

訪
れ

,
年

収
に

つ
い

て
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー
し

た
（
2
4
5
7
8
世

帯
が

協
力

。
回

収
率

6
7
.7

%
）
。

最
終

的
に

4
7
4
7
9
名

（
男

性
2
2
6
7
4

名
,女

性
2
4
8
0
5
名

）
が

調
査

に
参

加
,そ

の
う

ち
,

自
営

業
,農

業
,漁

業
,林

業
,無

職
,デ

ー
タ

の
漏

れ
の

あ
る

者
は

除
き

,1
7
1
7
8
名

（
男

性
9
4
6
1
名

,女
性

7
7
1
7

名
,1

5
～

8
3
歳

）
を

解
析

対
象

者
と

し
た

。

2
0
0
7
年

の
国

勢
調

査
デ

ー
タ

を
２

次
利

用
　

国
勢

調
査

の
為

に
ラ

ン
ダ

ム
に

抽
出

さ
れ

た
5
4
4
0

地
域

,2
8
7
8
0
7
世

帯
を

対
象

と
し

た
。

全
国

,2
0
0
7
年

6
月

～
7
月

横
断

研
究

調
査

員
が

配
布

し
た

調
査

票
に

世
帯

員
が

自
ら

記
入

し
,後

日
,調

査
員

が
回

収
し

た
。

自
記

式
質

問
紙

調
査

雇
用

契
約

,企
業

規
模

,職
種

,心
理

的
ス

ト
レ

ス
（
K
6

尺
度

）
,精

神
疾

患
の

治
療

の
有

無
,年

齢
,婚

姻
,世

帯
年

収

雇
用

契
約

,
企

業
規

模
,

職
種

年
齢

,
婚

姻
状

況
,

世
帯

収
入

,
雇

用
契

約
,

企
業

規
模

,
職

種

心
理

的
ス

ト
レ

ス
（
K
6
）

・
臨

時
,契

約
雇

用
の

女
性

は
,正

規
雇

用
の

女
性

に
比

べ
て

心
理

的
ス

ト
レ

ス
の

リ
ス

ク
が

有
意

に
高

い
（
O

R
=
1
.1

8
, 
1
.0

1
-
1
.3

9
）

・
臨

時
,契

約
雇

用
の

女
性

は
,正

規
雇

用
の

女
性

に
比

べ
て

心
理

的
ス

ト
レ

ス
の

リ
ス

ク
が

高
く
,雇

用
契

約
と

の
関

連
が

み
ら

れ
た

が
,企

業
規

模
,職

種
と

は
関

連
が

み
ら

れ
な

か
っ

た
。

・
一

方
,男

性
で

は
雇

用
契

約
（
パ

ー
ト

タ
イ

ム
雇

用
）
及

び
企

業
規

模
（
3
0
0
人

以
上

1
,0

0
0
人

未
満

）
に

お
い

て
,

心
理

的
ス

ト
レ

ス
の

リ
ス

ク
と

関
連

が
み

ら
れ

,女
性

と
異

な
る

結
果

で
あ

っ
た

。

・
雇

用
契

約
（
臨

時
,契

約
雇

用
）
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(2
0
1
2
)

高
齢

期
東

京
都

A
区

在
住

の
6
5

歳
以

上
の

高
齢

者
の

う
ち

,4
～

9
月

生
ま

れ
で

,施
設

入
所

者
を

除
く
3
9
0
5

人
（
男

性
1
5
3
9
人

,女
性

2
3
6
6
人

)を
対

象
と

し
,2

4
3
1
人

（
回

収
率

6
3
.5

%
）
か

ら
回

答
を

得
,

回
答

の
漏

れ
な

ど
の

無
い

1
9
5
4
人

（
男

性
7
7
4

人
,女

性
1
1
7
5
人

）
を

解
析

対
象

者
と

し
た

。

2
0
1
0
年

5
月

時
点

で
東

京
都

A
区

に
在

住
す

る
6
5
歳

以
上

の
高

齢
者

東
京

都
,2

0
1
0
年

5
月

横
断

研
究

郵
送

法
自

記
式

質
問

紙
調

査
法

精
神

的
健

康
度

（
W

o
rl
d

H
e
al

th
 O

rg
an

iz
at

io
n

M
e
n
ta

l 
H

e
al

th
 W

e
ll

B
e
in

g 
In

de
x 

-
 f
iv

e
it
e
m

s：
W

H
O

-
5
）
,年

齢
,性

別
,教

育
年

数
,同

居
者

の
有

無
,ソ

ー
シ

ャ
ル

サ
ポ

ー
ト

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

（
日

本
語

版
L
u
bb

e
n
 S

o
c
ia

l
N

e
tw

o
rk

 S
c
al

e
 短

縮
版

：
L
S
N

S
-
6
）
,要

介
護

支
援

認
定

の
有

無
,主

観
的

健
康

観
,四

大
疾

病
の

有
無

,
疼

痛
,日

中
の

眠
気

（
日

本
語 版

E
pw

o
rt

h
 S

le
e
pi

n
e
ss

S
c
al

e
：
J
E
S
S
）
,物

忘
れ

の
不

安

年
齢

,性
別

,教
育

年
数

,同
居

者
の

有
無

,ソ
ー

シ
ャ

ル
サ

ポ
ー

ト
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
（
日

本
語

版
L
u
bb

e
n
 S

o
c
ia

l
N

e
tw

o
rk

 S
c
al

e
短

縮
版

：
L
S
N

S
-

6
）
,要

介
護

支
援

認
定

の
有

無
,主

観
的

健
康

観
,四

大
疾

病
の

有
無

,
疼

痛
,日

中
の

眠
気

（
日

本
語

版
E
pw

o
rt

h
S
le

e
pi

n
e
ss

S
c
al

e
：
J
E
S
S
）
,物

忘
れ

の
不

安

年
齢

，
性

別
，

教
育

年
数

，
同

居
者

の
有

無
，

ソ
ー

シ
ャ

ル
サ

ポ
ー

ト
・

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

，
脳

卒
中

，
心

疾
患

，
強

い
疼

痛
，

日
中

の
眠

気
，

も
の

忘
れ

の
不

安

精
神

的
健

康
度

・
要

介
護

要
支

援
非

認
定

群
の

女
性

で
は

,ソ
ー

シ
ャ

ル
サ

ポ
ー

ト
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
が

小
さ

い
（
O

R
=
3
.4

1
, 
2
.0

8
-
5
.5

9
）
,主

観
的

健
康

観
が

低
い

（
O

R
=
5
.9

5
, 
3
.6

1
-
9
.8

0
）
,物

忘
れ

の
不

安
が

あ
る

（
O

R
=
2
.7

6
, 
1
.5

7
-

4
.8

6
）
が

,そ
れ

ぞ
れ

独
立

に
精

神
的

健
康

度
の

低
さ

に
影

響
し

て
い

た
。

・
非

認
定

群
で

は
,教

育
年

数
が

低
い

,ソ
ー

シ
ャ

ル
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
が

小
さ

い
,主

観
的

健
康

感
が

低
い

,日
中

の
眠

気
,物

忘
れ

の
不

安
が

精
神

的
健

康
度

の
低

さ
と

関
連

。
・
非

認
定

群
に

お
け

る
女

性
の

結
果

は
男

性
も

同
様

。

・
教

育
年

数
が

低
い

・
ソ

ー
シ

ャ
ル

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

が
小

さ
い

・
物

忘
れ

の
不

安

高
齢

期
（
成

人
期

と
の

重
複

含
む

）

-28-
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(2
0
1
3
)

高
齢

期
調

査
に

応
じ

た
全

国
の

6
5
歳

以
上

の
4
,9

9
7
名

が
1
9
9
9
年

の
ベ

ー
ス

ラ
イ

ン
調

査
に

回
答

し
,2

0
0
1
年

の
2
回

目
の

調
査

に
も

回
答

し
た

2
,5

9
6
名

を
解

析
対

象
と

し
た

。

N
U

J
L
S
O

A
（
T
h
e
 N

ih
o
n

U
n
iv

e
rs

it
y 

J
ap

an
e
se

L
o
n
gi

tu
di

n
al

 S
tu

dy
 o

f
A

gi
n
g）

※
サ

ン
プ

リ
ン

グ
の

具
体

的
方

法
は

記
載

な
し

全
国

,
ベ

ー
ス

ラ
イ

ン
：

1
9
9
9
年

フ
ォ

ロ
ー

ア
ッ

プ
：
2
0
0
1
年

前
向

き
コ

ホ
ー

ト
研

究

訪
問

に
よ

る
面

接
法

自
記

式
質

問
紙

調
査

年
齢

,婚
姻

状
況

,収
入

,雇
用

状
況

,居
住

地
,家

族
構

成
,息

子
と

の
同

居
,娘

と
の

同
居

,手
段

的
サ

ポ
ー

ト
,情

緒
的

サ
ポ

ー
ト

,地
域

の
交

流
,A

D
L
,慢

性
的

症
状

,主
観

的
健

康
感

,息
子

と
の

近
居

,娘
と

の
近

居
,う

つ
症

状
（
C

E
S
-
D

）
,雇

用
状

況
,持

ち
家

の
有

無

年
齢

,婚
姻

状
況

,
収

入
,雇

用
状

況
,

居
住

地
,家

族
構

成
,息

子
と

の
同

居
,娘

と
の

同
居

,
手

段
的

サ
ポ

ー
ト

,
情

緒
的

サ
ポ

ー
ト

,
地

域
の

交
流

,A
D

L
,慢

性
的

症
状

,主
観

的
健

康
感

,息
子

と
の

近
居

,娘
と

の
近

居

全
て

の
独

立
変

数
（
多

変
量

解
析

）
う

つ
（
C

E
S
-
D

）
・
世

帯
収

入
が

少
な

い
ほ

ど
,う

つ
症

状
ス

コ
ア

は
高

い
。

・
慢

性
的

症
状

が
多

い
ほ

ど
,う

つ
症

状
ス

コ
ア

は
高

い
。

・
主

観
的

健
康

感
が

低
い

ほ
ど

,う
つ

症
状

ス
コ

ア
は

高
い

。
・
娘

と
の

近
居

及
び

A
D

L
が

高
い

ほ
ど

,う
つ

症
状

ス
コ

ア
は

低
い

。

・
世

帯
収

入
が

少
な

い
ほ

ど
慢

性
的

症
状

が
多

い
ほ

ど
,

主
観

的
健

康
感

が
低

い
ほ

ど
,う

つ
症

状
ス

コ
ア

は
高

く
,

娘
と

の
近

居
及

び
A

D
L
が

高
い

ほ
ど

,う
つ

症
状

ス
コ

ア
は

低
か

っ
た

。
・
な

お
,男

性
は

女
性

と
異

な
り

,年
齢

が
高

齢
ほ

ど
,う

つ
症

状
ス

コ
ア

が
高

い
。

ま
た

,慢
性

的
症

状
と

は
関

連
が

み
ら

れ
な

か
っ

た
が

,そ
の

他
（
世

帯
収

入
,主

観
的

健
康

感
,娘

と
の

近
居

及
び

A
D

L
）
は

女
性

と
同

様
の

関
連

が
み

ら
れ

た
。

・
世

帯
収

入
（
負

の
関

連
）

・
娘

と
の

近
居

な
し

34
Y
an

g 
S
, 
 e

t
al

.
(2

0
1
3
)

高
齢

期
調

査
に

応
じ

た
多

摩
市

在
住

の
6
5
歳

以
上

の
1
6
,6

4
2
名

が
ベ

ー
ス

ラ
イ

ン
調

査
（
2
0
0
1
年

）
に

協
力

し
,1

3
,1

9
5
名

か
ら

回
答

を
得

た
（
回

答
率

8
0
.2

%
)。

そ
し

て
,2

回
目

（
2
0
0
4
年

）
の

調
査

に
協

力
し

た
8
,5

5
8
名

（
転

居
：

5
0
5
名

, 
死

亡
：
9
1
4
名

,
未

回
答

：
3
,2

1
8
名

）
の

内
,有

効
回

答
を

得
た

7
,9

0
5
名

を
解

析
対

象
と

し
た

。

多
摩

市
在

住
の

6
5
歳

以
上

の
高

齢
者

1
6
,6

4
2
名

を
対

象
に

調
査

を
実

施
し

た
。

東
京

都
多

摩
市

,ベ
ー

ス
ラ

イ
ン

：
2
0
0
1
年

9
月 フ

ォ
ロ

ー
ア

ッ
プ

：
2
0
0
4
年

9
月

前
向

き
コ

ホ
ー

ト
研

究

郵
送

法
自

記
式

質
問

紙
調

査

性
別

,年
齢

,学
歴

,世
帯

収
入

,基
本

日
常

生
活

動
作

能
力

：
B

A
D

L
(B

as
ic

A
c
ti
vi

ty
 o

f 
D

ai
ly

L
iv

in
g）

,手
段

的
日

常
生

活
動

作
能

力
：
IA

D
L
(

In
st

ru
m

e
n
ta

l 
A

c
ti
vi

ti
e
s

o
f 
D

ai
ly

 L
iv

in
g)

,外
出

頻
度

,要
支

援
・
要

介
護

S
E
S
（
学

歴
+
世

帯
収

入
）
2
0
0
1
,身

体
的

健
康

（
B

A
D

L
+
IA

D
L
+

外
出

頻
度

）
2
0
0
1
,

身
体

的
健

康
（
B

A
D

L
+
IA

D
L
+

外
出

頻
度

）
2
0
0
4

全
て

の
独

立
変

数
（
多

変
量

解
析

）
・

パ
ス

解
析

要
支

援
・
要

介
護

・
S
E
S
2
0
0
1
（
学

歴
+
世

帯
収

入
）
は

,直
接

的
ル

ー
ト

（
S
E
S
2
0
0
1
→

要
支

援
・
要

介
護

2
0
0
4
）
（
標

準
化

推
定

値
0
.1

1
3
）
ま

た
は

間
接

的
ル

ー
ト

（
S
E
S
2
0
0
1
→

身
体

的
健

康
2
0
0
1
→

身
体

的
健

康
2
0
0
4
→

要
支

援
・
要

介
護

2
0
0
4
）
（
標

準
化

推
定

値
‐
0
.2

4
9
）
で

関
連

が
み

ら
れ

た
。

・
身

体
的

健
康

2
0
0
1
は

,間
接

ル
ー

ト
で

関
連

が
み

ら
れ

た
（
標

準
化

推
定

値
‐
0
.6

6
8
）

身
体

的
健

康
2
0
0
4
は

,直
接

ル
ー

ト
で

関
連

が
み

ら
れ

た
（
標

準
化

推
定

値
‐
0
.8

3
9
）

・
身

体
的

健
康

度
は

,要
支

援
・
要

介
護

に
直

接
関

連
し

（
負

の
関

連
）
,Ｓ

Ｅ
Ｓ

（
学

歴
,世

帯
収

入
）
は

,身
体

的
健

康
度

を
介

し
て

,間
接

的
に

関
連

（
負

の
関

連
）
し

て
い

た
（
直

接
的

に
は

正
の

関
連

が
み

ら
れ

た
）
。

・
男

性
に

お
い

て
も

同
様

の
関

連
が

み
ら

れ
た

・
学

歴
＋

世
帯

収
入

35
K
an

 C
, 
e
t 

al
.

(2
0
1
4
)

成
人

期
～

高
齢

期

調
査

対
象

と
し

た
3
0
歳

～
7
9
歳

の
1
,0

2
7
（
男

性
5
0
5
名

,女
性

5
2
2
名

）
の

内
,有

効
回

答
を

得
た

者
を

解
析

対
象

者
と

し
た

。
（
学

歴
か

ら
の

媒
介

分
析

）
：

男
性

4
8
2
名

,女
性

5
0
6

名 （
主

観
的

社
会

地
位

か
ら

の
媒

介
分

析
）

男
性

4
6
9
名

,女
性

4
8
7

名

東
京

都
2
3
区

内
に

在
住

す
る

3
0
歳

～
7
9
歳

に
つ

い
て

,住
民

台
帳

か
ら

無
作

為
に

抽
出

し
た

1
,0

2
7

（
男

性
5
0
5
名

,女
性

5
2
2

名
）
を

対
象

と
し

た
。

※
M

ID
J
A

(M
id

lif
e
 i
n

J
ap

an
)と

し
て

実
施

し
た

も
の

東
京

2
3
区

,
2
0
0
8
年

～
2
0
0
1
年

横
断

研
究

訪
問

に
よ

る
聞

き
取

り
調

査
自

記
式

質
問

紙
調

査

年
齢

,婚
姻

状
況

,学
歴

,主
観

的
社

会
地

位
,主

観
的

健
康

感
,慢

性
症

状
,セ

ル
フ

エ
ス

テ
ィ

ー
ム

,自
己

コ
ン

ト
ロ

ー
ル

,神
経

質
,楽

観
主

義

Ｓ
Ｅ

Ｓ
（
学

歴
,主

観
的

社
会

地
位

）

（
媒

介
変

数
）

セ
ル

フ
エ

ス
テ

ィ
ー

ム
,自

己
コ

ン
ト

ロ
ー

ル
,神

経
質

,
楽

観
主

義

全
て

の
独

立
変

数
（
多

変
量

解
析

：
マ

ル
チ

レ
ベ

ル
媒

介
分

析
）

主
観

的
健

康
感

,
慢

性
症

状
（
学

歴
）

・
主

観
的

健
康

感
と

関
連

は
み

ら
れ

な
い

が
,以

下
の

媒
介

変
数

を
介

す
る

と
有

意
な

関
連

あ
り

(O
R
 0

.0
5
1
)。

（
学

歴
か

ら
主

観
的

健
康

感
へ

の
媒

介
）

自
己

コ
ン

ト
ロ

ー
ル

（
0
.0

2
4
）

楽
観

主
義

（
0
.0

1
0
）

・
慢

性
症

状
と

は
媒

介
変

数
を

介
し

て
も

関
連

は
み

ら
れ

な
か

っ
た

。
（
主

観
的

社
会

的
地

位
）

・
主

観
的

健
康

観
と

関
連

が
あ

り
（
0
.1

6
7
）
,ま

た
以

下
の

媒
介

変
数

を
介

し
て

も
有

意
な

関
連

あ
り

(O
R
 0

.1
6
4
)。

（
主

観
的

社
会

地
位

か
ら

主
観

的
健

康
感

へ
の

媒
介

）
自

己
コ

ン
ト

ロ
ー

ル
（
0
.0

8
0
）

神
経

質
（
0
.0

4
8
）

楽
観

主
義

（
0
.0

2
3
）

・
慢

性
症

状
と

関
連

は
み

ら
れ

な
い

が
,以

下
の

媒
介

変
数

を
介

す
る

と
負

の
関

連
あ

り
（
O

R
 -

0
.0

9
7
)

（
主

観
的

社
会

地
位

か
ら

慢
性

症
状

へ
の

媒
介

）
神

経
質

（
-
0
.0

5
4
：
負

の
相

関
）

楽
観

主
義

（
-
0
.0

2
3
：
負

の
相

関
）

・
学

歴
は

男
女

共
に

自
己

コ
ン

ト
ロ

ー
ル

な
ど

の
媒

介
に

よ
っ

て
の

み
関

連
を

関
連

を
示

し
た

が
,女

性
は

慢
性

症
状

と
は

い
ず

れ
の

関
連

も
見

ら
れ

な
か

っ
た

。

・
主

観
的

社
会

地
位

は
男

女
共

に
主

観
的

健
康

観
と

関
連

を
示

し
,自

己
コ

ン
ト

ロ
ー

ル
,神

経
質

な
ど

に
よ

る
媒

介
に

よ
っ

て
も

関
連

を
示

し
た

。

・
慢

性
的

症
状

と
は

男
女

共
に

負
の

関
連

を
示

し
,女

性
で

は
神

経
質

,楽
観

主
義

に
よ

る
媒

介
に

よ
っ

て
の

み
負

の
関

連
を

示
し

た
。

・
学

歴
:心

理
的

要
因

の
媒

介
に

よ
っ

て
主

観
的

健
康

感
と

関
連

・
主

観
的

社
会

地
位

:心
理

的
要

因
の

媒
介

に
よ

っ
て

主
観

的
健

康
感

（
正

）
,慢

性
症

状
（
負

）
と

関
連

36
S
ai

to
 M

, 
e
t

al
.

(2
0
1
4
)

高
齢

期
調

査
対

象
者

と
し

た
6
5

歳
以

上
の

高
齢

者
1
1
2
,1

2
3
名

に
質

問
紙

調
査

を
実

施
し

,6
6
.3

％
か

ら
回

答
を

得
た

。
そ

の
内

,有
効

回
答

を
得

た
2
4
,7

4
2
名

を
解

析
対

象
者

と
し

た
。

Ｊ
Ａ

Ｇ
Ｅ

Ｓ
（
J
ap

an
G

e
ro

n
to

lo
gi

c
al

E
va

lu
at

io
n
 s

tu
dy

)日
本

老
年

学
的

評
価

研
究

と
し

て
実

施
。

全
国

3
1
市

町
村

に
居

住
す

る
6
5
歳

以
上

の
高

齢
者

を
無

作
為

に
抽

出
し

,1
1
2
,1

2
3
名

を
対

象
と

し
た

。

全
国

3
1
市

町
村

,
2
0
1
0
年

8
月

～
2
0
1
2
年

1
2
月

横
断

研
究

郵
送

法
自

記
式

質
問

紙
調

査

年
齢

,学
歴

,婚
姻

状
況

,治
療

中
の

疾
病

,物
忘

れ
,

ソ
ー

シ
ャ

ル
サ

ポ
ー

ト
,相

対
的

貧
困

,相
対

的
剥

奪
,

居
住

地
域

の
高

齢
化

率
,

人
口

密
度

,生
活

保
護

受
給

割
合

,主
観

的
健

康
感

,
う

つ
症

状
（
G

D
S
-
1
5
）

年
齢

,学
歴

,婚
姻

状
況

,治
療

中
の

疾
病

,物
忘

れ
,

ソ
ー

シ
ャ

ル
サ

ポ
ー

ト
,相

対
的

貧
困

,相
対

的
剥

奪
,

居
住

地
域

の
高

齢
化

率
,人

口
密

度
,

生
活

保
護

受
給

割
合

,

全
て

の
独

立
変

数
（
多

変
量

解
析

）
主

観
的

健
康

感
,

う
つ

（
G

D
S
-
1
5
）

（
主

観
的

健
康

感
）

・
年

齢
（
7
5
歳

以
上

）
は

7
5
歳

未
満

に
比

較
し

て
リ

ス
ク

が
高

い
（
P
R
 1

.2
9
)

・
学

歴
1
0
年

以
上

は
9
年

以
下

に
比

較
し

て
リ

ス
ク

が
高

い
（
P
R
 1

.1
9
)

・
婚

姻
状

況
（
離

婚
）
は

既
婚

に
比

較
し

て
リ

ス
ク

が
高

い
（
P
R
 0

.8
3
)

・
ソ

ー
シ

ャ
ル

サ
ポ

ー
ト

が
な

い
者

は
あ

る
者

に
比

較
し

て
リ

ス
ク

が
高

い
（
P
R
 1

.5
8
)

・
相

対
的

貧
困

の
者

は
そ

う
で

な
い

者
に

比
較

し
て

リ
ス

ク
が

高
い

(P
R

1
.1

3
)

・
相

対
的

剥
奪

の
あ

る
者

は
な

い
者

に
比

較
し

て
リ

ス
ク

が
高

い
(１

つ
：
P
R

1
.3

1
,2

つ
以

上
：
P
R
 1

.2
7
)

（
う

つ
症

状
）

・
年

齢
（
8
5
歳

以
上

）
は

7
5
歳

未
満

に
比

較
し

て
リ

ス
ク

が
高

い
（
P
R
 1

.1
5
)

・
学

歴
1
0
年

以
上

は
9
年

以
下

に
比

較
し

て
リ

ス
ク

が
高

い
（
P
R
 1

.0
9
)

・
ソ

ー
シ

ャ
ル

サ
ポ

ー
ト

が
な

い
者

は
あ

る
者

に
比

較
し

て
リ

ス
ク

が
高

い
（
P
R
 1

.8
4
)

・
相

対
的

貧
困

の
者

は
そ

う
で

な
い

者
に

比
較

し
て

リ
ス

ク
が

高
い

(P
R

1
.2

4
)

・
相

対
的

剥
奪

の
あ

る
者

は
な

い
者

に
比

較
し

て
リ

ス
ク

が
高

い
(１

つ
：
P
R

1
.3

6
,2

つ
以

上
：
P
R
 1

.4
3
)

・
相

対
的

貧
困

×
相

対
的

剥
奪

と
は

関
連

が
み

ら
れ

な
か

っ
た

。
・
ま

た
,男

性
も

女
性

と
ほ

ぼ
同

様
の

関
連

が
み

ら
れ

た
。

（
主

観
的

健
康

感
）

・
年

齢
（
7
5
歳

以
上

＞
7
5
歳

未
満

）
・
学

歴
・
婚

姻
状

況
（
離

婚
＞

既
婚

）
・
ソ

ー
シ

ャ
ル

サ
ポ

ー
ト

(な
し

>
あ

り
）

・
相

対
的

貧
困

・
相

対
的

剥
奪

(う
つ

症
状

）
・
年

齢
（
7
5
歳

以
上

＞
7
5
歳

未
満

）
・
学

歴
・
ソ

ー
シ

ャ
ル

サ
ポ

ー
ト

(な
し

>
あ

り
）

・
相

対
的

貧
困

・
相

対
的

剥
奪

高
齢

期
（
成

人
期

と
の

重
複

含
む

）

-29-
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K
o
n
do

 N
,e

t
al

.
(2

0
1
5
)

高
齢

期
調

査
対

象
者

と
し

た
3

県
,1

5
自

治
体

に
居

住
す

る
6
5
歳

以
上

の
高

齢
者

5
9
,6

2
2
名

に
質

問
紙

調
査

を
実

施
し

,3
2
,8

9
1
名

（
5
5
.1

％
）
か

ら
回

答
を

得
た

。
そ

の
内

,詳
細

な
死

亡
率

デ
ー

タ
の

得
ら

れ
た

自
治

体
に

居
住

す
る

2
1
,0

3
1
名

（
男

性
9
,6

0
2
名

,女
性

1
1
,4

2
9

名
）
を

解
析

対
象

者
と

し
た

。

Ａ
Ｇ

Ｅ
Ｓ

（
A

ic
h
i

G
e
ro

n
to

lo
gi

c
al

E
va

lu
at

io
n
 s

tu
dy

)日
本

老
年

学
的

評
価

研
究

と
し

て
実

施
。

愛
知

県
を

含
む

3
県

,1
5

自
治

に
居

住
す

る
6
5
歳

以
上

の
高

齢
者

を
無

作
為

に
抽

出
し

,5
9
,6

2
2
名

を
対

象
と

し
た

。

愛
知

県
を

含
む

3
県

,
ベ

ー
ス

ラ
イ

ン
：

2
0
0
3
年

フ
ォ

ロ
ー

ア
ッ

プ
：
2
0
0
7
年

前
向

き
コ

ホ
ー

ト
研

究

郵
送

法
自

記
式

質
問

紙
調

査

人
口

統
計

学
的

要
因

（
年

齢
,性

別
,婚

姻
状

況
）
,S

E
S
(収

入
,学

歴
),
健

康
状

態
(疾

病
の

有
無

及
び

医
療

機
関

の
受

診
）
,う

つ
症

状
（
G

D
S
),
健

康
行

動
（
喫

煙
,飲

酒
身

体
活

動
,健

診
受

診
）
,　

相
対

的
剥

奪
,

死
亡

率
（
が

ん
,循

環
器

疾
患

,そ
の

他
,喫

煙
関

連
の

が
ん

）

相
対

的
剥

奪
人

口
統

計
学

的
要

因
（
年

齢
,性

別
,婚

姻
状

況
）
,S

E
S
(収

入
,学

歴
),
健

康
状

態
(疾

病
の

有
無

及
び

医
療

機
関

の
受

診
,う

つ
症

状
（
G

D
S
))

上
記

+
う

つ
症

状
（
G

D
S
),
健

康
行

動
（
喫

煙
,飲

酒
身

体
活

動
,健

診
受

診
）

死
亡

率
（
が

ん
,循

環
器

疾
患

,そ
の

他
,喫

煙
関

連
の

が
ん

）

関
連

は
み

ら
れ

な
か

っ
た

・
男

性
で

は
,相

対
的

剥
奪

と
死

亡
率

（
循

環
器

疾
患

）
と

の
関

連
が

み
ら

れ
た

（
H

R
 1

.5
0
)

無
し

38
W

at
an

ab
e

M
,e

t 
al

.
(2

0
0
8
)

妊
産

婦
調

査
に

同
意

の
得

ら
れ

た
3
1
8
名

の
内

,流
産

,多
胎

児
,早

産
,2

5
0
0
ｇ
未

満
児

,異
常

分
娩

,精
神

疾
患

と
妊

娠
合

併
症

の
既

往
歴

の
あ

る
者

,郵
送

法
に

よ
る

質
問

紙
調

査
の

回
答

に
不

備
の

あ
っ

た
者

を
除

外
し

,2
3
5
名

（
7
3
.9

%
）
（
平

均
年

齢
3
1
，

5
±

4
.2

歳
）
を

解
析

対
象

者
と

し
た

。

神
奈

川
県

内
の

産
婦

人
科

で
2
0
0
6
年

1
月

か
ら

1
2
月

に
出

産
し

た
女

性
で

同
意

の
得

ら
れ

た
3
1
8

名
の

内
,流

産
,多

胎
児

,
早

産
,2

5
0
0
ｇ
未

満
児

,異
常

分
娩

,精
神

疾
患

と
妊

娠
合

併
症

の
既

往
歴

の
あ

る
者

以
外

を
対

象
者

と
し

た
。

神
奈

川
県

,
2
0
0
6
年

1
月

～
1
2
月

ベ
ー

ス
ラ

イ
ン

：
妊

娠
3
5
週

フ
ォ

ロ
ー

ア
ッ

プ
：
産

後
5
日

，
１

か
月

後
,3

か
月

後

前
向

き
コ

ホ
ー

ト
研

究

郵
送

法

※
マ

タ
ニ

テ
ィ

ブ
ル

ー
ス

（
妊

娠
3
5
週

）
と

産
後

う
つ

（
出

産
1
か

月
後

又
は

3
か

月
後

）
と

の
関

連
を

検
討

（
個

人
要

因
は

出
産

5
日

後
に

調
査

）

自
記

式
質

問
紙

調
査

年
齢

,マ
タ

ニ
テ

ィ
ブ

ル
ー

ス
,産

後
う

つ
（
E
P
D

S
）
,生

活
の

質
（
Q

O
L
‐
2
6
の

下
位

尺
度

の
内

,社
会

的
領

域
,

環
境

的
領

域
）
,出

産
歴

,教
育

歴
,妊

娠
期

間
中

の
勤

労
の

有
無

,飲
酒

習
慣

,運
動

習
慣

,両
親

学
級

へ
の

参
加

の
有

無
,

年
齢

,マ
タ

ニ
テ

ィ
ブ

ル
ー

ス
,生

活
の

質
（
Q

O
L
‐
2
6
の

下
位

尺
度

の
内

,社
会

的
領

域
,環

境
的

領
域

）
,出

産
歴

,
教

育
歴

,妊
娠

期
間

中
の

勤
労

の
有

無
,飲

酒
習

慣
,両

親
学

級
へ

の
参

加
の

有
無

,

（
モ

デ
ル

１
）

マ
タ

ニ
テ

ィ
ブ

ル
ー

ス
,出

産
歴

,教
育

歴
,妊

娠
期

間
中

の
勤

労
の

有
無

,
飲

酒
習

慣
,両

親
運

動
習

慣
,学

級
へ

の
参

加
の

有
無

,
（
モ

デ
ル

2
）

モ
デ

ル
1
＋

妊
娠

中
の

う
つ

（
E
P
D

S
）
,生

活
の

質
（
社

会
的

領
域

,
環

境
的

領
域

）

産
後

う
つ

（
E
P
D

S
）

（
モ

デ
ル

1
）

・
マ

タ
ニ

テ
ィ

ブ
ル

ー
ス

ス
コ

ア
8
点

以
上

の
者

は
8
点

未
満

の
者

に
比

較
し

て
リ

ス
ク

が
高

い
（
O

R
 9

.8
4
)

（
モ

デ
ル

2
）

・
マ

タ
ニ

テ
ィ

ブ
ル

ー
ス

ス
コ

ア
8
点

以
上

の
者

は
8
点

未
満

の
者

に
比

較
し

て
リ

ス
ク

が
高

い
（
O

R
 6

.1
7
)

妊
娠

中
の

産
後

う
つ

ス
コ

ア
が

高
い

者
は

,低
い

者
に

比
較

し
て

リ
ス

ク
が

高
い

（
O

R
1
.1

5
）

・
妊

娠
中

3
5
週

に
マ

タ
ニ

テ
ィ

ブ
ル

ー
ス

ス
コ

ア
が

高
い

者
は

低
い

者
に

比
較

し
て

産
後

う
つ

（
E
P
D

S
）
の

リ
ス

ク
が

高
か

っ
た

。
・
出

産
歴

,教
育

歴
,妊

娠
期

間
中

の
勤

労
の

有
無

,飲
酒

習
慣

,両
親

学
級

へ
の

参
加

の
有

無
,Q

O
L
,妊

娠
中

の
う

つ
を

調
整

し
て

も
リ

ス
ク

は
高

か
っ

た
。

無
し

39
S
at

o
h
 A

, 
e
t

al .(
2
0
0
9
)

妊
産

婦
青

森
県

の
農

村
地

域
で

,2
0
0
2
年

1
～

3
月

の
間

に
出

産
し

た
2
0
5
名

の
う

ち
,研

究
に

同
意

し
た

1
6
9
名

の
女

性
（
1
0
～

4
0

代
,精

神
疾

患
が

あ
り

精
神

科
医

の
診

察
を

受
け

た
者

と
出

生
時

2
0
0
0
g

未
満

だ
っ

た
児

の
母

親
は

除
く
）
を

解
析

対
象

者
と

し
た

。

保
健

所
に

４
か

月
検

診
で

訪
れ

た
母

親
を

対
象

者
と

し
た

。

青
森

県
,

2
0
0
2
年

1
～

3
月

横
断

研
究

集
合

法
（
保

健
所

に
母

親
が

検
診

で
訪

れ
た

際
に

質
問

票
へ

の
回

答
を

依
頼

）

自
記

式
質

問
紙

調
査

T
h
e
 E

di
n
bu

rg
h

P
o
st

n
at

al
 D

e
pr

e
ss

io
n

S
c
al

e
 (
E
P
D

S
)：

産
後

う
つ

尺
度

,初
産

o
r経

産
,年

齢
,

仕
事

,全
般

的
健

康
問

題
（
m

o
di

fi
e
d 

C
o
rn

e
ll

M
e
di

c
al

 I
n
de

x 
：
C

M
I）

,社
会

性
（
m

o
di

fi
e
d

M
au

ds
le

y
P
e
rs

o
n
al

 I
n
ve

n
to

ry
 ：

M
P
I）

,出
産

回
数

,中
絶

の
有

無
,妊

娠
中

の
異

常
,帝

王
切

開
,産

後
入

院
中

の
異

常
,出

産
時

の
児

の
体

重
,育

児
へ

の
不

安
（
8
項

目
）
,産

後
１

か
月

時
の

異
常

,夫
の

協
力

（
4
項

目
）
,家

族
構

成
（
核

家
族

,母
親

の
実

家
o
r父

親
の

実
家

,「
里

帰
り

」
,誰

が
主

に
手

伝
っ

て
い

る
か

）

全
般

的
健

康
問

題
,社

会
性

,子
供

の
数

,妊
娠

中
の

異
常

,産
後

入
院

中
の

異
常

,育
児

へ
の

不
安

,夫
の

協
力

（
産

後
う

つ
と

単
相

関
で

関
連

が
み

ら
れ

た
も

の
）

全
て

の
独

立
変

数
産

後
う

つ
・
社

会
性

が
低

い
者

は
ほ

ど
産

後
う

つ
ス

コ
ア

が
高

い
（
0
.2

9
0
)

・
子

供
の

数
が

多
い

者
ほ

ど
産

後
う

つ
ス

コ
ア

が
低

い
（
-
0
.1

9
1
)

・
育

児
へ

の
不

安
が

あ
る

者
ほ

ど
産

後
う

つ
ス

コ
ア

が
高

い
（
0
.2

6
5
)

・
夫

の
協

力
が

な
い

者
は

あ
る

者
に

比
較

し
て

産
後

う
つ

ス
コ

ア
が

高
い

（
0
.1

4
0
)

・
社

会
性

が
低

く
,子

供
の

数
が

少
な

く
,妊

娠
時

の
異

常
が

多
く
,育

児
に

対
す

る
不

安
が

あ
り

,夫
の

協
力

が
少

な
い

母
親

ほ
ど

,産
後

う
つ

の
程

度
が

重
い

。

・
社

会
性

が
低

い
・
子

供
の

数
が

少
な

い
・
育

児
に

対
す

る
不

安
が

あ
る ・
夫

の
協

力
が

少
な

い

妊
産

婦

高
齢

期
（
成

人
期

と
の

重
複

含
む

）

-30-
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(2
0
1
3
)

妊
産

婦
静

岡
県

の
聖

隷
浜

松
病

院
で

,3
7
週

以
降

の
出

産
し

た
母

親
を

対
象

と
し

,
死

産
,未

熟
児

,デ
ー

タ
の

漏
れ

が
あ

る
者

は
除

外
し

,最
終

的
に

1
5
0
2
0
人

を
解

析
対

象
者

と
し

た
。

聖
隷

浜
松

病
院

で
1
9
9
7
-
2
0
1
0
年

の
間

に
出

産
し

た
2
1
8
5
5
例

を
対

象
者

と
し

た
。

静
岡

県
,

1
9
9
7
-
2
0
1
0
年

横
断

研
究

面
接

法
病

院
の

カ
ル

テ
,

又
は

診
察

時
の

聞
き

取
り

母
親

の
職

業
,父

親
の

職
業

,妊
娠

中
の

体
重

増
加

,
母

親
の

年
齢

,母
親

の
飲

酒
習

慣
,母

親
の

喫
煙

習
慣

,父
親

の
喫

煙
習

慣

母
親

の
職

業
,父

親
の

職
業

,母
親

の
年

齢
,母

親
の

飲
酒

習
慣

,母
親

の
喫

煙
習

慣
,父

親
の

喫
煙

習
慣

全
て

の
独

立
変

数
妊

娠
中

の
体

重
増

加
（
不

足
,過

剰
）

【
妊

娠
前

B
M

Iが
低

体
重

の
者

】
・
自

営
業

の
夫

を
持

つ
主

婦
の

者
,専

門
職

の
夫

を
持

つ
主

婦
の

者
,自

身
が

会
社

員
の

者
,自

身
が

専
門

職
の

者
は

会
社

員
の

夫
を

持
つ

者
に

比
較

し
て

妊
娠

中
の

体
重

増
加

不
足

の
リ

ス
ク

が
高

い
（
O

R
 1

.9
6
, 
O

R
 2

.2
6
,

O
R
1
.8

3
, 
O

R
 1

.9
5
)

・
妊

娠
中

の
飲

酒
習

慣
が

あ
る

者
,喫

煙
習

慣
が

あ
る

者
は

な
い

者
に

比
較

し
て

妊
娠

中
の

体
重

増
加

不
足

の
リ

ス
ク

が
低

い
（
O

R
 0

.5
2
, 
O

R
0
.7

9
)

・
妊

娠
中

の
喫

煙
習

慣
が

あ
る

者
は

な
い

者
に

比
較

し
て

妊
娠

中
の

体
重

増
加

過
剰

の
リ

ス
ク

が
高

い
(O

R
 1

.8
9
)

【
妊

娠
前

B
M

Iが
普

通
体

重
の

者
】

・
妊

娠
年

齢
が

2
5
歳

—
3
5
歳

の
者

,3
5
歳

よ
り

高
い

者
は

2
5
歳

未
満

の
者

に
比

較
し

て
妊

娠
中

の
体

重
増

加
不

足
の

リ
ス

ク
が

高
い

(O
R
 1

.1
9
, 
O

R
1
.3

6
)

・
妊

娠
中

の
喫

煙
習

慣
が

あ
る

者
は

な
い

者
に

比
較

し
て

妊
娠

中
の

体
重

増
加

不
足

の
リ

ス
ク

が
低

く
（
O

R
 0

.6
6
),
妊

娠
中

の
体

重
増

加
過

剰
の

リ
ス

ク
が

高
い

（
O

R
 1

.9
3
)

・
妊

娠
中

の
喫

煙
習

慣
が

あ
る

者
は

な
い

者
に

比
較

し
て

妊
娠

中
の

体
重

増
加

過
剰

の
リ

ス
ク

が
高

い
（
O

R
 1

.2
7
)

【
妊

娠
前

B
M

Iが
肥

満
の

者
】

・
妊

娠
年

齢
が

3
5
歳

よ
り

高
い

者
は

2
5
歳

未
満

の
者

に
比

較
し

て
妊

娠
中

の
体

重
増

加
不

足
の

リ
ス

ク
が

低
い

（
O

R
 0

.2
8
)

・
妊

娠
中

の
喫

煙
習

慣
が

あ
る

者
は

な
い

者
に

比
較

し
て

体
重

増
加

過
剰

の
リ

ス
ク

が
低

い
（
O

R
 0

.5
3
)

【
妊

娠
前

Ｂ
Ｍ

Ｉが
低

体
重

の
者

】
・
職

業
（
自

営
業

又
は

専
門

職
の

夫
を

持
つ

主
婦

で
あ

る
こ

と
,自

身
が

会
社

員
又

は
専

門
職

で
あ

る
こ

と
）
は

,
妊

娠
中

の
体

重
増

加
不

足
の

リ
ス

ク
と

関
連

が
み

ら
れ

た
が

,増
加

過
剰

の
リ

ス
ク

と
は

関
連

が
み

ら
れ

な
か

っ
た

。
・
行

動
（
飲

酒
,喫

煙
）
は

,体
重

増
加

不
足

の
リ

ス
ク

と
関

連
（
負

）
が

み
ら

れ
,喫

煙
は

体
重

増
加

過
剰

の
リ

ス
ク

と
関

連
が

み
ら

れ
た

。

【
妊

娠
前

B
M

Iが
普

通
体

重
の

者
】
及

び
【
妊

娠
前

Ｂ
Ｍ

Ｉ
が

肥
満

の
者

】
・
共

通
し

て
,妊

娠
年

齢
が

3
5
歳

よ
り

高
い

者
は

2
5
歳

未
満

の
者

に
比

較
し

て
妊

娠
中

の
体

重
増

加
不

足
と

関
連

が
み

ら
れ

た
が

,職
業

と
は

関
連

が
み

ら
れ

な
か

っ
た

。

【
妊

娠
前

Ｂ
Ｍ

Ｉが
低

体
重

の
者

】
・
職

業
（
自

営
業

又
は

専
門

職
の

夫
を

持
つ

主
婦

で
あ

る
こ

と
,自

身
が

会
社

員
又

は
専

門
職

で
あ

る
こ

と
）
:妊

娠
中

の
体

重
増

加
不

足
・
行

動
（
飲

酒
,喫

煙
）
:妊

娠
中

の
体

重
増

加
不

足
（
負

の
関

連
）

・
喫

煙
:妊

娠
中

の
体

重
増

加
過

剰

【
妊

娠
前

B
M

Iが
普

通
体

重
の

者
】
及

び
【
妊

娠
前

Ｂ
Ｍ

Ｉが
肥

満
の

者
】

・
妊

娠
年

齢
が

3
5
歳

よ
り

高
い

:妊
娠

中
の

体
重

増
加

不
足
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(2
0
1
4
)

妊
産

婦
調

査
対

象
者

と
し

た
1
4
7

名
の

女
性

の
内

,入
院

中
及

び
1
か

月
後

の
質

問
紙

調
査

で
有

効
回

答
の

得
ら

れ
た

1
8
歳

～
3
9
歳

の
1
0
0
名

（
8
8
.7

％
）
を

解
析

対
象

者
と

し
た

。

愛
知

県
内

の
2
つ

の
病

院
（
産

婦
人

科
）
で

出
産

し
,調

査
に

同
意

の
得

ら
れ

た
1
4
7
名

の
女

性
（
正

期
産

で
健

康
な

児
を

正
常

分
娩

し
た

者
）
を

対
象

者
と

し
た

。

愛
知

県
聖

隷
浜

松
病

院
ベ

ー
ス

ラ
イ

ン
：

2
0
0
9
年

1
月

フ
ォ

ロ
ー

ア
ッ

プ
：
2
0
0
9
年

1
0

月

前
向

き
コ

ホ
ー

ト
研

究

留
め

置
き

法
（
入

院
中

）
と

郵
送

法
（
1
か

月
後

）

自
記

式
質

問
紙

調
査

妊
娠

・
出

産
等

に
関

す
る

感
情

,年
齢

　
,夫

/
パ

ー
ト

ナ
ー

の
年

齢
,母

親
の

雇
用

状
況

,夫
/
パ

ー
ト

ナ
ー

の
雇

用
状

況
,里

帰
り

出
産

,サ
ポ

ー
ト

体
制

の
存

在
,

マ
タ

ニ
テ

ィ
ブ

ル
ー

ス
(M

B
S
),
産

後
う

つ
(E

P
D

S
),

子
供

へ
の

愛
情

・
愛

着
（
M

A
I）

マ
タ

ニ
テ

ィ
ブ

ル
ー

ス
(M

B
S
)又

は
産

後
う

つ
(E

P
D

S
)と

単
相

関
で

有
意

な
関

連
が

見
ら

れ
た

も
の

（
妊

娠
・
出

産
等

に
関

す
る

感
情

,
年

齢
,里

帰
り

分
娩

）

全
て

の
独

立
変

数
（
多

変
量

解
析

）
マ

タ
ニ

テ
ィ

ブ
ル

ー
ス

(M
B

S
):
入

院
中

産
後

う
つ

（
Ｅ

Ｐ
Ｄ

Ｓ
）
:出

産
1
か

月
後

（
マ

タ
ニ

テ
ィ

ブ
ル

ー
ス

）
・
妊

娠
や

育
児

に
つ

い
て

相
談

で
き

る
友

人
の

存
在

（
標

準
β

-
0
.2

5
1
)

・
里

帰
り

出
産

（
標

準
β

-
0
.2

7
7
)

（
産

後
う

つ
）

・
妊

娠
や

育
児

に
つ

い
て

相
談

で
き

る
友

人
の

存
在

（
標

準
β

-
0
.2

8
5
)

・
夫

/
パ

ー
ト

ナ
ー

の
年

齢
（
標

準
β

 0
.1

8
1
)

・
マ

タ
ニ

テ
ィ

ブ
ル

ー
ス

は
,相

談
で

き
る

友
人

の
存

在
,里

帰
り

出
産

と
負

の
関

連
が

み
ら

れ
た

。

・
産

後
う

つ
は

,相
談

で
き

る
友

人
の

存
在

,夫
/
パ

ー
ト

ナ
ー

の
年

齢
と

負
の

関
連

が
み

ら
れ

た
。

（
マ

タ
ニ

テ
ィ

ブ
ル

ー
ス

）
・
妊

娠
や

育
児

に
つ

い
て

相
談

で
き

る
友

人
の

存
在

（
負

の
関

連
）

・
里

帰
り

出
産

（
負

の
関

連
）

（
産

後
う

つ
）

・
妊

娠
や

育
児

に
つ

い
て

相
談

で
き

る
友

人
の

存
在

（
負

の
関

連
）

・
夫

/
パ

ー
ト

ナ
ー

の
年

齢
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(2
0
1
4
)

妊
産

婦
調

査
協

力
に

同
意

し
た

6
0
2
名

の
母

親
の

内
,質

問
紙

調
査

の
回

答
に

不
備

の
な

か
っ

た
5
8
4
名

（
平

均
年

齢
3
1
.4

歳
±

5
.1

歳
）
を

解
析

対
象

者
と

し
た

。

長
崎

県
内

の
2
つ

の
保

健
セ

ン
タ

ー
2
お

い
て

,子
供

の
4
か

月
健

診
の

た
め

に
来

所
し

た
母

親
6
4
6

名
の

内
,同

意
書

の
得

ら
れ

た
6
0
2
名

を
対

象
者

と
し

た
。

長
崎

県
,

2
0
1
1
年

1
1
月

～
2
0
1
2
年

7
月

横
断

研
究

留
め

置
き

法
自

記
式

質
問

紙
調

査

年
齢

,身
長

,体
重

,出
産

週
数

,出
産

数
,分

娩
方

法
,分

娩
時

妊
娠

ス
テ

ー
ジ

,婚
姻

状
況

,計
画

妊
娠

,母
乳

育
児

状
況

,規
則

的
な

食
事

,
食

欲
,外

出
頻

度
,経

済
的

困
窮

,ス
ト

レ
ス

フ
ル

な
出

来
事

の
経

験
,う

つ
歴

,精
神

的
健

康
度

（
G

H
Q

-
1
2
)

年
齢

,出
産

週
数

,
出

産
数

,分
娩

方
法

,婚
姻

状
況

,分
娩

時
妊

娠
ス

テ
ー

ジ
,計

画
妊

娠
,母

乳
育

児
状

況
,規

則
的

な
食

事
,食

欲
,外

出
頻

度
,経

済
的

困
窮

,ス
ト

レ
ス

フ
ル

な
出

来
事

の
経

験
,う

つ
歴

全
て

の
独

立
変

数
（
多

変
量

解
析

）
精

神
的

健
康

度
（
G

H
Q

-
1
2
)

・
年

齢
が

高
い

者
は

低
い

者
に

比
較

し
て

リ
ス

ク
が

高
い

（
O

R
 1

.1
 ）

・
不

規
則

な
食

事
の

者
は

規
則

的
な

食
事

の
者

に
比

較
し

て
リ

ス
ク

が
高

い
（
O

R
 3

.0
)

・
う

つ
歴

が
あ

る
者

は
な

い
者

に
比

較
し

て
リ

ス
ク

が
高

い
（
O

R
 6

.0
)

・
産

後
4
カ

月
の

女
性

に
お

い
て

,年
齢

,不
規

則
な

食
事

,
う

つ
歴

が
精

神
的

健
康

度
と

関
連

が
み

ら
れ

た
。

・
経

済
的

困
窮

は
有

意
な

関
連

が
見

ら
れ

な
か

っ
た

（
ボ

ー
ダ

ー
ラ

イ
ン

と
本

文
中

で
は

述
べ

て
い

る
）
。

・
年

齢
・
不

規
則

な
食

事
・
う

つ
歴

あ
り
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(2
0
1
5
)

妊
産

婦
調

査
対

象
者

と
し

た
1
,7

7
5
名

の
内

,妊
娠

2
0

週
で

の
有

効
回

答
が

得
ら

れ
な

か
っ

た
者

,そ
の

病
院

で
出

産
し

な
か

っ
た

者
（
5
8
名

）
を

除
外

し
,

産
後

数
日

以
内

,産
後

1
か

月
で

継
続

的
に

有
効

回
答

が
得

ら
れ

た
1
,1

3
3

名
を

解
析

対
象

者
と

し
た

。
解

析
対

象
者

の
平

均
年

齢
は

3
5
.0

6
±

4
.3

5
歳

で
あ

っ
た

。

2
0
1
2
年

～
2
0
1
3
年

に
世

田
谷

区
内

の
1
4
病

院
で

出
産

し
た

女
性

で
調

査
協

力
の

同
意

が
得

ら
れ

た
1
,7

7
5
名

を
調

査
対

象
者

と
し

た
。

世
田

谷
区

,
2
0
1
2
年

～
2
0
1
3
年

ベ
ー

ス
ラ

イ
ン

：
妊

娠
2
0
週

フ
ォ

ロ
ー

ア
ッ

プ
：
産

後
数

日
以

内
,1

か
月

前
向

き
コ

ホ
ー

ト
研

究

留
め

置
き

法
自

記
式

質
問

紙
調

査
又

は
ip

ad
2

の
ア

プ
リ

ケ
ー

シ
ョ

ン （
M

O
M

O
N

G
A

)

妊
娠

2
0
週

に
お

け
る

う
つ

症
状

（
E
P
D

S
),
 若

年
出

産
（
2
0
歳

未
満

）
,高

齢
出

産
（
3
4
歳

以
上

）
,多

胎
妊

娠
,

就
労

状
況

,雇
用

形
態

,労
働

時
間

/
週

,夜
1
0
時

以
降

の
残

業
,パ

ー
ト

ナ
ー

の
有

無
,情

緒
的

・
手

段
的

サ
ポ

ー
ト

,家
族

の
つ

な
が

り
の

欠
如

感
,出

産
歴

,幼
少

期
の

虐
待

記
憶

,幼
少

期
の

愛
情

記
憶

,最
近

の
身

体
的

・
精

神
的

治
療

の
受

診
,望

ま
な

い
妊

娠
,1

年
以

内
の

ス
ト

レ
ス

フ
ル

イ
ベ

ン
ト

,年
齢

,世
帯

収
入

,学
歴

,
飲

酒
,賭

け
事

,貧
困

産
後

う
つ

（
E
P
D

S
),
不

妊
治

療
の

有
無

,受
精

の
方

法
,出

産
週

数
,出

産
方

法

調
査

項
目

の
内

,
産

後
う

つ
（
E
P
D

S
)

と
有

意
な

関
連

が
み

ら
れ

た
項

目
（
情

緒
的

・
手

段
的

サ
ポ

ー
ト

,家
族

の
つ

な
が

り
の

欠
如

感
,出

産
歴

,幼
少

期
の

虐
待

記
憶

,
幼

少
期

の
愛

情
記

憶
,最

近
の

身
体

的
・
精

神
的

治
療

の
受

診
,1

年
以

内
の

ス
ト

レ
ス

フ
ル

イ
ベ

ン
ト

（
転

居
,離

婚
,失

業
）
,賭

け
事

全
て

の
独

立
変

数
（
多

変
量

解
析

）
産

後
う

つ
（
E
P
D

S
）

・
妊

娠
2
0
週

に
お

け
る

う
つ

症
状

が
ハ

イ
リ

ス
ク

の
者

は
低

リ
ス

ク
の

者
に

比
べ

て
リ

ス
ク

が
高

い
（
O

R
5
.4

5
）

・
初

産
の

者
は

経
産

婦
に

比
べ

て
リ

ス
ク

が
高

い
（
O

R
3
.3

8
）

　 ＜
妊

娠
2
0
週

に
お

け
る

う
つ

症
状

を
除

い
た

場
合

の
結

果
＞

・
家

族
の

つ
な

が
り

の
欠

如
感

が
高

い
者

は
低

い
者

に
比

較
し

て
リ

ス
ク

が
高

い
(O

R
 1

.5
8
)

・
出

産
歴

が
初

産
の

者
は

経
産

婦
に

比
較

し
て

リ
ス

ク
が

高
い

（
O

R
 3

.0
6
)

・
最

近
の

身
体

的
治

療
の

受
診

が
あ

る
者

は
な

い
者

に
比

較
し

て
リ

ス
ク

が
高

い
(O

R
 2

.0
2
)

・
最

近
の

精
神

的
治

療
の

受
診

が
あ

る
者

は
な

い
者

に
比

較
し

て
リ

ス
ク

が
高

い
(O

R
 3

.9
4
)

・
家

庭
環

境
,心

理
的

要
因

,行
動

要
因

と
関

連
が

み
ら

れ
た

。
・
家

族
の

つ
な

が
り

の
欠

如
感 ・
最

近
の

身
体

的
治

療
の

受
診 ・
最

近
の

精
神

的
治

療
の

受
診

妊
産

婦

-31-



 

 

 

 

項目 エンドポイント 件（内、高齢期）
※

精神的健康感
（心理的ストレス、精神的健康感）

8(3)

うつ 7(3)

主観的健康感（健康の満足度、含む） 6(3)

睡眠障害（不眠症、睡眠の質、
日中の眠気、含む）

3(0)

身体的・精神的健康度（SF-36) 2(0)

自覚症状の有無（主訴、慢性症状） 4(2)

死亡率 3(1)

脳卒中の発症率 3(0)

肥満（BMI≧25） 2(0)

月経関連疾患 1(0)

要支援・要介護 1(1)

産後うつ 4(0)

妊娠中の体重増加 1(0)

精神的健康感 1(0)

マタニティブルース 1(0)

※
のべ件数

主観的
健康度

身体的
健康度

妊産婦の
健康度

表2　採択論文41件におけるエンドポイント（健康）の種類別件数

研究デザイン：横断28件,コホート13件
対象：成人期31件（内,妊産婦6件）,高齢期10件（内,成人期との重複5件）
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件
数

要
因

件
数

要
因

件
数

要
因

件
数

要
因

件
数

要
因

件
数

要
因

精
神

的
健

康
感

（
心

理
的

ス
ト

レ
ス

、
精

神
的

健
康

感
）

5

・
職

種
（
事

務
職

）
・
貧

困
（
負

の
関

連
）

・
労

働
時

間
・
労

働
時

間
（
8
時

間
未

満
）

(負
の

関
連

)
・
介

護
時

間
/
週

3

・
家

族
構

成
（
一

人
暮

ら
し

＜
家

族
と

同
居

）
・
義

母
と

の
同

居
（
負

の
関

連
）

・
婚

姻
状

況
（
未

婚
者

＜
既

婚
者

）

3
・
運

動
習

慣
無

し
・
甘

い
も

の
摂

取
習

慣
・
塩

辛
い

も
の

摂
取

習
慣

1
・
介

護
負

担
（
負

の
関

連
）

0
2

・
年

齢
（
負

の
関

連
）

・
聴

覚
障

害

う
つ

2
・
職

種
（
専

門
職

）
・
労

働
時

間
（
8
時

間
超

）
0

3

・
喫

煙
習

慣
（
非

喫
煙

）
(負

の
関

連
)

・
喫

煙
習

慣
有

り
・
ス

ト
レ

ス
軽

減
テ

ク
ニ

ッ
ク

な
し

3

・
職

場
関

連
の

ス
ト

レ
ッ

サ
―

（
仕

事
の

量
的

負
担

,　
昇

進
不

安
,職

場
内

の
圧

迫
,上

司
や

同
僚

の
サ

ポ
ー

ト
低

い
）

・
中

小
企

業
関

連
の

ス
ト

レ
ッ

サ
―

（
健

康
関

連
の

配
慮

不
足

,社
長

と
の

血
縁

関
係

有
り

）
・
仕

事
関

連
の

ス
ト

レ
ス

（
仕

事
の

裁
量

感
低

い
,仕

事
の

適
正

感
低

い
）

0
2

・
年

齢
（
5
0
歳

よ
り

上
）

（
負

の
関

連
）

・
年

齢
（
負

の
関

連
）

主
観

的
健

康
感

（
健

康
の

満
足

度
、

含
む

）
4

・
雇

用
状

況
（
期

間
雇

用
）
 2

・
主

婦
・
失

業
状

態
5

・
離

婚
 3

・
家

庭
に

子
供

が
い

る
・
未

婚
（
負

の
関

連
）

0
0

0
5

・
年

齢
が

高
い

（
4
9
歳

～
5
5
歳

）
・
年

齢
が

若
い

（
1
9
歳

～
3
1
歳

）
（
負

の
関

連
）

・
年

齢
が

高
い

（
4
9
歳

～
6
4
歳

）
・
年

齢
が

若
い

（
1
9
歳

～
2
8
歳

）
（
負

の
関

連
）

・
年

齢
（
4
0
代

、
5
0
代

）

睡
眠

障
害

（
不

眠
症

、
睡

眠
の

質
、

日
中

の
眠

気
、

含
む

）
3

・
就

業
・
労

働
時

間
（
長

・
短

＞
中

）
・
交

代
勤

務
有

1
・
家

庭
で

の
役

割
（
既

婚
子

有
り

<
未

婚
子

無
し

）
0

　
3

・
仕

事
に

よ
る

家
庭

生
活

へ
の

圧
迫

・
家

庭
生

活
に

よ
る

仕
事

へ
の

圧
迫

・
仕

事
の

裁
量

度
（
低

・
中

>
高

）
0

0

身
体

的
・
精

神
的

健
康

度
（
S

F
-
3
6
)

1
・
雇

用
状

況
（
働

い
て

い
な

い
）

0
2

・
飲

酒
・
身

体
活

動
4

・
仕

事
に

よ
る

家
庭

生
活

へ
の

圧
迫

・
家

庭
生

活
に

よ
る

仕
事

へ
の

圧
迫

・
仕

事
の

裁
量

度
（
負

の
関

連
）

・
仕

事
の

要
求

度

0
1

・
年

齢
（
負

の
関

連
）

1
5

9
8

1
1

0
1
0

自
覚

症
状

の
有

無
（
主

訴
、

慢
性

症
状

）
1

・
世

帯
支

出
（
低

い
）

1
・
婚

姻
状

況
（
既

婚
）

0
0

0
0

死
亡

率
2

・
雇

用
形

態
（
パ

ー
ト

タ
イ

ム
＞

フ
ル

タ
イ

ム
）

・
学

歴
（
低

い
）

0
3

・
睡

眠
時

間
 2

・
健

診
受

診
歴

0
0

0

脳
卒

中
の

発
症

率
5

・
学

歴
 2

・
職

業
分

類
（
ホ

ワ
イ

ト
カ

ラ
ー

、
管

理
職

）
・
社

会
経

済
的

地
位

の
矛

盾
・
職

種

1
・
家

庭
で

の
役

割
0

1
・
仕

事
上

の
ス

ト
レ

ス
0

0

肥
満

（
B

M
I≧

2
5
）

0
0

0
0

0
0

月
経

関
連

疾
患

0
0

1
・
喫

煙
習

慣
2

・
ス

ト
レ

ス
 2

2
・
タ

バ
コ

の
匂

い
・
職

場
が

高
温

多
湿

環
境

（
負

の
関

連
）

3
・
年

齢
（
負

の
関

連
）
 2

・
出

産
回

数
（
負

の
関

連
）

要
支

援
・
要

介
護

0
0

0
0

0
0

8
2

4
3

2
3

の
べ

件
数

属
性

表
3
-
1
　

採
択

論
文

4
1
件

に
お

け
る

エ
ン

ド
ポ

イ
ン

ト
（
健

康
）
の

種
類

別
関

連
要

因
件

数
（
成

人
期

）

件
数

（
小

計
）

個
人

の
要

因
社

会
経

済
的

状
況

の
指

標
（
S
E
S
）

社
会

的
な

つ
な

が
り

・
ソ

ー
シ

ャ
ル

キ
ャ

ピ
タ

ル

中
間

決
定

要
因

主
観

的
健

康
度

身
体

的
健

康
度

エ
ン

ド
ポ

イ
ン

ト
（
健

康
）

関
連

要
因

件
数

（
小

計
）

個
人

の
行

動
心

理
社

会
的

要
因

物
的

環
境

構
造

的
決

定
要

因
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件
数

要
因

件
数

要
因

件
数

要
因

件
数

要
因

件
数

要
因

件
数

要
因

精
神

的
健

康
感

（
心

理
的

ス
ト

レ
ス

、
精

神
的

健
康

感
）

3
・
雇

用
契

約
・
教

育
年

数
・
夜

勤
2

・
離

婚
・
ソ

ー
シ

ャ
ル

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

ス
コ

ア
0

1
・
物

忘
れ

の
不

安
0

0

う
つ

4

・
世

帯
収

入
（
負

の
関

連
）

・
学

歴
・
相

対
的

貧
困

・
相

対
的

剥
奪

4

・
自

分
以

外
の

介
護

者
の

存
在

・
娘

と
の

近
居

・
ソ

ー
シ

ャ
ル

サ
ポ

ー
ト

・
被

介
護

者
の

認
知

機
能

障
害

ス
コ

ア

0
0

0
1

・
年

齢
（
7
5
歳

以
上

>
7
5
歳

未
満

）

主
観

的
健

康
感

（
健

康
の

満
足

度
、

含
む

）
6

・
世

帯
収

入
・
学

歴
・
主

観
的

社
会

地
位

・
学

歴
・
相

対
的

貧
困

・
相

対
的

剥
奪

3
・
尊

敬
す

る
人

が
い

る
・
離

婚
・
ソ

ー
シ

ャ
ル

サ
ポ

ー
ト

ス
コ

ア
0

3
・
不

安
感

・
迷

信
を

気
に

す
る

・
互

恵
主

義
で

な
い

0
1

・
年

齢
（
7
5
歳

以
上

>
7
5
歳

未
満

）

睡
眠

障
害

（
不

眠
症

、
睡

眠
の

質
、

日
中

の
眠

気
、

含
む

）
0

0
0

0
0

0

身
体

的
・
精

神
的

健
康

度
（
S
F
-
3
6
)

0
0

0
0

0
0

1
3

9
0

4
0

2

自
覚

症
状

の
有

無
（
主

訴
、

慢
性

症
状

）
1

・
主

観
的

社
会

的
地

位
0

0
3

・
不

安
感

・
迷

信
を

気
に

す
る

・
互

恵
主

義
で

な
い

0
0

死
亡

率
0

0
0

0
0

0

脳
卒

中
の

発
症

率
0

0
0

0
0

0

肥
満

（
B

M
I≧

2
5
）

0
0

0
0

0
0

月
経

関
連

疾
患

0
0

0
0

0
0

要
支

援
・
要

介
護

1
・
学

歴
+
世

帯
収

入
0

0
0

0
0

2
0

0
3

0
0

の
べ

件
数

表
3
-
2
　

採
択

論
文

4
1
件

に
お

け
る

エ
ン

ド
ポ

イ
ン

ト
（
健

康
）
の

種
類

別
関

連
要

因
件

数
（
高

齢
期

）

心
理

社
会

的
要

因

中
間

決
定

要
因

物
的

環
境

身
体

的
健

康
度

個
人

の
要

因
社

会
経

済
的

状
況

の
指

標
（
S

E
S

）
社

会
的

な
つ

な
が

り
・

ソ
ー

シ
ャ

ル
キ

ャ
ピ

タ
ル

個
人

の
行

動

構
造

的
決

定
要

因
属

性

関
連

要
因

エ
ン

ド
ポ

イ
ン

ト
（
健

康
）

主
観

的
健

康
度

件
数

（
小

計
）

件
数

（
小

計
）
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件
数

要
因

件
数

要
因

件
数

要
因

件
数

要
因

件
数

要
因

件
数

要
因

産
後

う
つ

0
4

・
子

供
の

数
が

少
な

い
・
夫

の
協

力
が

少
な

い
・
妊

娠
や

育
児

に
つ

い
て

相
談

で
き

る
友

人
の

存
在

が
い

な
い

（
負

の
関

連
）

・
夫

/
パ

ー
ト

ナ
ー

の
年

齢

2
・
最

近
の

身
体

的
治

療
の

受
診

・
最

近
の

精
神

的
治

療
の

受
診

2
・
育

児
に

対
す

る
不

安
・
家

族
の

つ
な

が
り

の
欠

如
感

0
1

・
社

会
性

が
低

い

精
神

的
健

康
感

0
0

1
・
不

規
則

な
食

事
0

0
2

・
年

齢
・
う

つ
歴

マ
タ

ニ
テ

ィ
ブ

ル
ー

ス
0

1
・
妊

娠
や

育
児

に
つ

い
て

相
談

で
き

る
友

人
の

存
在

（
負

の
関

連
）

1
・
里

帰
り

出
産

（
負

の
関

連
）

0
0

0

身
体

的
健

康
度

妊
娠

中
の

体
重

増
加

1
・
職

業
（
自

営
業

又
は

専
門

職
の

夫
を

持
つ

主
婦

で
あ

る
こ

と
、

自
身

が
会

社
員

又
は

専
門

職
で

あ
る

こ
と

）
0

3
・
飲

酒
・
喫

煙
2

0
0

1
・
妊

娠
年

齢
が

3
5
歳

よ
り

高
い

1
5

7
2

0
4

の
べ

件
数

表
3
-
3
　

採
択

論
文

4
1
件

に
お

け
る

エ
ン

ド
ポ

イ
ン

ト
（
健

康
）
の

種
類

別
関

連
要

因
件

数
（
妊

産
婦

）

件
数

主
観

的
健

康
度

関
連

要
因

中
間

決
定

要
因

エ
ン

ド
ポ

イ
ン

ト
（
健

康
）

個
人

の
要

因
社

会
経

済
的

状
況

の
指

標
（
S
E
S
）

社
会

的
な

つ
な

が
り

・
ソ

ー
シ

ャ
ル

キ
ャ

ピ
タ

ル
個

人
の

行
動

心
理

社
会

的
要

因
物

的
環

境

構
造

的
決

定
要

因
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